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本計画の位置付け
2

南大沢地区は、令和２年２月に公表した「ス
マート東京実施戦略」で、先行実施エリアとし
て、最先端の研究とICT活用による住民生活の
向上が融合した持続可能なスマートなまちを目
指すとしている。
都では、この実現に向けて、幅広い分野の参

画が必要なことから、令和２年10月に、地元
八王子市や都立大、通信事業者など産学公連携
による「南大沢スマートシティ協議会」を立ち
上げ、モビリティ、まちの賑わい、情報活用の
部会ごとの検討を進めるとともに、WEBを活
用した地域ニーズの調査や先端技術に係わる
様々な実証実験を行いながら、地域の課題に即
した実践的なまちづくりを検討している。
令和３年10月には、取組の方向性を示した

「南大沢スマートシティ実施計画Ver１）」を
公表し、意見募集を行った。
令和４年５月には「南大沢スマートシティ実

施計画（Ver２）」を公表し、意見募集を行っ
た。また、住民等とのワークショップの内容や
事業者・団体ヒアリング結果の反映、MaaS等
の新たな実証実験の実施と評価、将来の運営主
体の検討等を行い、計画の深度化を図った。

令和４年11月には、ＰＲイベント（南大沢ス
マートシティウィーク）を開催し、これまでの
取組について紹介するとともに、電動キック
ボードやデジタルサイネージ等の新たな実証実
験を開始し、年度末にかけて評価を行った。
この度、「本実施計画（Ver３）」を公表す

るとともに、令和５年度も引き続き、協議会・
部会において、各施策の社会実装やこれらの基
盤となるICTインフラの構築を進めていく。



南大沢スマートシティ実施計画のスケジュール

• 協議会の検討、実証実験の実施、技術開発やサービス実装の状況、住民等の意見を踏まえ、令和２年度は「実施計画
（Ver１）~計画の方向性の整理~」、令和３年度は「実施計画（Ver２）~計画の深度化～」、令和４年度は「実施
計画（Ver３）～計画の深度化・まとめ～」を策定し、令和５年度からの先端技術・サービスの社会実装を開始する。
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R４実証実験
（電動キックボード・
デジタルサイネージ・

ARナビ）

実施計画（Ver１）
～計画の方向性の整理～

実施計画（Ver２）
～計画の深度化～

実施計画（Ver３）
～深度化・まとめ～



１ 概要

１-１ 背景・目的
１-２ 対象範囲
１-３ 検討の流れ
１-４ 検討テーマ
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１-１ 背景・目的

（１） 背 景

（２） 目 的

• 南大沢駅周辺は、都立大学をはじめ、商業施設や公共施設が集積し、学術研究と賑わい拠点が形成されている一方で、

起伏が大きい丘陵地であるため、高齢者等の移動等が課題となっている。

• こうしたまちの課題に対し、将来の動向等を踏まえ、産学公が連携して新たなスマートサービスを多数実装することで

都民のQOL（生活の質）の向上を実現していく。

〇令和元年８月 「TOKYO Data Highway 基本戦略」 公表

・東京都立大学を「５Gの重点整備エリア」として位置付ける。

〇令和元年12月 「未来の東京」戦略ビジョン 公表

・南大沢地区を「スマート東京」先行実施エリア（※）として位置付ける。

（※）５Gと先端技術を活用した分野横断的なサービスの都市実装を先行的に実施していくエリア

〇令和２年２月 「スマート東京実施戦略」 公表

・南大沢を最先端の研究とICT活用による住民生活の向上が融合した持続可能なスマートエリアとして目指していく。

・先端技術を活用したまちづくりの検討として、「協議会の設立」や「実証実験の推進」をしていく。

〇令和２年２月 「南大沢駅周辺地区まちづくりの方向性（案）」を提示

・まちづくりの将来像に「スマートなまち」として、「先端技術活用や産学公連携の促進」や「駅前と住宅地間のアク

セス性強化」を位置付ける。

〇令和３年３月 「未来の東京」戦略を提示

・「地域特性に応じたスマートなまちづくりの展開」において、南大沢地区を「先端技術を活用したまちづくりの検

討・実証実験」、「多様な先端技術を社会実装・他地域展開」と位置付ける。

〇令和５年３月 「南大沢駅周辺地区まちづくり方針」を提示

・分野別のまちづくり方針に「先端技術の方針」や「エリアマネジメントの方針」等を位置付ける。

5



１-２ 対象範囲

住宅地

公園

南大沢駅から
1.5km程度

上柚木公園

多摩ニュータウンライブ
長池 ビューコート別所等

都営多摩ニュータウン
下柚木第2団地等

多摩ニュータウン
ベルコリーヌ南大沢等

グランピア南大沢等

コーシャハイム
南大沢等

長池公園

富士見台公園

都立小山内裏公園

都営多摩ニュータウン
上柚木第2団地等

• 令和２年度は駅直近エリアだけを対象範囲としていたが、周辺の４か所の公園等の南大沢を象徴する地域資源や住宅団
地を含むエリア（1.5km程度）へ対象範囲を拡大し検討を行う。

• また、検討の中心となる「コアエリア」として、ペデストリアンデッキやロータリー、駅前商業施設等の駅前エリアを
想定している。

出典）国土地理院「国土地理院HP 地図・空中写真閲覧サービス」、八王子市「八王子市HP」、東京都公園協会「東京都公園協会HP」を基に作成
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１-３ 検討の流れ
7

＜スマートシティ実施計画の検討の流れ＞

２.地域の
概況

３.地域の
ニーズ

5.地域の
課題

4.地域の将来
動向・計画

6.スマートシティ
の今後の方向性

7.実現イメージと
ロードマップ

10.実施運用・
体制

９.実証実験

実施計画の
策定

１.概要
(背景・目的
対象範囲)

11.今後の
展開と課題

8.ICT
インフラの方向性



１-４ 検討テーマ

• 「モビリティ」、「まちの賑わい」、「情報、その他」の領域別にテーマを分けて、モビリティ領域はモビリティ部
会、まちの賑わい領域はまちの賑わい部会、情報領域及びその他領域は情報・その他部会にて検討を行う。

通信・ネットワークプラットフォーム(OS)インターフェース IoTデバイス

サービス

住民・来街者

小型
モビリティ

歴史・四季等の
まちの魅力発信

商業施設案内

施設、店舗内の
混雑情報提供

・・・

モビリティ領域 その他領域

再生可能
エネルギー・・・

シェア
オフィス

モビリティ部会

情報・その他部会

情報・その他部会

防災

まちの賑わい領域

・・・ ・・・

ICT
インフラ

まちの賑わい部会

情報領域

デジタル
サイネージ

3Dマップ

・・・

データマネジメント
プラットフォーム

5G

・・・

WEBカメラ

ビーコン

・・・

MaaS

交通情報の
リアルタイム
情報発信

サービス提供

インフラ提供

移動の視点から南大沢の課題を検討・
解決し、誰もがアクセスしやすい南大
沢の実現を目指す。

駅前と周辺地域を繋ぐことで人々の流
れを活発化させ、多様な交流と連携を
促進する機会や場の創出を目指す。

モビリティやまちの賑わい等のサービスを支える汎用的なインフラ基盤の実装を目指す。

モビリティやまちの賑わいと関連付け
られるデータの活用方法やそれ以外の
取組の実装を目指す。
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２ 地域の概況

２-１ 土地利用等
２-２ 交通(モビリティ)の現況
２-３ まちの賑わいの現況
２-４ 情報の現況
２-５ その他の現況
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２-１ 土地利用等

• 南大沢地区は、駅前地区に商業施設や生活利便施設、都立大学等が立地しており、駅周辺には、道路や公園等が計画的
に整備されている。

※出典）南大沢周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会「南大沢周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会（第１回）」（2019.11.15）を基に作成

(１) 主要な立地施設
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• 土地利用は、駅を中心に「商業・近隣商業地域」（建ぺい率80％、容積率300・400％）となっている。また、駅の北東
・南西方向が「住居地域」、その周辺が「住居専用地域」となっている。

• 駅周辺は、地区計画があり、計画の目標、土地利用方針、施設・建築物等の整備方針のほか、用途や最低敷地制限、周辺
景観との調和などが位置付けられている。

（２） 都市計画
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■土地利用状況（用途地域）

出典）南大沢周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会
「南大沢周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会（第１回）」（2019.11.15）

[ センターＡ地区 ] ：生活拠点機能及び業務機能の集積

建築物の敷地面積の最低限度：1,000㎡、建築物等の高さの最低限度8m

[ センターＢ地区 ] ：センター機能の補完、官公庁施設等の立地

建築物の敷地面積の最低限度：1,000㎡

[ 沿道型業務施設地区 ]：生活関連の商業、業務サービス施設等の立地

建築物の敷地面積の最低限度：300㎡

[ 公益施設地区 ]：周辺住宅地の環境に配慮した公益・業務・商業施設等の導入

建築物の敷地面積の最低限度：1,000㎡

出典）八王子市HP「八王子市の地区計画区域」（2019.12）

■地区計画（南大沢センター地区）



• 公共施設は、南大沢駅南部に市民センターや事務所等の「複合施設」が、周辺には「小・中学校」をはじめとする様
々な施設が立地している。

• 公園・緑地は、駅南側に位置する「中郷公園」のほか、周辺に上柚木公園、富士見台公園、大平公園、長池公園等
「地区公園」「近隣公園」「都市緑地」が配置されている。

• 駅周辺に都立大学・ヤマザキ動物看護大学が、駅から３㎞程度の多摩美術大学等がある。

■公共施設の立地 ■大学や主要な公園の位置

出典）八王子市「八王子市多摩ニュータウンまちづくり方針」（2019.3） 出典）国土地理院「国土地理院HP 地図・空中写真閲覧サービス」、八王子市
「八王子市HP」、東京都公園協会「東京都公園協会HP」を基に作成

（３） 公共施設
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（４） 住宅団地

■住宅地の分布

• 駅周辺には、1980年代から2000年代まで段階的に住宅団地の整備が行われている。
• 駅西側や南側では、築年数が30年以上経過している住宅団地もみられる。

出典）南大沢周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会「南大沢周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会（第１回）」（2019.11.15）
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• 南大沢駅周辺エリアでは2013年以降、人口が減少するとともに高齢化が進展している。
• 特に駅南西部に位置する南大沢３丁目では高齢化率が35％を超える。

南大沢駅周辺 人口推移

 南大沢駅周辺の人口は1997年以降2019年までの間、
概ね増加傾向にあるものの2013年以降は減少している

出典）東京都「南大沢駅周辺地区まちづくり方針（素案）」（2022.6.3）、
東京都「統計資料（各年度）」を基に作成

南大沢駅周辺 人口の年齢構成及び高齢化率

500m圏：南大沢１～５丁目
500m～１K圏：上柚木１～３丁目、下柚木１～３丁目、別所１,２丁目

南大沢
駅

 南大沢駅周辺では高齢化が進行している
 高齢化率は特に駅南西部の居住地区が高い数値を示して
いる

出典）上：東京都「南大沢駅周辺地区まちづくり方針（素案）」（2021.6.3） 、
総務省「国勢調査」を基に作成

下：八王子市「八王子市多摩ニュータウンまちづくり方針」（2019.3）

（５） 人口と高齢化
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２-２ 交通(モビリティ)の現況

■南大沢駅の一日平均乗降客数(千人)

■通勤、通学目的集中トリップ数の推移（八王子市東部地域）

出典）東京都市圏交通計画協議会「東京都市圏パーソントリップ調査」を基に作成。なお、乗降客数の2019，020年度は八王子市「統計八王子」を基に作成。
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通学 通勤

(千トリップ)

■駅内の情報表示

（１） 鉄道利用
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南大沢駅開業

橋本駅まで延伸

都立大移転

アウトレット開業 コロナ禍

• 南大沢駅の一日平均乗降客数は年々増加し、2018年は6.4万人となったが、コロナ禍の影響で2020年は減少している。
• 地区への来訪について、通学は2018年46.4千トリップ、通勤利用は年々増加してきており、2018年に20.9千トリップ

となっている。
• 南大沢駅内にはリアルタイムの鉄道運行情報が提供されている。



• 八王子市における駅端末交通手段は、バスや自動車が減少する一方、徒歩が増加傾向で７割弱となっている。
• 南大沢駅周辺では、交通手段の概ね８割程度が徒歩で、市全体と比較して高い割合となっている。

出典）八王子市「八王子市公共交通計画」（2017.3） 出典）東京都市圏交通計画協議会「東京都市圏パーソントリップ調査」

（２） 駅までの利用交通手段
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10.5

9.8

4.7

2.8

0.7

1.2

4.2

3.6

79.8

82.7
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《南大沢駅》

路線バス 自動車 バイク 自転車 徒歩

注）下段( )内は

トリップ数

(単位:千     )

八王子市における駅端末交通手段 南大沢駅における駅端末交通手段

八王子市ではバスや自動者が減少、
徒歩が増加傾向で７割弱となっている。

南大沢駅周辺では、交通手段の概ね８割程度が
徒歩となっている。



• バス路線は駅北側は朝・日中とも10分未満間隔と高頻度であるが、駅南側は15～30分間隔である。
• バスの案内情報板は交通ターミナル内に整備されているが、リアルタイムの情報案内ではない。

バスルート バス案内状況

駅を発着とする循環路線(駅北側路線) 駅を発着とする循環路線(駅南側路線)

京王バス・
神奈川中央交通
共同運行ルート

京王バス運行ルート

（南大沢駅から発着するバス路線）
路線バス：16系統
空港路線：２系統（成田、羽田）
運行間隔：駅北側は朝・日中とも10分未満間隔と高頻度

であるが、駅南側は15～30分間隔である

タクシーとの接続状況

駅前交通ターミナル内には
タクシー乗り場が１か所設置
されている。

出典）八王子市「八王子市多摩ニュータウンまちづくり方針」（2019.3）に加筆・修正

バスの案内情報板は交通
ターミナル内に整備されて
いるが、リアルタイムの
情報案内ではない。

●バス降車
専用

タクシー乗り場

（３） 交通機関の乗換

南大沢駅
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• バス・タクシー運転手は年々高齢化が進んでおり、担い手の確保が課題である。
• 八王子市のタクシー輸送人員は減少傾向にある。
• 南大沢のバス輸送人員は横ばいであったがコロナ禍で減少した。

（４） 地域交通の担い手
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■東京都における産業別平均年齢の推移

2002年 2017年

タクシー 53.9歳
58.4歳

（＋4.5歳）

バス運転手 43.3歳
49.5歳

（＋6.2歳）

全産業 39.5歳
42.0歳

（＋2.5歳）

旅客運送業の担い手の年齢構成・推移及び輸送人員の推移

東京都において、旅客運送業（バス、タク
シー）は従業者の約1/3を高齢者（65歳以上）
が占めている。

東京都において、旅客運送業（バス、タクシー）は、全産業と
比較し平均年齢の上昇傾向あり。
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全産業

道路旅客運送業（バス、タクシー）

鉄道業

八王子市のタクシー輸送人員
は減少傾向。

（千人）

■八王子市のタクシー輸送人員の推移

出典）総務省「労働力調査」（2020.8）

（千人）

■八王子市のバス輸送人員*1の推移

南大沢のバス輸送人員は横ばい
であったがコロナ禍で減少。

※京王バス南（株）、神奈川中央交通（株）の乗客数
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• 自転車等駐車場は公営で６か所、その他一部の民間施設でも設置され、定期利用を中心に運用されている。
• シェアサイクルは、南大沢駅周辺のほか、八王子市内の主要駅で実証が行われている。

（５） 駅周辺の駐輪場
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■自転車駐車場

■自転車100台以上
■バイク100台以上

■自転車500台以上
■自転車100台以上

■自転車500台以上
■バイク100台以下

■バイク100台以下

■バイク100台以下

出典）駅周辺の位置図に（公）自転車駐車場整備センターの自転車駐車場の
駐車台数等を追記

■八王子市シェアサイクル実証実験

出典）八王子市「八王子市都市計画部」を基に作成

〇目的
回遊性向上による地域や観光の活性化や公共交

通の補完、環境負荷低減等

〇実施期間
令和２年（2020年）４月１日～令和６年

（2024年）３月31日

〇実施地域・サイクルポートの設置場所
八王子駅・西八王子駅・高尾駅・八王子みなみ

野駅・南大沢駅・堀之内駅 周辺地域
※南大沢駅・堀之内駅周辺は、本協議会で実証

実験を実施

〇利用料金
利用開始30分130円、延長100円/15分、

1,800円/12時間

〇備考
シェアサイクル実証実験の実施に関し、八王子

市と実証事業者が協定を締結し実施



• 駅周辺は高低差のある丘陵地となっており、徒歩や自転車での移動は、高齢者や身障者等にとって負担が大きい状況と
なっている。

• 住宅団地から地区内幹線道路沿いのバス停まで、階段やスロープを経由した高低差を伴う移動区間もみられる。
• 駅周辺の歩行者ネットワークは、施設内を移動する経路も存在する。

■南大沢駅周辺の概況と歩行者ネットワーク

出典）南大沢周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会「南大沢周辺地区まちづくり方針策定等検討委員会（第４回）」（2023.2） 「南大沢周辺地区まちづ
くり方針策定等検討委員会（第１回）」（2019.11）

（６） 歩行者ネットワーク
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まちづくり
方針が最新化
を確認

■歩車分離道路の状況

■南大沢駅付近の高低差の状況



• 南大沢駅前からバス停まで道路面に対して10～20メートルの高低差が生じている。
• 住宅エリアから南大沢駅までの移動の平均所要時間は約10分以上となっている。

（７） 地区の交通特性

21

南大沢駅からの高低差

南大沢駅からの高低差は十数
メートル～二十数メートル

バス停から団地付近ま
で約6mの高低差

出典）GoogleEarth「標高データ」を基に作成

鉄道利用者（定期券利用者）平均所要時間 【南大沢駅】

南大沢駅までは到着まで約10分以上

出典）国土交通省「平成27年大都市交通センサス」（2015）

10

(分)

大平公園
赤石公園

学園２番街
三井アウトレットパーク

南大沢駅

出典）GoogleEarth「標高データ」
を基に作成

大平公園
赤石公園

学園２番街
三井アウトレットパーク

南大沢駅



（１） 駅周辺の商業施設

 駅北側には、エリア随一の規模を誇る三井アウト
レットパーク多摩南大沢（延床面積28,700㎡、店
舗数118）が立地しており、広域から集客してい
る。

 ガレリア・ユギには、イトーヨーカドー南大沢店が
入居し（その他にもノジマ南大沢店等入居）、周辺
地域の日常買い物を支えている。

 その他にも、南大沢駅前には、 fab南大沢（TOHO
シネマズ等入居）、パオレ南大沢、フレンテ南大沢
（新・旧館）、サザンウインズ南大沢、フォレスト
モール南大沢等、多彩な商業・娯楽、飲食施設等が
立地している。

 一部のビルには空き店舗スペースもみられる。

 各施設・ビルに駐車場が整備されている。

• 南大沢駅前地区には、駅前に商圏が集中している。三井アウトレットパーク多摩南大沢やイトーヨーカドー
南大沢店等の多数の商業店舗が立地し、コンパクトな空間に駅前商業集積を形成している。

• 一部のビルには空き店舗スペースもみられる。
• 休日等においては、来客駐車場の入庫待ちが発生する場合もある。

■商業施設の立地

２-３ まちの賑わいの現況
22

出典）多摩ニュータウン開発センター「南大沢グルメマップ」（2023）、
各施設ホームページ情報、Navitime等を基に作成



• 駅周辺では10か所、約2,800台規模の駐車場が整備され、このうち１日最大料金を導入しているのは、４駐車場と
なっている。

出典）多摩ニュータウン開発センター「南大沢グルメマップ」（2023）、
各施設ホームページ情報、Navitime等を基に作成

NPC24H
南大沢駅前

P

398台
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平日600円/日
休日900円/日

274台
平日700円/日

■駅周辺主要駐車場

（２） 駅周辺の駐車場
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■駅周辺の商業施設

出典）週刊東洋経済「全国大型小売店総覧2019」（2019)を基に作成

1.5km

（３） 近隣の商業施設

• 南大沢駅周辺の２㎞圏内にも商業店舗が複数立地しており、特に南部の幹線道路北側には大型の商業施設が
みられる。
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• 南大沢駅から徒歩圏内となるエリアに、レクリエーション機能を持つ公園・緑地が分布している。

出典）八王子市「八王子市HP ウォーキングマップ」

八王子市ウォーキングマップコース 主要な公園の位置

南大沢駅

出典）国土地理院「国土地理院HP 地図・空中写真閲覧サービス」、八王子市
「八王子市HP」、東京都公園協会「東京都公園協会HP」を基に作成

（４） その他集客施設 (公園・緑地等)

25



（５） 小売業等の状況

• 八王子市の小売業は事業所数が減少傾向にあるが、年間商品販売額はほぼ同額で推移していることから、特
定の小売店へ売上が集中し、小規模店が閉店していることが考えられる。

66,512

30,414
36,152

17%

12%
10%

0%

5%

10%
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20%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

2002(H14) 2007(H19) 2013(H26)

年間商品販売額（百万円） 市全体に対するシェア

出典）経済産業省「商業統計 商業集積地区別集計」を基に作成
※南大沢駅周辺のH19.H26にはラフェット多摩南大沢を含む
※商業統計はH26を最後に廃止

小売業年間販売額

居住区における近隣センターの衰退

近隣センター（昭和46年開業）
 初期に開業した近隣センターで、
現在は人通りが少なく、店舗も閉まっている所が多い。

八王子市小売業事業所数の推移

3,597
3,344
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2,000
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4,000
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八王子市年間商品販売額の推移

575,759 568,574

488,342

569,177

0
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200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

平成16年 平成19年 平成26年 平成28年

(百万円)
販売額はほぼ横ばい

出典）経済産業省「商業統計調査報告」、統計局「経済センサス-活動調査報告」
を基に作成

※「商業統計調査報告」は平成16・19年は６月１日現在、平成26年は7月1日現在
※「経済センサス-活動調査報告」は平成28年６月１日現在

販売額・シェア減少
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～トピックス(１)～

高低差が大きい南大沢エリアにおいて、複数の移動販売車サービスが展開している。

出典）八王子経済新聞「イトーヨーカドー、南大沢店で移動スーパー開始
とくし丸と連携、買い物難民支援」（2020.５.１）

② イトーヨーカドー南大沢における取組

 移動スーパー事業会社との提携によるサービス展開

• 2020年より、㈱とくし丸と提携し、400品目を搭載す
る軽トラックで移動販売を行う個人事業主オーナー
への販売委託を開始

•採算確保が難しい移動販売サービスにおいて、小売
店、事業オーナー、運営企業の分業によるサービス提
供で高い採算性を実現

① 京王電鉄株式会社による取組

 自社での移動販売サービス展開

• 2013年より、家事代行サービスの一環として
市内での２tトラックによる750品目の移動販売
サービスを開始

•京王ストアで取り扱う生鮮食品や食料品、日用品を
店頭と原則同価格で販売

• 2018年より、軽自動車による250品目の移動販売
サービスを開始

出典）八王子市産業振興部産業振興推進課「移動販売開始」

移動販売車サービスの展開
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（６） 小売業店舗・EC事業の動向

• 百貨店の販売額についてはコロナ禍の影響で販売額が落ち込んだが回復傾向。スーパーマーケットについてはコロナ
禍以前と比較し各月ともコロナ禍以降一定額上昇している。

• ステイホーム期間に高まったインターネット購入については、食料品では継続的なニーズの高まりがみられる。

出典）経済産業省「商業動態統計」を基に作成

小売業の動向（東京都）

※「2021年度」は８月までのデータ

■宅配貨物の月別取扱個数■品目別インターネットを利用した支出の増加

食料品

衣類・履物

家具

家電

インターネットを利用した購買実績（全国）
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品目合計

2020年 2021年

出典）総務省「家計消費情報調査」を基に作成

■スーパーマーケットの月別販売額■百貨店の月別販売額

出典）経済産業省「商業動態統計」を基に作成
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（単位:100万円） （単位:100万円）
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出典）国土交通省「トラック輸送情報報告書」を基に作成
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（７） イベント開催

• 南大沢駅前通りの歩行者空間を活用して、「『元気な街』南大沢協力の会」や各種イベントの実行委員会が中心とな
り、多数のイベントが開催されている。

出典）多摩ニュータウン開発センター「南大沢グルメマップ」（2021）、八王子市「八王子市HP ウォーキングマップ」、マルシェ実行委員会
「南大沢マルシェ夏祭りチラシ」（2021.７）

■南大沢駅周辺でのイベント

南大沢駅周辺におけるにぎわい創出に向けた取り組み状況

■マルシェ夏祭り
主催：マルシェ実行委員会
後援：「元気な街」南大沢協力の会、

八王子市、八王子市教育委員会

■八王子市ウォーキングマップコース
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30

（８） 南大沢周辺の公園

スケールの大きさが

売りの総合公園

• 上柚木公園は、広大な園
内に多目的広場や芝生の
丘、児童遊園のほか、公
認２種の陸上競技場や、
高校野球の会場となる野
球場などの運動施設を有
する総合公園です。遊具
のある児童遊園が複数存
在し、園内は親子連れや
ペットの散歩をする人、
ジョギングを楽しむ人な
どで賑わっています。

四季折々の道

• 長池公園といえば、長池
見附橋が象徴的ですが、
豊かな自然を感じられる
のも魅力の一つです。長
池公園自然館（ネイ
チャーセンター）には、
訪れた時期に楽しむこと
ができる動植物の情報を
掲載している「いまここ
情報マップ」が設置され
ています。

多摩丘陵の

自然を味わうならここ

• 多摩ニュータウン開発の
なかで、10年前と変わら
ない地形と湧き水豊かな
自然を残しているのが小
山内裏公園です。東京
ドーム約10個分の敷地の
中には、多摩丘陵に特徴
的な雑木林で覆われた広
大なサンクチュアリ（自
然保護区）を有し、多様
な動物性が生息していま
す。バーベキュー場や大
型のすべり台、広場もあ
り、老若男女が自然の息
吹を感じながら楽しむこ
ともできる公園です。

上柚木公園 長池公園 小山内裏公園 富士見台公園

自然の中の舞台

• 富士見台公園は広大な
原っぱやサクラが自慢の
公園です。公園中央部の
開けた場所に立地する中
央広場へ降りる階段は幻
想的な雰囲気を醸し出し
ています。この広場を市
民や学生、団体などが舞
台として利用する事で南
抑えるような、新たな文
化発信拠点になるのでは
ないでしょうか。

• 南大沢周辺には複数の公園があり、それぞれが独自の特徴を有している。

出典）「TAMa・GO」紹介ページ



２-４ 情報の現況

• 携帯電話の基地局情報やスマートフォンアプリの利用情報等を匿名化し、移動情報や属性情報を基にした観光動態の
解析等に利用されている。

■メッシュ別の人の混雑状況公開例（携帯基地局情報）

出典）ドコモ・インサイトマーケティング「モバイル空間統計HP」

■ヒートマップによる混雑状況公開例
（スマートフォンアプリ利用状況情報）

出典）Yahoo「混雑レーダーHP」

■位置情報を用いた観光動態分析のイメージ

出典）KDDI「KDDI HP」

（１） 混雑や動態情報の提供
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（２） 鉄道、バス情報の提供

• 京王電鉄では、スマートフォンのアプリを活用し、運行電車別の混雑状況を予測し、公開している。
• 京王バスでは、駅前バスターミナルやバス停において、案内板等により路線や時刻の情報を提供しているほか、WEB

等によりバス接近情報を公開している。

■鉄道内の混雑

出典）京王電鉄「京王電鉄HP」

※混雑度表示は株式会社ナビタイムジャパンのサービスを利用。リアル
タイムの表示ではなく、予測データをもとに、各電車の停車駅ごとの混
雑度を見える化したもの

出典）京王バス「バスナビHP」

■バス接近情報

■駅前バスターミナル案内表示 ■各バス停の時刻表
（駅前）

■各バス停の時刻表
（複数系統発着）

一つのバス停に８系統の
情報が掲載されている。

各バス停にQRコードを掲載してお
り、スマートフォンでバス接近情報
をリアルタイムに確認できる。

出典）京王電鉄広報公式 ツイート（2021.４.20）
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（３） 交通情報のオープン化や統合

• 東京都交通局では「公共交通オープンデータセンター」にてオープンデータを公開している。
• 京王電鉄では、MaaSの実証実験として2021年１月に「Tama-GO」サービスを開始している。

■リアルタイムデータのオープンデータ ■「Tama-GO」サービス

出典）公共交通オープンデータセンターHP
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出典）京王電鉄HP

Webチケットの販売

Google PayやApple Walletと連動し
た、バスの一日全線乗り放題、沿線施設
の割引チケットを提供。

複数交通手段の予約

京王ライナー等の鉄道予約だけでなく、
高速バス予約、タクシー配車、シェアサ
イクルやレンタカー、バスツアーの予約
が可能

デジタルマップの提供

多摩エリアや高尾山エリアのおすすめ観
光スポットを地図上に表示。検索も可

能。
リアルタイム経路検索

京王グループ、JR東日本、東京都交通局
が提供する公共交通機関の最新の遅れを
加味した「リアルタイム経路検索」が可
能。乗車予約もワンストップで可能。

１ ２ ３ ４
１

２

３

４

交通利便性向上・生活利便性向上・沿線の魅力発信を目的
に、スマートフォンユーザー向けに主に４つのサービスを提
供している。

公共交通オープンデータセンターでは、公共交通オープ
ンデータ協議会に参画する交通事業者のデータを、一般
の開発者やICTベンダー等にワンストップで提供する。

東京都交通局が公開しているデータ（2023/3/14現在）

都営バス

• バス停情報
• バス路線情報
• バス停時刻表
• バス時刻表

• バスロケーション
情報

• バス運賃情報
• バス関連情報

鉄道
（都営地下鉄、東京さ
くらトラム、日暮里・
舎人ライナー）

• 運賃情報
• 時刻表
• 列車ロケーション
情報

• 路線系統情報

• 駅情報
• 駅時刻表
• 乗降客数情報
• 運行情報

その他 • 鉄道画像情報



（４） 店舗・各施設情報の提供

• 駅周辺の幾つかの店舗では、民間サービスを活用して、日時別の混雑情報を公開している例もみられる。
• また、地図検索サービスを活用した時間帯別の混雑状況を公開している例もみられる。

■南大沢駅周辺施設内の混雑状況

出典）Unerry「お買い物混雑マップ」

■地図検索サービス独自の時間帯別の混雑情報

出典）Google「GoogleMap」
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（５） コミュニティサイト

• 八王子市が主導となりコミュニティサイト（はちコミねっと）を立ち上げ、「こども」をはじめ13分野のコミュニ
ティの情報を公開している。

出典）八王子市「はちコミねっと」

八王子市のコミュニティサイト

コミュニティのカテゴリ
• 健康福祉
• 文化・スポーツ
• 観光・地域振興
• 環境
• 防災安全
• 人権・平和
• 国際

• こども
• 情報・科学技術
• 経済
• NPO支援
• 町会・自治体
• その他

 「こども」のコミュニティ例  「健康・福祉」のコミュニティ例
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令和5年2月14日現在、
288団体が公表されている



（６） オフラインのコミュニティスペース

Café おひさまの様子
（同CaféのFacebookより転載）

Café でのイベントの模様

Café でのイベントの模様

土台の
仕組み

住民の
参画

活動の
継続

• コミュニティカフェの設置（コーヒー１杯200円で飲めるような場）

• スタッフは住民(ボランティア) 。経営は自治組織が担う

• 常にふらっと立ち寄れ、常駐のAさんや常連のBさんがいるとわかっている”居場
所”として、人が集まる

• URの担当者がおすすめするより、顔なじみになって信頼された住民同士がおす
すめした方が、商材や活動に興味を持ってもらえる

• 客とスタッフの垣根がない空気で、客からスタッフに挑戦する意欲を発展させや
すくハードルも低く感じられる

• 物理的なカフェがあることで常に様々な層の住民が集まり、イベントがなくても人
を活動に巻き込みやすい

• 責任やルールをほとんど定めず、自由にやってもらうことで、意欲を維持させる

• 自治組織にカフェ運営を任せることで、継続的に活動することの意欲付けをし
ている

• コミュニティ運営のための資金繰りだと言うと自治組織にとって責任が重すぎると
感じられる場合もあるが、カフェ運営の委託というミッションの体にすることで、資
金管理を伴うコミュニティ自治のハードルを下げている

仕組みの

維持

出典） UR社員等のコミュニティ領域のエキスパートインタビュー

コミュニティカフェの概要 コミュニティカフェの模様

• 住民が自治的にコミュニティを回せるような場所と仕組みを整える取組もあり、自発的な活動が生まれている。
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（７） ポイントサービス

• 高齢者健康増進に向けた大規模実験として、60歳以上の方を対象にポイントを付与する取組も行われている。
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八王子市在住の60歳以上の方に対し、歩行、バランスの
良い食事、脳トレ、ボランティア活動等でポイントがた
まるサービスをスマートフォンアプリにて提供。ポイン
トは市内の特定の店舗での利用のほか、PayPayポイント
に変換可能。

ポイントサービス「てくポ」概要 実証実験概要

出典）八王子市「てくポを始めたい方のページ」

「令和３年度 東京都次世代ウェルネスソリューション
構築支援事業 事業化促進プロジェクト」に採択された事
業「脳にいいアプリと健康ポイントを活用した持続可能
なウェルネスプラットフォーム構築」の実証実験とし
て、官民が参加し2022年11月から東京都八王子市にて
実施。

出典）株式会社ベスプラ「ウェルネスプラットフォーム」に関するプレス
リリース



（８） 5G等の通信インフラ（１/２）

• ５Gの通信インフラにおいては、通信事業者各社により南大沢地域における利用可能エリアが拡大しつつある。
• ５Gの利用においては、高容量通信を用いた遠隔監視による自動運転タクシーの実証走行、XR体験デモ等、様々な地

域にて事業実施やそれに向けた実証が行われている。
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■通信事業者による南大沢駅周辺の５G対応状況 （※2023.3現在）

出典）NTTdocomo「 NTTdocomo HP」

KDDI Softbank

●● ５G
● ４G（LTE含む）

●●● ５G
● ４G（LTR含む）

●●● ５G
● ４G（LTR含む）

NTTdocomo

出典）KDDI「KDDI HP」 出典）SoftBank「SoftBank HP」

出典）KDDI「KDDI HP」

■５Gを活用した自動運転実証実験

走行ルートと実験車

出典）東京都 都政の構造改革（シン・トセイ）HP

■XR体験



（８） 5G等の通信インフラ（２/２）

• 西新宿エリアでは、５Gのアンテナを搭載したスマートポールを先行整備し混雑情報・環境情報を取得している。
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■５Gアンテナ搭載のスマートポール

出典）西新宿エリアにおけるスマートポールを活用したプロジェクトの採択について（2022.11）、
東京都「令和３年度スマートポール先行・試行設置及び検証事業 検証結果報告書」（2022.3）

■スマートポールを利用したサービス事例

ポール型サイネージ型 • 西新宿に関係する方向けにクーポン等を配信する仕組みを構築し、地元密
着型の情報発信を通じた地域振興を目指している

■スマートポールの設置場所（R4.3末）
• 気象データとスマートポールサイネージ閲覧者の属性データを用い、天気
やサイネージ閲覧者の属性等にあわせた効果的な広告を掲出し、地域振興
を目指す



（９） ローカル５Gの整備

• スマート東京実施戦略の「ローカル５Gの整備」に基づき、令和３年１月

からローカル５G環境を活用した研究を開始

 社会実装型研究（社会実装が期待される応用的研究）

 挑戦型研究（将来の課題解決に資するチャレンジングな基礎的研究）

• 同年８月からローカル５G環境を民間企業や研究機関等に実証フィールド

として提供する取組を開始提供

• 現在、都立大においては、ローカル5Ｇが整備されるとともに、次世代AI・IoT・ロボティクス・XR等の先端分野に
おいて社会実装が期待される研究が始まっている。

出典）東京都立大HP、東京都「スマート東京実施戦略」（2020.7） ,東京都「スマート東京実施戦略」～令和４年度の取組～」（2022.3）
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■東京都立大学におけるローカル５Gの各種取組内容

■ローカル５Gを利用した研究・活用事例について



（10） オープンデータ

出典）八王子市「八王子市HP」を基に作成

• 東京都は14分野の公共データを一元的に検索・ダウンロード可能なカタログサイトを公開し、オープンデータの利活
用を推進している。

• 八王子市は保有している18分野の公共データを二次利用可能なルールで公開しており活用拡大の余地がある。

八王子市のオープンデータ

八王子市のオープンデータに関するポリシー

行政が保有している公共データ（以下、「データ」と言いま
す。）を二次利用可能なルールで公開し、市民や企業等が
自由に編集、加工など、利活用できる取組であり、その効果
として、市民生活の利便性向上や新たなビジネスの創出等が
期待されるものです。

• 教育関連
• 画像
• 統計八王子関連
• 人口関連
• まちづくり関連
• インフラ関連
• 防災関連
• 防犯関連
• 交通関連
• 子育て関連
• 市政（組織・議会等）関連
• 経済関連
• 環境関連
• 保健衛生関連
• 福祉関連

• 八王子基礎データ集
• 予算の概要（当初予算）
• 主要な施策の成果・事務報

告書

出典）東京都「オープンデータ カタログサイト」を基に作成

東京都のオープンデータ

東京都のオープンデータに関するポリシー

本サイトに存在する著作物の著作権は、「注」があるものを
除いて、クリエイティブ・コモンズ・ライセンス表示 4.0 
国際のもとでライセンスされています。
従って、コンテンツは、本利用規約以外の別の利用ルールが
個別に適用されるコンテンツを除き、どなたでも本利用規約
に従って複製、公衆送信、翻訳・変形等の翻案等、自由に
利用できます。商用利用も可能です。

• 防災・災害計画関連
• 治安関連
• まちづくり関連
• 人口減少少子高齢化関連
• 医療・福祉関連
• 生活関連
• 税金関連
• 観光関連
• オリンピック パラリンピック関連
• 芸術文化関連
• 産業雇用創出関連
• 環境関連
• 交通情報関連
• その他
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• インターネットの利用割合は、他年代に比べ70歳以上で低下する。
• 多くの年齢層でインターネットの利用機器はスマートフォンの割合が最も高い。

■年齢階層別のインターネット利用割合（全国調査）

 高年齢層でのインターネット利用割合は70歳以上の高齢者で低い

出典）総務省「令和３年度通信利用動向調査」

高齢化とインターネット利用

～トピックス（２）～

■年齢階層別の主なインターネット利用機器
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スマートフォン

携帯電話

パソコン

タブレット型端末



２-５ その他の現況

• コロナ禍の影響により、本来の通勤先以外で業務を行うテレワークが増加している。
• テレワーク時において利用可能なサテライトオフィスやシェアオフィスは、南大沢では２軒立地している。
• 東京都立大学の留学生数は、コロナ前までは増加傾向にあったが、コロナ禍以降600名前後で横ばいとなっている。

出典）東京都産業労働局「テレワーク導入実態調査」を基に作成

■テレワークの導入状況

都内に所在する従業員数が30人以上の企業10,000社
・令和３年 令和３年11月実施 回収率2,204社
・令和２年 令和２年6月実施 回収率20.3％（回答数2,034社）
・令和元年 令和元年7月実施 回収率20.3％（回答数2,068社）

■南大沢のサテライトオフィス

■東京都立大学の留学生数

出典）東京都立大学「東京都立大学HP」を基に作成

TiNK Desk 多摩南大沢駅前

ワークスタイリングSOLO 
三井アウトレットパーク多摩南大沢店

出典）多摩ニュータウン開発センター「多摩ニュータウン開発センター HP」、
WORK STYLING「WORK STYLING HP」

＜場所＞
• 三井アウトレット
パーク多摩南大沢店

＜利用形態＞
• 法人単位で契約

＜場所＞
• イトーヨーカドー
南大沢店
（ガレリア・ユギ）

＜利用形態＞
• 個人利用可

463 502 519
606

661
605 587 606

0

200

400

600

800

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

留学生数の推移人

（１） 新たな働き方と国際化
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25.1%

57.8%

65.7%

20.5%

16.4%

5.6%

53.7%

25.8%

28.7%

R１年

R２年

R３年

導入している 今後予定あり 導入予定なし



• 3Dデジタルマップと都市活動の各種ビッグデータ（人流・交通状況・防災情報等）と合わせ、情報の可視化やシミュ
レーション等により、防災情報の高度化や次世代モビリティとの連携サービスを提供している。

■3Dデジタルマップ

出典）東京都「スマート東京実施戦略~令和３年度の取組～」（2021.3）

（２） 3Dデジタルマップ（東京都）

出典）東京都「デジタルツイン実現プロジェクト」（東京都デジタルツイン3Dビューア(β版)を一部加工）

■南大沢駅周辺の
3Dデジタルマップ

44



45

• 国土交通省が進めるプロジェクトPLATEAU（プラトー）は3D都市モデルのオープンデータ化プロジェクトであり、
ユースケース開発・情報発信によるエコシステム構築を主眼に推進する、リーディングプロジェクトである。

（３） 3Dデジタルマップ（国土交通省）

• インフラ管理、モビリティ、観光など3D
都市モデルが価値を齎す各産業の計
19分野に対して、３年間で75ケース
のユースケースを開発・実証

• 3D都市モデル活用促進のために、実
証成果・効果検証をまとめた技術検
証レポートを公開

• オウンドメディアを立上げ各分野のリー
ダーや教授等著名人との対談や開発
事例をHPにて公開しブランディング
（関係が薄い市民が見ても知的好奇
心をあおるコンテンツを提供）

• より多くの企業の参加を募るために、分
科会を運営（200超の自治体・企業
が会員）

• 2022年度、全国120都市の3D都
市モデルのオープンデータ化を予定

• PLATEAU VIEW Appにより、ブラウ
ザからも容易に3D都市モデルを利用
することが可能

実証企画・マネジメント 市場の惹起 ユーザビリティ・利用価値向上

出典）国土交通省「PLATEAU HP」より作成



（４） 低炭素なまちづくり

• CO2排出量の増加に伴い、異常気象等の気候変動影響が地球規模で増大している。
• 世界が気候危機に直面する今、東京もエネルギー・資源の利用に大きな影響力を持つ責務として、2050年までに、気

温上昇を1.5℃に抑える「世界のCO2排出実質ゼロに貢献する『ゼロエミッション東京』の実現」を目指す。

● ゼロエミッションビル等の拡大
都内温室効果ガス排出量(2000年比）
0.2%減(2019年度速報値）→50%削減(2030年）

● 再生可能エネルギーの基幹エネルギー化
再生可能エネルギーによる電力利用割合
17.3%(2019年度）→50%程度(2030年）

● 水素エネルギーの利用拡大
水素ステーションの整備
22か所(2020年度）→150か所(2030年)

●ゼロエミッションビークル（略称：ZEV）の普及促進
乗用車新車販売ZEV割合
2.3%(2020年度）→50%(2030年度）

〇 2050年実質ゼロに向けては、
今後10年間の行動が極めて重要との
認識の下、東京都は、2030年までに
都内温室効果ガス排出量を50%削減
（2000年比）する「カーボンハーフ」
を目指す。

■気候危機の一層の深刻化

■2030年に向けた社会変革のビジョン「カーボンハーフスタイル」

〇 気候変動などによる災害の数は
2021年８月のWMO（世界気象
機関）の報告によると直近50年
間で５倍

〇 世界各国において、毎年のよう
に熱波や山火事、洪水や台風、
豪雨等、記録的な自然災害が
発生。気候変動の影響は人々の
身近な生活領域にまで及ぶ。

出典）東京都「2030年カーボンハーフに向けた取組の加速」（2022.2）

出典）東京都「ゼロエミッション東京戦略2020Update＆Report」（2021.３）

■2030年カーボンハーフに向けた主要目標
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• 東京都では、令和３年度から令和６年度までの期間で再生可能エネルギーの自家消費を促進するとともに、太陽光発

電設備（PV）、蓄電池、再エネ由来水素設備及びEV等を遠隔で最適制御するVPPの仕組みを活用した「地域における
再エネシェアリング推進事業」を南大沢で実施している。

（５）再エネシェアリング

■「地域における再エネシェアリング推進事業」について

平常時にはPV（太陽光発電設備）で発電した電気を設置施設やEV等に利用し、災害時は自立分散電源や蓄電池として電力
供給を行う事業を実施中

出典）東京都・TNクロス「地域における再エネシェアリング推進事業」より作成

電気自動車（EV：Electric Vehicle）

平常時には、太陽光発電設備で発電した再エネ電気

をEVに充電し、需要の調整力としても活用。災害時

には動く蓄電池として活用しレジリエンスを向上

EV充電器

推進事業では充電だけではなく放電もできるタイプ

の機器も導入することで、平常時にはEVへの充電や

放電のタイミングの最適運転。災害時にはEVに蓄積

されている電気を利用可能にすることでレジリエン

スを向上

太陽光発電設備（PV：Photovoltaic Power
Generation）

再生可能エネルギーである太陽光を活用して発

電する設備。平常時には、太陽光発電設備の発

電量等に合わせて最適運転し、災害時には自立

分散電源として電力供給を行うことでレジリエ

ンスを向上

蓄電池

充放電を繰り返して使用できる電池設備。平常

時には、需給の状況にあわせて充放電すること

で調整力として活用。災害時には、太陽光発電

設備の併用により、充電しながら電力を供給し

レジリエンスを向上

再エネ由来水素設備

太陽光発電設備等で発電した再エネ電気を水素

に変換して保存し、電力が必要な際に純水素燃

料電池で電力に変換して供給する設備。平常時

には、水素による長期保存や需給の状況に合わ

せた調整力として活用。災害時には貯蔵した大

容量の水素による電力供給を行いレジリエンス

を向上

写真提供：東芝エネルギーシステムズ株式会社



（６） 防災と情報

• 災害時、救援物資の配送や被災状況の確認の先端技術の適用による実証を行う。
• 緊急地震速報、津波警報等、携帯電話等に配信される緊急速報メール等で、国から住民まで瞬時に伝達する。

■台風など被害時の輸送や被災状況把握

災害後の通行困難時等にドローンによる救援
物資の輸送等の実証

■Jアラート（全国瞬時警報システム）

出典）東京都「東京都災害対策本部」（2019.10）

出典）消防庁HP

緊急地震速報、津波警報等、対処に時間的余裕のない事態に関する情
報を、携帯電話等に配信される緊急速報メール、市町村防災行政無線等
により、国から住民まで瞬時に伝達
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３ 地域のニーズ

３-１ WEB調査
３-２ ワークショップ
３-３ 事業者インタビュー
３-４ その他
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３-１ WEB調査

実施：2020年12月中旬

回収：1,035サンプル

方式：インターネットモニターWEB調査

備考：居住者 245サンプル
最寄駅を南大沢駅と回答かつ住所
が南大沢駅から概ね２km圏内

来街者 790サンプル
南大沢駅周辺への立寄り経験あり

平山２丁目平山６丁目

程久保５丁目

中沢１丁目

唐木田３丁目

唐木田２丁目

唐木田１丁目

打越町

上柚木

上柚木

上柚木

上柚木

上柚木２丁目

上柚木３丁目

越野

下柚木

下柚木 下柚木

下柚木

下柚木

下柚木

下柚木
下柚木２丁目

下柚木３丁目

中山

長沼町

東中野

別所１丁目

別所２丁目

堀之内

堀之内２丁目

堀之内３丁目

松木

南大沢１丁目

南大沢２丁目

南大沢４丁目

南大沢５丁目

鑓水

鑓水２丁目

絹ケ丘１丁目

絹ケ丘２丁目絹ケ丘２丁目

絹ケ丘３丁目

南陽台１丁目

南陽台２丁目

南陽台３丁目

北野台１丁目

北野台２丁目

北野台４丁目

北野台５丁目

小山ヶ丘４丁目

小山ヶ丘５丁目

小山ヶ丘３丁目

小山ヶ丘２丁目

小山ヶ丘１丁目

南大沢３丁目

小山町

上小山田町

上小山田町

下小山田町

常盤町

小山田桜台１丁目

小山田桜台２丁目

緑区

中央区

町田市

八王子市

多摩市

日野市

【南大沢地区】

（１） 調査の概要
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訪問頻度

滞在時間

ほとんど毎

日

73.1%

週に1～2

回程度

20.8%

月に1～2

回程度

3.7%

年に2～

3回程度

1.6%

年に1回程

度

0.8%

ほとんど毎

日

11.4%
週に1～2

回程度

9.4%

月に1～2

回程度

13.4%

年に2～3

回程度

28.5%

年に1回程

度

37.3%

30分未満

13.9%

30分以上1

時間未満

15.5%

約1時間

35.9%

約2時間

20.0%

約3～4時

間

4.5% 5時間

以上

10.2%

30分未満

6.2%
30分以上1

時間未満

9.5%

約1時間

17.7%

約2時間

33.0%

約3～4時

間

23.7%

5時間

以上

9.9%

（２） 調査結果

• 年代別では、居住者は40歳代から60歳代まで、来街者は20歳代以下から40歳代までが多くなっている。
• 訪問頻度は居住者はほとんど毎日が７割程度、来街者は年に数回程度で６割程度となっている。

○回答者 年齢

20代以下

18.7%

30代

23.5%

40代

20.4%

50代

17.2%

60代

13.5%

70代以上

6.6%
20代以下

6.5%

30代

11.4%

40代

19.6%

50代

33.1%

60代

20.8%

70代以上

8.6%

〇訪問頻度
訪問頻度

滞在時間

ほとんど毎

日

73.1%

週に1～2

回程度

20.8%

月に1～2

回程度

3.7%

年に2～

3回程度

1.6%

年に1回程

度

0.8%

ほとんど毎

日

11.4%
週に1～2

回程度

9.4%

月に1～2

回程度

13.4%

年に2～3

回程度

28.5%

年に1回程

度

37.3%

30分未満

13.9%

30分以上1

時間未満

15.5%

約1時間

35.9%

約2時間

20.0%

約3～4時

間

4.5% 5時間

以上

10.2%

30分未満

6.2%
30分以上1

時間未満

9.5%

約1時間

17.7%

約2時間

33.0%

約3～4時

間

23.7%

5時間

以上

9.9%

居住者 n=245 来街者 n=790

居住者 n=245 来街者 n=790

① 年齢、来訪頻度
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② 購入プロセス(訪問目的)

• 南大沢地区に訪問する目的として、居住者・来街者共に大半が日常の買い物を理由としている。

居住者 n=245 来街者 n=790

南大沢地区への訪問目的

通勤・通学

業務（パート・アルバイト含む）

日常の買い物

通院

その他私用

観光・レクリエーション

その他

35.9

8.2

79.2

21.6

26.1

7.3

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.2

12.8

47.1

5.7

23.5

28.7

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
（複数回答）

通勤・通学

業務（パート・アルバイト含む）

日常の買い物

通院

その他私用

観光・レクリエーション

その他

35.9

8.2

79.2

21.6

26.1

7.3

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.2

12.8

47.1

5.7

23.5

28.7

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学

業務（パート・アルバイト含む）

日常の買い物

通院

その他私用

観光・レクリエーション

その他

35.9

8.2

79.2

21.6

26.1

7.3

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.2

12.8

47.1

5.7

23.5

28.7

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 南大沢地区への訪問目的では、居住者は日常の買い物目的が約８割、次いで通勤・通学やその他私用となっており、
来街者は日常の買物が５割程度、次いで観光・レクリエーションとなっている。

（複数回答）
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③ 移動手段及び移動プロセス

• 居住者は自転車、徒歩、バスの移動と、乗降場所、駐車場の混雑について大変や不便との意見が多い。
• 来街者は電車、徒歩、バスの移動及び駐車場の混雑に関する意見が多い。

徒歩移動が大変

自転車移動が大変

電車が不便

バスが不便

タクシーが不便

車の運転が不安

送迎自動車の乗降場所が不便

駐車場が混雑

駐車場が遠い

まちの案内が不足

その他

特に移動の不便は感じなかった/感じていない

電動車椅子

電動シェアサイクル　※1

電動キックボード　※2

自動運転自動車

自動運転バス

駐車場案内システム（満空情報、予約）

電車やバスの交通運行情報の一元化・情報発信

電車やバスの料金決済の一元化・統合化

交通・商業施設の両方で使えるデジタル割引サービス

※1　電動自転車のレンタサイクリングサービス）

※2　モーターを内蔵し走る自走式の二輪の乗り物

20.4

21.2

4.5

10.2

1.2

0.8

15.9

15.5

4.9

4.1

1.6

47.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.3

10.8

27.6

13.4

5.4

10.1

5.1

19.4

8.0

7.1

1.1

28.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.9

7.3

2.4

8.2

4.5

12.7

14.3

16.7

22.0

20.8

35.9

19.2

27.3

32.7

45.3

43.3

36.3

48.2

31.4

17.1

14.3

27.3

32.2

11.0

20.0

20.4

13.1

24.1

27.8

53.1

25.3

18.8

19.6

11.4

13.9

6.5

18.8

11.8

11.0

11.8

11.8

11.4

11.0

12.7

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

7.8

13.3

9.2

11.5

11.4

22.5

20.6

20.5

23.5

23.3

38.5

23.7

30.6

32.0

39.6

39.6

40.5

43.8

28.9

18.9

13.8

25.2

26.5

18.5

20.1

19.6

15.6

18.4

16.6

38.9

20.4

16.5

9.9

9.6

9.1

7.6

21.6

12.8

14.4

12.3

13.7

9.5

10.0

10.3

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

徒歩移動が大変

自転車移動が大変

電車が不便

バスが不便

タクシーが不便

車の運転が不安

送迎自動車の乗降場所が不便

駐車場が混雑

駐車場が遠い

まちの案内が不足

その他

特に移動の不便は感じなかった/感じていない

電動車椅子

電動シェアサイクル　※1

電動キックボード　※2

自動運転自動車

自動運転バス

駐車場案内システム（満空情報、予約）

電車やバスの交通運行情報の一元化・情報発信

電車やバスの料金決済の一元化・統合化

交通・商業施設の両方で使えるデジタル割引サービス

※1　電動自転車のレンタサイクリングサービス）

※2　モーターを内蔵し走る自走式の二輪の乗り物

20.4

21.2

4.5

10.2

1.2

0.8

15.9

15.5

4.9

4.1

1.6

47.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.3

10.8

27.6

13.4

5.4

10.1

5.1

19.4

8.0

7.1

1.1

28.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.9

7.3

2.4

8.2

4.5

12.7

14.3

16.7

22.0

20.8

35.9

19.2

27.3

32.7

45.3

43.3

36.3

48.2

31.4

17.1

14.3

27.3

32.2

11.0

20.0

20.4

13.1

24.1

27.8

53.1

25.3

18.8

19.6

11.4

13.9

6.5

18.8

11.8

11.0

11.8

11.8

11.4

11.0

12.7

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

7.8

13.3

9.2

11.5

11.4

22.5

20.6

20.5

23.5

23.3

38.5

23.7

30.6

32.0

39.6

39.6

40.5

43.8

28.9

18.9

13.8

25.2

26.5

18.5

20.1

19.6

15.6

18.4

16.6

38.9

20.4

16.5

9.9

9.6

9.1

7.6

21.6

12.8

14.4

12.3

13.7

9.5

10.0

10.3

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

徒歩移動が大変

自転車移動が大変

電車が不便

バスが不便

タクシーが不便

車の運転が不安

送迎自動車の乗降場所が不便

駐車場が混雑

駐車場が遠い

まちの案内が不足

その他

特に移動の不便は感じなかった/感じていない

電動車椅子

電動シェアサイクル　※1

電動キックボード　※2

自動運転自動車

自動運転バス

駐車場案内システム（満空情報、予約）

電車やバスの交通運行情報の一元化・情報発信

電車やバスの料金決済の一元化・統合化

交通・商業施設の両方で使えるデジタル割引サービス

※1　電動自転車のレンタサイクリングサービス）

※2　モーターを内蔵し走る自走式の二輪の乗り物

20.4

21.2

4.5

10.2

1.2

0.8

15.9

15.5

4.9

4.1

1.6

47.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.3

10.8

27.6

13.4

5.4

10.1

5.1

19.4

8.0

7.1

1.1

28.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.9

7.3

2.4

8.2

4.5

12.7

14.3

16.7

22.0

20.8

35.9

19.2

27.3

32.7

45.3

43.3

36.3

48.2

31.4

17.1

14.3

27.3

32.2

11.0

20.0

20.4

13.1

24.1

27.8

53.1

25.3

18.8

19.6

11.4

13.9

6.5

18.8

11.8

11.0

11.8

11.8

11.4

11.0

12.7

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

7.8

13.3

9.2

11.5

11.4

22.5

20.6

20.5

23.5

23.3

38.5

23.7

30.6

32.0

39.6

39.6

40.5

43.8

28.9

18.9

13.8

25.2

26.5

18.5

20.1

19.6

15.6

18.4

16.6

38.9

20.4

16.5

9.9

9.6

9.1

7.6

21.6

12.8

14.4

12.3

13.7

9.5

10.0

10.3

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

徒歩移動が大変

自転車移動が大変

電車が不便

バスが不便

タクシーが不便

車の運転が不安

送迎自動車の乗降場所が不便

駐車場が混雑

駐車場が遠い

まちの案内が不足

その他

特に移動の不便は感じなかった/感じていない

電動車椅子

電動シェアサイクル　※1

電動キックボード　※2

自動運転自動車

自動運転バス

駐車場案内システム（満空情報、予約）

電車やバスの交通運行情報の一元化・情報発信

電車やバスの料金決済の一元化・統合化

交通・商業施設の両方で使えるデジタル割引サービス

※1　電動自転車のレンタサイクリングサービス）

※2　モーターを内蔵し走る自走式の二輪の乗り物

20.4

21.2

4.5

10.2

1.2

0.8

15.9

15.5

4.9

4.1

1.6

47.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.3

10.8

27.6

13.4

5.4

10.1

5.1

19.4

8.0

7.1

1.1

28.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.9

7.3

2.4

8.2

4.5

12.7

14.3

16.7

22.0

20.8

35.9

19.2

27.3

32.7

45.3

43.3

36.3

48.2

31.4

17.1

14.3

27.3

32.2

11.0

20.0

20.4

13.1

24.1

27.8

53.1

25.3

18.8

19.6

11.4

13.9

6.5

18.8

11.8

11.0

11.8

11.8

11.4

11.0

12.7

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

7.8

13.3

9.2

11.5

11.4

22.5

20.6

20.5

23.5

23.3

38.5

23.7

30.6

32.0

39.6

39.6

40.5

43.8

28.9

18.9

13.8

25.2

26.5

18.5

20.1

19.6

15.6

18.4

16.6

38.9

20.4

16.5

9.9

9.6

9.1

7.6

21.6

12.8

14.4

12.3

13.7

9.5

10.0

10.3

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

移動における課題（複数回答）

居住者 n=245 来街者 n=790
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<参考> 高齢者の移動負担感

• 市内在住の65歳以上を対象としたアンケートでは、移動に困難を感じている層は11.3％で、年代が高いほど割合が高
まり、歩くこと自体や、階段や坂道の上り下りを困難と感じている。

出典）八王子市「健康と暮らしの調査2019」（2019）

★「あなたは日常的な移動（買い物や通院等）に困難を感じて

いますか。」

・「困難を感じている」

… 11.3％（総数）

年齢別にみると、「困難を感じている」は年齢が高いほど、

「困難を感じていない」は年齢が低いほど高くなっている。

★「どのような理由で困難を感じていますか。」

・ 歩くことが困難である

… 47.3％

・ 街路の階段や坂道の上り下りが困難

… 39.4％
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④ 買い物時の課題

• 居住者・来街者共に、買い物利用者の荷物を持ってのエリア内移動に負担感がある。
• 特に来街者から、南大沢のまちや店舗に関する情報提供へのニーズがある。

居住者 n=245 来街者 n=790

買い物にあたって感じる不便

歩いていける範囲に日常的な買い物の場所がない

買った物を運ぶのが大変

お店が閉まるのが早い、営業時間が短い

品揃えや価格が不満

お店の情報がよくわからない

宅配の受取が不便

その他

特に買い物で不便は感じなかった/感じていない

南大沢地区で買い物をしたことはない

商業施設の混雑情報提供

インターネット上でのまちや店舗の情報提供

現地での電子看板（デジタルサイネージ）によるまちや
店舗の情報提供

遠隔ショッピング

荷物運搬・宅配ロボット

宅配ボックス・宅配ロッカー

無人店舗、無人移動販売車

キャッシュレス決済（スマホ、QRコード、顔認証等）

15.9

30.2

11.0

18.4

6.5

6.5

4.5

44.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.0

13.1

10.2

9.0

12.7

17.1

6.9

38.4

52.2

59.6

44.5

34.7

34.7

41.6

37.1

38.4

14.7

11.8

18.0

25.3

22.0

15.5

15.1

10.6

15.9

8.2

18.0

18.8

19.6

17.1

29.0

5.3

6.1

7.3

9.4

12.2

11.0

8.6

11.8

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

19.0

18.1

19.6

12.3

10.4

13.7

9.5

37.8

48.6

50.0

44.8

29.6

33.4

36.3

28.5

36.6

18.5

19.7

18.0

27.1

27.7

23.3

24.3

13.5

7.8

6.2

9.5

18.7

17.8

14.6

22.9

5.6

6.1

5.9

8.1

12.3

10.6

12.2

14.8

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

17.8

33.5

13.3

14.3

21.8

3.2

1.3

27.6

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩いていける範囲に日常的な買い物の場所がない

買った物を運ぶのが大変

お店が閉まるのが早い、営業時間が短い

品揃えや価格が不満

お店の情報がよくわからない

宅配の受取が不便

その他

特に買い物で不便は感じなかった/感じていない

南大沢地区で買い物をしたことはない

商業施設の混雑情報提供

インターネット上でのまちや店舗の情報提供

現地での電子看板（デジタルサイネージ）によるまちや
店舗の情報提供

遠隔ショッピング

荷物運搬・宅配ロボット

宅配ボックス・宅配ロッカー

無人店舗、無人移動販売車

キャッシュレス決済（スマホ、QRコード、顔認証等）

15.9

30.2

11.0

18.4

6.5

6.5

4.5

44.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.0

13.1

10.2

9.0

12.7

17.1

6.9

38.4

52.2

59.6

44.5

34.7

34.7

41.6

37.1

38.4

14.7

11.8

18.0

25.3

22.0

15.5

15.1

10.6

15.9

8.2

18.0

18.8

19.6

17.1

29.0

5.3

6.1

7.3

9.4

12.2

11.0

8.6

11.8

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

19.0

18.1

19.6

12.3

10.4

13.7

9.5

37.8

48.6

50.0

44.8

29.6

33.4

36.3

28.5

36.6

18.5

19.7

18.0

27.1

27.7

23.3

24.3

13.5

7.8

6.2

9.5

18.7

17.8

14.6

22.9

5.6

6.1

5.9

8.1

12.3

10.6

12.2

14.8

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

17.8

33.5

13.3

14.3

21.8

3.2

1.3

27.6

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩いていける範囲に日常的な買い物の場所がない

買った物を運ぶのが大変

お店が閉まるのが早い、営業時間が短い

品揃えや価格が不満

お店の情報がよくわからない

宅配の受取が不便

その他

特に買い物で不便は感じなかった/感じていない

南大沢地区で買い物をしたことはない

商業施設の混雑情報提供

インターネット上でのまちや店舗の情報提供

現地での電子看板（デジタルサイネージ）によるまちや
店舗の情報提供

遠隔ショッピング

荷物運搬・宅配ロボット

宅配ボックス・宅配ロッカー

無人店舗、無人移動販売車

キャッシュレス決済（スマホ、QRコード、顔認証等）

15.9

30.2

11.0

18.4

6.5

6.5

4.5

44.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.0

13.1

10.2

9.0

12.7

17.1

6.9

38.4

52.2

59.6

44.5

34.7

34.7

41.6

37.1

38.4

14.7

11.8

18.0

25.3

22.0

15.5

15.1

10.6

15.9

8.2

18.0

18.8

19.6

17.1

29.0

5.3

6.1

7.3

9.4

12.2

11.0

8.6

11.8

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

19.0

18.1

19.6

12.3

10.4

13.7

9.5

37.8

48.6

50.0

44.8

29.6

33.4

36.3

28.5

36.6

18.5

19.7

18.0

27.1

27.7

23.3

24.3

13.5

7.8

6.2

9.5

18.7

17.8

14.6

22.9

5.6

6.1

5.9

8.1

12.3

10.6

12.2

14.8

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

17.8

33.5

13.3

14.3

21.8

3.2

1.3

27.6

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 買い物にあたって感じる不便として、居住者の30.2%、来街者の33.5%が買ったものを運ぶのが大変と回答
 居住者の6.5%、来街者の21.8%が南大沢エリアのお店の情報がよくわからないと感じている

（複数回答）
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⑤ 期待する交通サービス

• アンケート調査では、居住者・来街者の両方において自動運転やラストワンマイル解消の為のモビリティサービスへ
の関心の高さが見受けられた。

徒歩移動が大変

自転車移動が大変

電車が不便

バスが不便

タクシーが不便

車の運転が不安

送迎自動車の乗降場所が不便

駐車場が混雑

駐車場が遠い

まちの案内が不足

その他

特に移動の不便は感じなかった/感じていない

電動車椅子

電動シェアサイクル　※1

電動キックボード　※2

自動運転自動車

自動運転バス

駐車場案内システム（満空情報、予約）

電車やバスの交通運行情報の一元化・情報発信

電車やバスの料金決済の一元化・統合化

交通・商業施設の両方で使えるデジタル割引サービス

※1　電動自転車のレンタサイクリングサービス）

※2　モーターを内蔵し走る自走式の二輪の乗り物

20.4

21.2

4.5

10.2

1.2

0.8

15.9

15.5

4.9

4.1

1.6

47.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.3

10.8

27.6

13.4

5.4

10.1

5.1

19.4

8.0

7.1

1.1

28.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.9

7.3

2.4

8.2

4.5

12.7

14.3

16.7

22.0

20.8

35.9

19.2

27.3

32.7

45.3

43.3

36.3

48.2

31.4

17.1

14.3

27.3

32.2

11.0

20.0

20.4

13.1

24.1

27.8

53.1

25.3

18.8

19.6

11.4

13.9

6.5

18.8

11.8

11.0

11.8

11.8

11.4

11.0

12.7

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

7.8

13.3

9.2

11.5

11.4

22.5

20.6

20.5

23.5

23.3

38.5

23.7

30.6

32.0

39.6

39.6

40.5

43.8

28.9

18.9

13.8

25.2

26.5

18.5

20.1

19.6

15.6

18.4

16.6

38.9

20.4

16.5

9.9

9.6

9.1

7.6

21.6

12.8

14.4

12.3

13.7

9.5

10.0

10.3

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

居住者 n=245 来街者 n=790

あったらよいと思う交通サービスや乗り物（複数回答）
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居住者と来街者の60%前後が電動車椅子/シェアサイクル、自動運転自動車/バスを必要またはあれば便利であると回答



⑥ 期待する買い物サービス

• 買い物に関してあったらよいと思う先端技術やサービスとして、居住者・来街者の両方がキャッシュレス
決済を最もニーズの高いサービスと回答している。

居住者 n=245 来街者 n=790

買い物に関してあったらよいと思う先端技術やサービス

歩いていける範囲に日常的な買い物の場所がない

買った物を運ぶのが大変

お店が閉まるのが早い、営業時間が短い

品揃えや価格が不満

お店の情報がよくわからない

宅配の受取が不便

その他

特に買い物で不便は感じなかった/感じていない

南大沢地区で買い物をしたことはない

商業施設の混雑情報提供

インターネット上でのまちや店舗の情報提供

現地での電子看板（デジタルサイネージ）によるまちや
店舗の情報提供

遠隔ショッピング

荷物運搬・宅配ロボット

宅配ボックス・宅配ロッカー

無人店舗、無人移動販売車

キャッシュレス決済（スマホ、QRコード、顔認証等）

15.9

30.2

11.0

18.4

6.5

6.5

4.5

44.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.0

13.1

10.2

9.0

12.7

17.1

6.9

38.4

52.2

59.6

44.5

34.7

34.7

41.6

37.1

38.4

14.7

11.8

18.0

25.3

22.0

15.5

15.1

10.6

15.9

8.2

18.0

18.8

19.6

17.1

29.0

5.3

6.1

7.3

9.4

12.2

11.0

8.6

11.8

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

19.0

18.1

19.6

12.3

10.4

13.7

9.5

37.8

48.6

50.0

44.8

29.6

33.4

36.3

28.5

36.6

18.5

19.7

18.0

27.1

27.7

23.3

24.3

13.5

7.8

6.2

9.5

18.7

17.8

14.6

22.9

5.6

6.1

5.9

8.1

12.3

10.6

12.2

14.8

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要である あれば便利 将来的にあれば便利

必要ない 分からない

17.8

33.5

13.3

14.3

21.8

3.2

1.3

27.6

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩いていける範囲に日常的な買い物の場所がない

買った物を運ぶのが大変

お店が閉まるのが早い、営業時間が短い

品揃えや価格が不満

お店の情報がよくわからない

宅配の受取が不便

その他

特に買い物で不便は感じなかった/感じていない

南大沢地区で買い物をしたことはない

商業施設の混雑情報提供

インターネット上でのまちや店舗の情報提供

現地での電子看板（デジタルサイネージ）によるまちや
店舗の情報提供

遠隔ショッピング

荷物運搬・宅配ロボット

宅配ボックス・宅配ロッカー

無人店舗、無人移動販売車

キャッシュレス決済（スマホ、QRコード、顔認証等）
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歩いていける範囲に日常的な買い物の場所がない

買った物を運ぶのが大変

お店が閉まるのが早い、営業時間が短い

品揃えや価格が不満

お店の情報がよくわからない

宅配の受取が不便

その他

特に買い物で不便は感じなかった/感じていない

南大沢地区で買い物をしたことはない

商業施設の混雑情報提供

インターネット上でのまちや店舗の情報提供

現地での電子看板（デジタルサイネージ）によるまちや
店舗の情報提供

遠隔ショッピング

荷物運搬・宅配ロボット

宅配ボックス・宅配ロッカー

無人店舗、無人移動販売車

キャッシュレス決済（スマホ、QRコード、顔認証等）
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お店が閉まるのが早い、営業時間が短い

品揃えや価格が不満

お店の情報がよくわからない

宅配の受取が不便

その他

特に買い物で不便は感じなかった/感じていない

南大沢地区で買い物をしたことはない

商業施設の混雑情報提供

インターネット上でのまちや店舗の情報提供

現地での電子看板（デジタルサイネージ）によるまちや
店舗の情報提供

遠隔ショッピング

荷物運搬・宅配ロボット

宅配ボックス・宅配ロッカー

無人店舗、無人移動販売車
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 ニーズあり（必要である/あれば便利/
将来的にあれば便利）回答上位3位

•キャッシュレス決済（87.4%）
•まちや店舗のWEB情報提供
（84.5%）

•商業施設の混雑情報提供（78%）

 ニーズあり（必要である/あれば便利/
将来的にあれば便利）回答上位3位

•キャッシュレス決済（87.9%）
•まちや店舗のWEB情報提供
（87.9%）

•商業施設の混雑情報提供（86.1%）
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３-２ ワークショップ

対象者 実施目的・議論内容実施形式参加人数（人）日程

第３回

第１回

第２回

学生
勤務者
シニア

学生
勤務者

シニア

学生
勤務者
シニア

施策を踏まえた長期的な姿や
それに向けて取り組むべき事
項を明確化

 南大沢スマートシティとし
ての将来求める体験

 スマートシティの施策案

オンライン

オンライン

対面

オフライン

17

12

17

12

2021年
８月28日（土）

2021年
11月６日（日）

2022年
２月１日（火）

南大沢の課題やニーズを明確
化・深掘り

 活用シーンの確認
 課題・ニーズに関する議論

課題解決に資する施策の社会
実装に向けた論点を明確化

 実証実験

(１) 概要
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• 今後の社会実装を見据え、南大沢と接点を持つ人を対象に、ワークショップを実施した。

2022年
３月４日（金）



（２） 結果

シニア

＜課題＞
 巡回交通が不足している。
 乗り換えが不便なところがある。
＜ニーズ＞
 南大沢は遊歩道が各団地を繋ぐので、遊歩道を走る小型モビリティがあると便利
だろう（例：セグウェイ用道路、小型トレイン）。

 分かりやすい道案内のツールがあると良い。
 小型で小回りの利く、途中下車可能な巡回バスが高頻度で走ると良い。
 高齢者の移動補助として、歩道が整備されている地域での電動車いす活用が望ま
しい。

 駐車場が少なく、駐車場から施設ま
でに距離がある。

 横移動のバス路線が少ない。
 坂道が多く、歩き辛い。

現況 課題・ニーズ

 車道や駐車場が整備されており、住
民であれば簡単な買い物でも車で移
動することが多い。

 バス利用者は高齢者がほとんどであ
る。

 イベントがあっても移動手段がなけ
れば人は集まり辛いと思うので、移
動手段の拡充はまちの活性化に繋が
ると思う。

＜課題＞
 バス停まで高低差があり、特に高齢者にとって、バス停に行くまでも大変であ
る。

 バス案内情報が不十分で、乗るべきバスが分からない。
 既存交通網は駅基点に広がるため、駅を介さない横移動がしづらい。
＜ニーズ＞
 高齢者にとってシェアサイクルは安全性のリスクがあり、車いすでは仰々しく、
使い辛いため中間があれば良い。

 バス検索が難しいため、ひとまとめで検索できると良い。
 高低差がある他訪問先では、電動シェアサイクルを頻繁に使っており、南大沢に
あれば是非使いたい（電動であることは必須）。

勤務者

学生

＜課題＞
 バスが小回りに運用されておらず、行きたいところに行き辛い。
 地元住民以外バスを利用していないと想定する。
 カーシェアのステーションが近くになく、車を借りにくい。
＜ニーズ＞
 シェアサイクルや電動キックボードシェアリング、バスが大学内の移動で使える
と良い。

 高低差があり移動が辛いため、歩道環境の整備や電動シェアサイクルの導入が求
められる。

 バスの初乗り料金が安くなり、巡回バスがあると良い。

 駅前で買い物や食事などの活動が完
結できる。

 バス検索をあまりしたことがなく、
住民以外はあまりバスを使わないの
ではないか。

① 交通(モビリティ)関連
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② まちの賑わい関連

 歩道と車道が完全に分かれる形で整備されて
おり、歩き易く、運転し易い。

 野猿街道沿いなど賑わうポテンシャルはあ
る。

 土日のアウトレットは混んでいるので、平日
の仕事帰りに寄ることが多い。

＜課題＞
 アウトレット以外に南大沢の認知度が低い。
 駅周辺の情報が少なく、どこが魅力的な場所が分からない。
 駅前以外で食事をする場所がない。
 駅前以外に行くには、坂があり、気軽に行き辛い。
＜ニーズ＞
 回遊ルートが紹介され、そこにおすすめスポットや休憩場所があ
るとよい。

勤務者

学生

＜課題＞
 高低差により自転車使用を諦めている人が多い。
 駅前に機能が集約してあるため、駅前以外を利用しない。
 公園まで1１km以上の距離があり徒歩での移動は辛い。
 学内の交流が限定的である。
＜ニーズ＞
 公園に行きやすい小さなモビリティがあれば地域を回遊でき良
い。

 南大沢は自然が多いことが魅力であり、案内・地図があれば行き
たいと思う（長池公園、富士見台公園等）。

 南大沢に宿泊施設があると、家族連れがレクリエーションをしや
すいのではないか。

 駅前の喫茶店によく行く。
 授業の空き時間にアウトレットを良く訪れ
る。

 公園の桜や星空など、シーズン別の楽しみが
ある。

シニア

＜課題＞
 人が滞留できる店が少ない。
 駅前イベントと地元のイベントが連携できていない。
 駐車場の利用が不便である 。
（駅前駐車場が混雑する、駐車場から目的地まで距離がある）

 Wi-Fi環境のある落ち着いた雰囲気の場所がなく、打ち合わせが
出来ない。

＜ニーズ＞
 Wi-Fi環境や落ち着いた雰囲気が整備されたカフェがあると良
い。

 駅前で買い物や食事をする。
 公園や学校でボランティアに従事している。

現況 課題・ニーズ
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③ 実証実験

実証実験施策の良かった点 実証実験施策の課題 実証実験施策の改善案
スマートシティの施策案について
特にあるとうれしい施策・理由

 スタンプラリー

 近隣住民、遠方からの来街者

双方の参加を実感した。

 参加者が南大沢の各エリアを

周遊している実感があった。

 南大沢の複数スポットを訪れ

ることができた。

 スポットに初めて来訪する人

や施策参加とあわせて施設が

発信する情報を求める人がい

た。

ま
ち
の
賑
わ
い

モ
ビ
リ
テ
ィ

 スタンプラリー

 QRコードの読み取りの仕組・設

置場所が分かりづらい。

 スタンプラリースポットが南大

沢に点在しており、設置場所間

の繋がりが希薄である。

 高齢の方は、スマホの操作に慣

れておらず、参加にはハードル

がある。

 1スポットにつき1回しかスタン

プを獲得できず、リピーターが

生まれない。

 PR

 南大沢全体や公共交通、施設内

でのPRが不足していた。

 シェアサイクル

 住民は自動車や自転車を既に保

有、利用タイミングがない。

 スタンプラリー

 周遊だけでなく、施設での体

験や健康行動と組み合わせて

スタンプを獲得可能な仕組

み。

 自動車の利用者向けに、環境

に配慮した移動手段の利用に

応じてスタンプを獲得な可能

な仕組み。

 1つのスポットで複数回の利

用を促す仕組み。

 写真映えするスポットや温浴

施設、公共施設（図書館や市

民センター）、大型商業施設

（Costco、ぐりーんうぉー

く）、神社等へのスタンプ設

置箇所の拡大。

 シェアサイクル

 これまで訪れたことのない場

所へ訪れるきっかけとなっ

た。

 バス移動では時間・移動範囲

の制約がある一方、シェアサ

イクルは制約がなく、効率的

な移動が可能であ

る。

 返却場所が自由に選択できる

ため行制限が少ない。

 シェアサイクルは、購入する

場合と比べて,費用が安く、 メ

ンテナンスも不要である。

 移動先によっては、バス料金

より費用が安い。

 シェアサイクル

 シェアサイクルの台数・ポート

の設置数が少ない。

 30分前までしか予約できず、自

転車に空きがない場合は予定変

更を余儀なくされる等の予約・

返却時に制約が生じる。

 利用時に自転車の充電がない。

 初回利用時は会員登録が必要で

あり、利用にハードルがある。

 PR

 ポスターから、サービスのイ

メージやポートの設置場所が伝

わりづらい。

 シェアサイクル

 初回利用時は現金支払いを可

能とする等の利用のハードル

を下げる仕組み。

 月額利用料金やサブスクリプ

ション等の仕組み。

 子供連れ用や長距離移動用の

自転車。

 利用時のモチベーション、利

用する事でのメリット（駐輪

場が近い等）を提供できる場

所へのポート設置。

（意見なし）

 電動キックボード・セグウェイ

 移動に限らずアクティビティ

して提供可能である。

 自動運転バス

 バスの本数が少ないため。

 デマンドバス、ライドシェア

 ニュータウン地域では小回り

の利く交通手段は成立しやす

い。

 追従自動運搬車

 歩行者移動や荷物配送を補完

する手段としてあるとよい。

 自動車いす

 高齢化の中で、歩行者専用道

の整備も充実している。
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④ まちの将来像

コンセプトに関連する活動の楽しさ・課題や
向上・改善するために望ましい体験

 自然×都市

日常的に歩くことを心掛けている。

• 歩くことの動機付けや情報交換があると良い。

公園の利用を都立大学と連携して促進している。

• 継続的なイベントの実施に向けて規制を緩和し、

“稼ぐ公園”を目指すことが望ましい。

 既存ストック×新サービス

高齢者団体や町会長と交流している。

• 駅周辺に住民が交流できる場所があると良い。

賃貸住宅の管理・計画を通じて住民のコミュニティ形成

に取組んでいる。

• デジタルを活用した情報発信が望ましい。

• 駅前と住宅地が連携したイベント開催が望ましい。

ペデストリアンデッキでイベントを開催している。

• イベント開催によって一時的な収益は得られるもの

の、継続性の観点からは課題がある。

 産×学×公×民

地域包括センターと連携して取組を推進している。

• コロナ渦では、デジタルを活用した交流が望ましい。

• 丘陵地の移動を容易にする交通手段があると良い。

• 学生が卒業後に南大沢から転出する。

施設と連携し、ボランティアを紹介している。

• デジタル機器の操作に不慣れな高齢者でも容易に操作

可能な先端技術が望ましい。

町会で若い人との交流、HPや公式LINEでの情報発信に取

組んでいる。

• 学生が町会に入り、自由に取組める環境が望ましい。

スマートシティの
将来像への意見

 まちの資源を活

用し、老若男女

官民協働でス

マートシティを

目指すことが望

ましい。

 住民や学生・留

学生、住民組織

等の世代を超え

た交流が望まし

い。

 新しいニュータ

ウンを明確化・

簡潔に表現する

と良い。

 課題に対して先

端技術をどう活

用するのかを踏

まえて将来像を

定めると良い。

 スマートシティ

に不慣れな住民

にとっては、今

の文言は分かり

づらい。

 先端技術の活用

には人が介在す

る必要があり、

誰一人取り残さ

ない先端技術の

活用が望まし

い。

スマートシティの施策案について
特にあるとうれしい施策とその理由

 まちの賑わい

デジタルサイネージ（既存掲示板は更新が大変である）

多様な決済手段（複数決済手段が使えると便利である）

XR活用（実際にその場にいる実感が得られると良い）

空き屋活用（学生に地域を活用してもらうきっかけとす

る）

地域コミュニティサイト・スペース（南大沢の情報を集

約したサイトが不足している。）

デジタルマップ（地域情報や高齢者・障がい者の外出を

促すような情報発信が望ましい。）

駐車場案内サービス（住民・来街者向にデジタルで情報

発信できると良い。）

宅配ロッカー/ボックス（自治体の集会所等に設置する

ことで利用を促進できると考える。）

無人宅配ロボット（日々の買い物支援があると良い。）

地域ポイント・デジタルスタンプラリー（簡易で継続性

が高い取組ができるとよい。）

 モビリティ

超小型モビリティ/グリーンスローモビリティ（高齢者

や子育て世代が多く、バス本数が少ないため小型モビリ

ティがあると良い。）

電動キックボードシェアリング（丘陵地かつ学生が多い

ため、ニーズがあると考える。）

EVカーシェアリング（乗り捨てが可能であると便利であ

る。）

MaaS（公園情報をMaaSアプリを通じて発信できると良

い。）

 その他

高齢者向けのアナログな情報発信等、先端技術を活用す

る際は誰一人取り残さないようなフォローが必要であ

る。

62



３-３ 事業者インタビュー

時期

情報 2021/12

自然環境・
エネルギー

医療・福祉

教育

防災

そ
の
他

2021/9

2021/9

2021/9

2021/9

2021/9

インタビュー内容

モビリティ

2021/9

2021/9

まちの賑わい 2021/10

 現状の取組・ニーズ・課題

 課題への対応

 今後の展望

 先端技術の活用

 まちづくりへの期待、協議会
への要望・協力

実施形式

オンライン

オンライン

オンライン/対面

オンライン

オンライン

オンライン

オンライン

オンライン

対面

情報サービス事業者

エネルギー事業者

医療法人

近隣教育機関

市防災担当

NPO法人

バス事業者

物流事業者

商工団体

対象
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（１） 概要

• テーマごとに今後の社会実装を見据え、南大沢において事業を展開するプレーヤーに対して、インタビュー
を実施した。



（２） 結果

既
存
サ
ー
ビ
ス

維
持
・
向
上

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

低
炭
素
化

情
報
発
信

モ
ビ
リ
テ
ィ

• 従業員不足によりお客様の要望に
対応しきれていない。

• 自動運転車の導入は検討している
ものの技術的課題が多い。

• 日中時間帯の自家用車利用者向け
サービスを展開し利用者を拡大し
たい。

• 自動運転車の導入
• MaaSを活用したオフ
ピーク利用者の拡大
（百貨店利用者へのバ
スチケット発行等）*

• デマンド交通の提供において需要
と供給がアンバランスであり、利
用者拡大に向けた広報が必要であ
る。

• 地域の構造として坂や階段が多く
バスによるきめ細やかなサービス
提供が困難である。

• MaaS活用によるラス
トワンマイルの情報提
供*

• 段差や階段の上下移動
をサポートする仕組構
築

• 今後の脱炭素化社会の実現に向け
て行政と取り組む必要性を感じて
いる。

• 初期コストが高く事業者単独での
導入は難しい。

• 走行距離や充電ポート等の整備に
課題がある。

• ー

• MaaSを活用したシームレスな輸
送サービスを提供したい。

• 交通事業者と連携しターミナル乗
り換えの快適性向上等を実現した
い。

• MaaSを活用したシー
ムレスな輸送サービス
提供*

• デジタルサイネージ活
用による乗り換え情報
配信

課題・ニーズ 先進技術による解決の方向性

※上記は、インタビュー当時の内容であり、2022年1月より他エリアにおいて、ショッピングモールや飲食店と連携した外出需要の創出やオフピーク
利用等を目的としたMaaSによるサービス提供を開始し、課題の解決に取り組んでいる。

モ
ビ
リ
テ
ィ

物
流
効
率

向
上

物
流
サ
ー
ビ
ス

高
度
化

担
い
手
不
足
解
消

ま
ち
の
賑
わ
い
（
物
流
）

生
活
支
援

• 高齢者は移動販売車までの移動が困難であ
りラストワンマイルの整備が必要である。

• 坂や階段が多く、横移動も整備されておら
ず高齢者の外出機会を低減する環境であ
る。

• 階段のエスカレーター化等、歩道環境の整
備が求められている。

• 自動運転車を活用した買い
物サービスの提供

• 小型モビリティ導入による
ラストワンマイルの提供

• 階段や段差での歩行を支援
するツールの導入

• 民間企業同士で事業を拡大していくことは
難しく行政の介入が求められる（一括配送
業務の担い手の選定等）。

• 共同配送におけるクール配送、代引配送の
取扱いは不可である。

• ー

• 団地において安全性の観点からベランダへ
のドローンによる荷物投函は難しい。

• 団地屋上もしくは公園等の公共施設を有効
活用したドローン配送拠点が整備できると
よい。

• 都市OSを活用し、宅配スーパーや宅配ク
リーニングと連携した共同配送を実現した
い。

• 南大沢を医療特区に指定いただき、処方薬
の配送を実現したい。

• 公共施設を配送拠点とする
ドローン配送

• 都市OS活用による全宅配
荷物の一括配送を可能とす
る仕組構築

• 遠隔診療から処方薬配送ま
でワンストップ化する仕組
構築

• 客貨混載車は課題があり実装に至らなかっ
たが、地域のバス会社と調整がつけば実現
したい。

• 藤沢市で自動運転車による荷物配送サービ
スを実施しているが、現状は乗務員が乗車
している。

• 客化混載車による荷物配送
• 自動運転車を活用した荷物
配送

• 南大沢も多摩ニュータウン同様の課題を抱
えているため同様のサービスを展開できる
とよい。

• 八王子市・多摩市がIoT電球を活用した見
守りサービスの導入を検討している。

• ー

課題・ニーズ 先進技術による解決の方向性

バス事業者 物流事業者
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① モビリティ・物流

• 事業者へのインタビュー内容を基に、課題・ニーズ、先進技術による解決の方向性を整理した。



② 賑わい・情報

課題・ニーズ 先進技術による解決の方向性

商
工
会
議
所

モ
ビ
リ

テ
ィ

ま
ち
の
賑
わ
い

商
業
・
事
業
者

働
き
方

医
療

地
域
（
観
光
等
）

そ
の
他

防
犯

• 商工会議所の取組につい
て、南大沢の企業にもPR
し、会員を増やしたい.。

• 様々な媒体を通じた南大沢
の地元企業への情報発信
（デジタルサイネージ、
SNS等）

• 八王子駅と南大沢駅間の
交通アクセスを改善し、
地域間の行き来を活発に
したい。

• 都市モノレールの整備（自
動運転を含む）

• 都立大学生や住民向けの
店舗展開の余地がある。

• 空き店舗を有効活用でき
ていない。

• 買い物代行サービス実施
時は地元企業を活用して
ほしい。

• XR・アバター活用による遠
隔ショッピング

• デジタルサイネージを活用
した街の魅力発信

• 空き店舗を活用したサービ
ス提供（無人カフェ、コ
ミュニティスペース等）

• 働く環境を求める声があ
る。

• サテライトオフィス

• 総合病院を誘致してほし
いとの声がある。

• ー

• 市全体への行き来を促進
する取組として聖地巡礼
等を実施したい。

• 高齢者も活用可能なデジ
タル施策が求められる。

• デジタルスタンプラリーを
活用した地域情報発信

• AIによる閲覧者別に最適情
報を発信するデジタルサイ
ネージの整備

• 夜でも安心・安全に移動
可能なサービスがあると
よい。

• WEBカメラを活用した見守
りサービス

情
報

新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

南
大
沢
町
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

• 地域活性化に向けて地
域住民と観光客を繋ぐ
こと、また、運用上の
キーマンを探すことが
課題である。

• サービス普及に向けて
は、地域住民に対して
メリットを示すことが
必要と考えており、地
域住民を巻き込み、機
運を醸成することが課
題である。

• デジタルサイネージと連動
した情報の多言語配信や災
害時の情報提供

• デジタルに関する知識
を有する人材が不足し
ている。

• 地域住民とのコミュニ
ケーション基盤を活用
し、地元出身の若者に
活動場所を提供するこ
とで、南大沢の活性化
を目指している。

• 地域住民情報基盤アプリに
よる単一プラットフォーム
内での住民向けの情報や店
舗情報の配信

課題・ニーズ 先進技術による解決の方向性

商工団体 情報サービス事業者
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③ 自然・エネルギー

ま
ち
の
賑
わ
い

モ
ビ
リ
テ
ィ

自
然

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

公
園
の

高
度
利
用

• 来園者によるマナー違反が
生じている。

• 遠方からの来園者を増加し
たい。

• AR・VRを活用した公園の
説明や四季の景色の配信を
行いたい。

• 南大沢の魅力である生き物
や街の歴史の変遷を多くの
人に伝えたい。

• デジタルを活用したイベン
トであっても人との直接対
話は大切にしたい。

• デジタルサイネージ・デジタ
ルマップを活用した来街者の
呼び込み

• AR・VRを活用した公園の四
季体験イベント開催

• AR・VRを活用した南大沢の
自然・生き物・まちの歴史の
変遷学習イベント開催

• AR・VRを活用したコミュニ
ケ―ション空間の提供

• 交通アクセスが悪く、駐車
場の設置もない公園では、
駅から公園までの徒歩移動
により疲労する方がいる。

• 公園間の回遊性向上に向け
電動シェアサイクルを導入
したい。

• 電動シェアサイクルの設置

• 伐採した木材の活用先を拡
大したい。

• 木材活用方法のアイデアや活
用先を募集する地域コミュニ
ティサイトの提供（地産地消
の促進）

• 長池公園自然館をシェアオ
フィスとして活用したい。

• 通信環境を整備したシェアオ
フィス設置

課題・ニーズ 先進技術による解決の方向性

情
報

エ
ネ
ル
ギ
ー

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
意
識
醸
成

• 整備した洞道を有効活用した
い。

• 洞道を活用したデジタル
サイネージの通信ケーブ
ル整備

• 熱供給の黒字化が先決であ
り、再生可能エネルギーを活
用した電力供給等の事業展開
は困難であるが、プラントの
設備更新時に検討はしたい。
導入に当たり以下の課題があ
る。

• 入居するビルの地下なので太
陽光発電設備を設置できな
い。

• 導入コストが高く事業者単独
での事業展開は困難である。

• 電力供給先が4施設のみであ
るため採算性に問題がある。

• 都の制度で駅周辺は地域冷暖
房区域に指定されているが、
顧客増の見込みがない。

• 東京熱供給が所有する洞道を
有効活用したい。

• 自然エネルギー発電の送
電ケーブル整備等

• 人員不足により十分な広報が実
施できていない。

• エネルギーの地産地消を促進し
たい。

• デジタルサイネージ活用
による街全体の節電状況
を見える化する仕組構築

• 熱供給を活用したイベン
ト開催（足湯）

課題・ニーズ 先進技術による解決の方向性

NPO法人 エネルギー事業者
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④ 教育・医療

ま
ち
の
賑
わ
い

モ
ビ
リ
テ
ィ

教
育

留
学
生
へ
の

情
報
発
信

教
育
環
境

高
度
化

情
報

• オンライン化により学生同士
のコミュニケーション機会が
減少している。

• オンライン化により地域と大
学の接点が減少している。

• 学生や地域が活用可能なコ
ミュニケーションツールがあ
るとよい。

• AR・VR活用に必要な通信環
境を学外にも整備し、南大沢
の価値向上を図りたい。

• 地域と学生の交流を育むコ
ミュニケーションツールの
提供

• 南大沢居住者への高度な通
信環境整備

• 研究成果を地域や企業へ還元
したい。

• 研究開発を行う大学・企業
と研究成果の活用を望む企
業のマッチングプラット
フォーム構築

• 英語版HPの情報量が不足して
いる。

• 学内情報に限らず留学生に必
要な各種情報が集約されたサ
イトが必要である。

• 個人ID入力により教育情
報、防災情報、市役所情報
等にアクセスできる仕組構
築

• オンラインツールを活用して
リアルな体験を提供したい。

• オンラインツールを活用し
たリアルな体験コンテンツ
の作成

• 地域や企業の実証実験の場と
して広く活用してほしい。

• 産学公連携による最先端技
術を活用した実証実験の実
施（自動運転、XR、遠隔
診療等）

課題・ニーズ 先進技術による解決の方向性 課題・ニーズ 先進技術による解決の方向性

• 運動機能低下に伴う高齢者の転倒骨
折が増加している。

• コミュニケ―ション減少による高齢
者の認知症が進行している。

• 日常生活での運動促進・モチベー
ション向上（ポイント付与等）の
仕組構築

• オンライン・オフラインのコミュ
ニケーション機会提供

• 移動時間短縮のため駅を経由しない
横移動の手段があるとよい。

• 多様な移動手段の提供

• 待ち時間の表示を希望する声があ
る。

• 院内の三密状態を回避したい。

• 予約情報に基づく院内混雑状況発
信

• Face to Faceの対話が可能なツー
ルを活用した遠隔診療

• 医師による健康指導体制があるとよ
い。

• Face to Faceの対話が可能なツー
ルを活用した健康指導

• 患者は医療情報収集に当たり、何が
正しい情報か判断できず、信頼する
医師による情報提供を望んでいる。

• 信頼する医師が情報発信するプラッ
トフォームがない。

• 医師が情報発信に割く時間がない。
• 他院患者が救急搬送された際に他院
の診療データ活用が難しい。

• 外来診療が困難な方が気軽に医療機
関と接点を持つことが可能な空間が
あるとよい。

• 地域共通の医療情報発信コミュニ
ティの提供

• ヘルスケア情報を一元化する地域
共通プラットフォームの構築

• 地域複数個所に遠隔診療可能な小
型診療ボックスの設置

• ICT活用による医療環境の高度化と
それに伴う医療従事者の負担軽減が
求められる。

• ウェアラブル端末とスマートフォ
ンを活用した診療（診療必要有無
の判断、緊急時の訪問）

• 訪問診療のリソースを最適配分す
る仕組構築

ま
ち
の
賑
わ
い

モ
ビ
リ

テ
ィ

医
療

三
密
回
避

健
康
寿
命

延
伸

地
域
連
携
医
療

医
療
環
境

高
度
化

近隣教育機関 医療法人
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⑤ 防災

ま
ち
の

賑
わ
い

モ
ビ
リ

テ
ィ

防
災

• 各種防災協議会等の地域の運営協議会等を通じてコミュニティ
形成を促進する必要がある。

• オンライン・オフライン併用による防災コミュニティ
形成

• 来街者が多いため災害時の公共交通機関の運行状況に合わせた
避難誘導が必要である。

• 交通機関運行情報と連携したリアルタイム避難誘導

物
資
運
搬

情
報
発
信

防
災
対
策

高
度
化

• 乾パンの味の変更や高齢者に適した柔らかい食べ物の提供を望
む声がある。

• 避難所物資の在庫管理に時間を要しており、POSシステム同様
のツールが必要である。

• 拠点から避難所への物資配送に民間企業のノウハウを活用した
い。

• ビッグデータ・AI活用による配送量予測・配送計画策
定を行う仕組構築

• 避難所開設業務との兼ね合いから報告業務の頻度削減が望まれ
る。

• 混雑情報配信アプリは、避難人数計測の業務負荷、各避難所か
ら市への情報集約～発信のタイムラグ発生が課題となり導入を
断念した。

• チャットボットやデジサイ活用により情報発信の業務効率化を
図りたい。

• 高齢者・災害弱者が活用可能なサービス提供が必要である。

• カメラと撮影情報を解析するAIを活用したリアルタイ
ム混雑情報配信

• チャットボットによるリアルタイム情報配信
• デジタルサイネージによるリアルタイム情報配信

• ビッグデータによる帰宅困難者数や避難者行動の予測を避難所
数の検討等に活用したい。

• 南大沢は人流・交通状況把握にドローン活用が有効と考える。

• ビッグデータを活用した災害時の滞留人数・人流予測
• ドローンを活用した人流・交通状況の把握

課題・ニーズ 先進技術による解決の方向性

市防災担当
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3-4 その他

項目 課 題 技術適用の期待

移動

駅まで
の行き
来や移
動全般

＜特定の交通に依存＞
• 徒歩、自家用車又はバス移動が多い（南大沢、上柚木、

下柚木）
＜バス関連＞
• バス本数が少ない、乏しい（上柚木、下柚木）
• 路線バスにアクセスしにくい場所では、歩行困難時に

外出困難の懸念（南大沢）
＜その他交通＞
• 循環バス沿線以外で他交通手段の提供
（南大沢）

＜徒歩補完の自動交通等＞
• 団地の管理組合に自動車いすが１台（上柚木）
• ミニバスの運行、安価なタクシー、セニアカー（自動車
いす）の活用やレンタル（南大沢、全体）

• バス、タクシーの無人車両や小型車、1～2人乗り車両の
レンタル車を設置（南大沢）

＜その他＞
・高齢者が気軽に利用できる送迎サービス
・駅ロータリーに送迎用駐車場
・急行バスの設定

買物、
通院等

＜高低差＞
• 坂道、階段が多く買物荷物を持つのが大変（南大沢）
• 荷物の持ち運びが困難となり、１人での買物、通院も困
難になり閉じこもりの懸念（南大沢）

＜駅前環境＞
• 駅ロータリーのバス停が遠く、足の悪い人に不便
＜住居周辺＞
• 車がないと買物、通院に不便
• 駅前まで行かないと買物できず住居周辺に買物場所が不
足

＜買い物荷物等の運搬＞
• 自動運搬ロボットや地域店舗とタイアップして配達サー
ビスの充実

• 移動販売、配達サービス、荷物の運搬サービス
＜リモートショッピング＞
• スーパー等で実際に陳列されている品物をリモートにて
購入できる仕組み

＜その他＞
• 移動途上で休憩できるベンチ
• （利用を）ICTと電話で予約が出来るシステム

その他
• 集える場所、屋内のオープンスペースが少ない（南大
沢）

• 高齢者が座るベンチが少ない（下柚木）

• 体が不自由になる前からの自動車いすのテスト利用
• 近隣に交流の場、人が集えるスペース
• オンラインの活用（交流や情報共有のツール）
• 集会所等まちなかWi-Fi整備
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（１） 高齢者施設等からの要望

• 地域の高齢者施設等から寄せられた課題やニーズ (南大沢、上柚木、下柚木で活動団体）を整理した。



• 子連れでも楽しめる場の創出（54%）や、子育てに困った時に相談したり、情報が得られる場をつくる
（15%）等のコミュニティに関する要望がある。

• 行政が開設している子育てに関連する場の認知率は約８割と高い数値を示しているものの、利用率は５割程
度と乖離がある。

市の子育て支援事業の利用状況
（経年変化）

子育て支援環境に関するアンケート結果

市の子育て支援環境充実のための施策のうち重要だと思う施策
（経年変化）

出典）八王子市「平成30年度子育てに関するアンケート調査 報告書」（2019.３）
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（２） コミュニティに対する要望
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駐車場の混雑

駐車場に係る
インフラの更新

•満空情報のICTインフラによる管理や南大沢駅付近の道路上への満空情報の表示（看板等によ
るリアルタイム表示）ができるとよいのではないか

•複数の商業施設でお買い物された駐車場利用者に対して利用金額を合算し、駐車場をより長い
時間にわたり無料で利用頂ける仕組みづくり・機材の整備が必要ではないか

•駅前からやや離れた場所にある駐車場をお使いの利用者に対してはシャトルバスや荷物のお届
けといったサービスの提供が必要ではないか

更なるサービス
高度化余地

ICTを活用した
サービス提供余地

•週末の土日特に日曜日については、駅前の特定商業施設の駐車場がほぼ満車状態になる場合が
ある。そのほかは、例えばお正月や大型連休の中日に駐車場が非常に込み合う場合がある

•南大沢エリアの場合、10分～15分程度の待ち時間であれば目的地の最寄り駐車場でお待ちに
なる利用者が多い印象

•決済時にETCを活用した決済手段の提供ができるとよいのではないか

• EV向けの充電スペースを確保・整備し、同情報を発信していくとよいのではないか

• 南大沢駅周辺に駐車場を有する事業者へ駐車場に関する課題やニーズのヒアリングを実施した。
• 事業者からは駐車場の混雑、インフラの更新、サービスの高度化余地ならびにICTを活用したサービス提供余

地について課題や要望を収集した。

（３） 駐車場事業者へのヒアリング



４ 地域の将来動向・計画
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４-１ 東京都の将来動向・計画
４-２ 八王子市の将来動向・計画
４-３ 南大沢地域の将来動向・計画
４-４ 将来動向・計画のまとめ



４-１ 東京都の将来動向・計画

• 「未来の東京」戦略ビジョンでは、南大沢地域を「協議会による産官学の連携や、先端技術の検証・活用により、持続可
能なスマートシティを実現」と記載等と位置付けている。

• 「都市づくりのグランドデザイン」では多摩地域の将来イメージとして、「留学生・研究者が集まりイノベーションが生
まれる」「道路空間が再編されゆとりや賑わいが生み出される」「生活や移動の利便性が高い」等が挙げられている。

• 「スマート東京実施戦略」では、南大沢地区の整備として「５G等を活用した最先端研究や社会実装の展開」や「先端技
術を活用したまちづくりの検討」を位置付けている。

出典）東京都「都市づくりのグランドデザイン」（2017.９）を基に作成

■「未来の東京」戦略 version up 2023 ■スマート東京実施戦略

【５G等を活用した最先端研究や社会実装の展開】

ローカル５Gなど最先端の研究環境を整備するとともに、５G環

境を活用した研究・実証実験等を推進

 高度通信社会における課題解決型研究や次世代AI･loT･ロボティ

クス等の先端分野において社会実装が期待される研究につい

て、選定を行い、研究を開始（都各局や民間企業との実証実験

や共同研究に向けた検討を実施）

 ５G環境での実験・研究成果の社会への還元を強化する観点か

ら、研究成果等を活用したスタートアップの促進に向けた検討

に着手

【先端技術を活用した実証実験】

 多摩地域の課題解決や未来のまちづくりのため、産学公連携に

より５Gなど先端技術を活用した実証実験などを推進

 地元市、都立大学、地元企業とともに協議会を設立し、実証実

験内容を選定

 未来のまちづくりのために、自律走行可能なモビリティ等によ

る移動円滑化の推進、5G通信技術やビッグデータ（センサーに

より収集）の活用等による実証実験を実施

南大沢地区におけるスマート東京先行実施エリアの整備に係る箇所を
以下一部抜粋

○ 「「スマート東京」先行実施エリアの取組強化、通信環境の整備やデータ連携

の推進、 “GovTech東京”設立による区市町村を含めた東京全体のＤＸを加速す

る体制構築など、多面的な施策を戦略的に展開する」と記載。また「東京にお

ける地域公共交通の基本方針」や「自動運転社会を見据えた都市づくりの在り

方」等も記載。なお、南大沢地域は先行実施エリアと記載。

○ 南大沢スマートシティとして、「協議会による産官学の連携や、先端技術の検

証・活用により、持続可能なスマートシティを実現」と記載。

■「都市づくりのグランドデザイン」

出典）「未来の東京」戦略 version up 2023（2023.１）
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＜東京都の将来動向・計画（１/３）＞

出典）東京都「スマート東京実施戦略」（2020.3）



• 「多摩ニュータウン地域再生ガイドライン」では、モビリティ分野で移動の円滑化や自動運転の実現等を、まちの賑わい
分野で生活を支える施設の再配置等を、情報その他分野でイノベーション創出に資する環境提供等を位置付けている。

■多摩ニュータウン地域再生ガイドライン

＜再生に向けた検討方針および主に取り組む事項抜粋＞

出典）東京都「多摩ニュータウン地域再生ガイドライン」（2019.12）
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• 駅周辺や道路沿道などに生活を支える機能の集積を図り、その

周りに様々なタイプの住宅を配置し、多様な交通モードによる

移動の円滑化の基で、利便性の高い市街地を形成

• 具体的には、子育て世代や高齢者も安心して地域で暮らせるよ

う、地区センター*や近隣センター*、更には道路沿道に、商

業・業務施設や医療・福祉・子育て施設など生活を支える機能

を再配置することにより、多摩ニュータウン独自の住み働きや

すい集約型の地域構造が形成されている。

■2040年代の都市構造イメージ（集約型の地域構造）
※駅を中心に再配置した場合の例

 低未利用地などを活用し、新たなイノベーションを創出する
産業の立地誘導により、職住近接を実現するとともに、大学
の国際化を支援するまちづくりを進め、新たな価値を生み出
していく。

• イノベーション創出に資するゆとりあるまちづくり
（コワーキングスペースの整備等）

 緑豊かな環境を生かし、エネルギー利用の効率化などの新た
な技術も活用し、低炭素社会の実現に向けた都市を構築す
る。

• 再生可能・未利用エネルギーの利用

 駅周辺や道路沿道に生活機能を集積するなど都市機能の適正
配置を進めるとともに、地形の高低差に対応した高齢者の移
動円滑化を図り、地域のニーズに合った住みやすいまちに転
換する。

• 地形の高低差に対応した高齢者の移動円滑化

 多摩ニュータウンの高質なインフラを有効に活用し、技術革
新に対応したフィールドとして位置付け、まちづくりに先進
的な技術を取り入れていく。

• 先端的な技術の導入に資する実証フィールドの提供

• 先端技術を活用したインフラの保守・維持管理

• 自動運転の実現に向けた検討

＜多摩ニュータウンが目指す都市構造抜粋＞

＜東京都の将来動向・計画（２/３）＞



• 「東京における地域公共交通の基本方針」では、誰もが移動しやすい利便性の高い都市の実現と人、モノ、情報の自由自
在な移動と交流により、あらゆる人が活躍できる挑戦場を創出する都市交通環境の実現の取組方針を位置付けている。

• 「自動運転社会を見据えた都市づくりの在り方」では、急速に技術革新が進む自動運転技術を将来の都市づくりに有効に
活用できるような、地域特性に応じた自動運転サービスや道路空間の在り方に関する基本的考え方を位置付けている。

■東京における地域公共交通の基本方針

出典）東京都「東京における地域公共交通の基本方針」（2022.3）
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（地域公共交通の理念）

多様な主体の参画と、まちづくりとの連携により、地域環境と調
和し、様々なニーズにきめ細かく対応できる、持続可能な地域公共
交通サービスを実現

（地域公共交通の将来像）

＜将来像の実現に向けた方向性（３つの視点と６つのテーマ＞

（都市内交通における東京の将来像）

（１）多様な交通モードの充実によるコンパクトでスマートな都市
の実現

→バス等の既存サービスと新たな交通サービスを駆使した地域
交通の再編による利便性向上 など

（２）鉄道ストックを基軸とし、新たなモビリティやMaaS等の先端
技術を活用した人中心のモビリティネットワーク構築によるス
ムーズな移動の実現

→新たなモビリティ等の普及を見込んだ駅まち空間の再構築など

（３）道路空間の再配分により、車と人の適切な分担や中心の賑わ
い空間創出の実現

→中心部や駅の周辺では、駐車場配置なども考慮して道路空間
を再配分し、ゆとりや賑わいの創出、自転車の利用促進を図る
ための通行空間の整備 など

（４）ポストコロナを見据えた新しい日常が定着したまちづくりの
実現

→自転車、歩行者の利

用増加を見込んだ、

自転車通行空間や歩

行者空間の整備 など

■自動運転社会を見据えた都市づくりの在り方

出典）東京都「自動運転社会を見据えた都市づくりの在り方」（2022.3）

＜東京都の将来動向・計画（３/３）＞

身近な生活の中心
に利便性の高い交
通結節点が形成

グリーンスロー
モビリティ等、
高低差移動を支
える手段が充実

身近な手段のほ
か、地域間の移
動手段が充実

DXとバリアフリーによ
り、交通利便が飛躍的に向
上

超小型モビリティ等、シェ
アリングサービスが充実

地下鉄では、
道路空間も活
用し、交通結
節機能が充実



４-２ 八王子市の将来動向・計画
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■基本構想・基本計画「八王子未来デザイン2040」

出典）八王子市「八王子ビジョン2040」（2022.3）

■「都市づくりビジョン八王子」市街地整備づくりの方針

出典）八王子市「都市づくりビジョン八王子」（2015.3）

＜地域拠点のイメージ＞

＜将来像＞
・みんなで担う公共と協働のまち
・健康で笑顔あふれる、ふれあい、支えあいのまち
・活き活きと子どもが育ち、学びが豊かな心を育むまち
・安心・快適で、地域の多様性を活かしたまち
・魅力あふれる産業でにぎわう活力あるまち
・一人ひとりが育てる、人と自然が豊かにつながるまち

＜将来都市構造図＞

＜南大沢駅周辺 市街地整備づくりの方針＞
南大沢駅周辺では、商業、業務等、様々な生活機能・サービスと、
日常の活動や交流の中心を担う複合的な機能のさらなる集積を進め
て、多摩センター駅周辺とも機能連携を図りながら、周辺のみどり
豊かな自然環境と調和した地域拠点づくりを進めます。

■「都市づくりビジョン八王子」都市づくり方針

 大規模開発住宅地の魅力づくり

• 人口減少・超高齢社会に対応した住宅市街地の魅力と活力の維
持・向上に向けて、日常生活に必要なサービス機能誘導や多様
な交通手段の展開など、地域特性に応じた身近な生活圏の形成
を進めます。

 低炭素な都市づくり

• 将来都市構造の実現に向けて、都市拠点や幹線道路沿道、鉄道
沿線への日常生活に必要な施設・サービスの誘導とともに、多
様な交通手段の充実を図るなど、利便性の高い生活圏の形成と
ともに、公共交通をできるだけ利用する交通環境を整え、効率
的なエネルギー利用が図れる低炭素都市づくりを進めます。

■八王子市多摩ニュータウンまちづくり方針と施策展開

＜移動しやすい環境づくり＞
 多摩ニュータウンの良好な都市基盤を活かし、地域内の移動や買
い物のための外出促進等による地域活力向上のため、コミュニ
ティサイクルやカーシェアリング等、移動しやすい仕組みを検討
するとともに、ユニバーサルデザインのまちづくりを促進します

＜地域資源を活用した新たなビジネス創出＞

 多摩ニュータウンに計画的に整備された良好な都市基盤を活用
し、先端技術等の社会実験・実証実験を促進し、新たな技術や考
え方等による地域課題の解決やさらなる活性化を目指します

出典）八王子市「八王子市多摩ニュータウンまちづくり方針」（2019.３）

• 「八王子未来デザイン2040」では、都市像に「魅力あふれる産業でにぎわう活力あるまち」を掲げている。
• 「都市づくりビジョン八王子」では、地域づくり方針として多様な交通手段の展開、効率的なエネルギー利用、都市機能
の集積が挙げられている。

• 「八王子市多摩ニュータウンまちづくり方針」では、まちづくり方針と施策展開として、「移動しやすい環境づくり」
「新たな技術や考え方等による地域課題の解決やさらなる活性化」等を位置付けている。

＜八王子市の将来動向・計画（１/３）＞
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• 「交通マスタープラン」では、南大沢地区を都市間交通連携軸（鉄軌道系）上の地域拠点として位置付け、基本目標を定め
る中、「地域間の移動情報の充実」「歩きやすさと賑わいの創出に向けた交通環境の改善」等の方向性が示されている。

• 「八王子市産業イノベーションプラン～Beyond2030～」では、多様化する地域課題・社会課題を「産業ののびしろ」と捉
え、その解決につながるビジネスモデルの創出・発展を支援することが施策の柱として制定されている。

■交通マスタープラン 都市交通の将来像

出典）八王子市「八王子市交通マスタープラン（第3次八王子市総合都市交通体系
整備計画）」 （2015.３）

■基本目標と関連する方向性（一部抜粋）

＜プランの位置づけ＞

• 八王子未来デザイン2040を最上位計画とした産業振興の分野別計画

＜基本理念＞

• 知識・技術・人材が集い、新たな産業・新たなビジネスチャンス・

新たな生活様式を創出するイノベーション都市・八王子の実現

＜プランを構成する２つの基盤と５つの柱＞

基盤1：共創の推進

共創プラットフォームの構築

基盤2：評価・分析手法の確立（EBPMの推進）

柱１：成長産業の創出

柱２：産業人材の多様化と活用の促進

柱３：地域・社会課題解決マーケットの創造

柱４：地域資源活用で稼ぐ力の強化

柱５：中小企業の持続的な成長支援

基本施策１：ソーシャルビジネス／コミュニティビジネス支援

（SB/CB)支援

地域課題・社会課題の解決に向けた市民・団体の創業支援及び

伴走支援を実施。

基本施策２：中小企業に対する地域課題のビジネスモデル化

中小企業のビジネスチャンスに繋がる地域課題について、その

ビジネスモデル化に向けた支援を実施。

基本施策３： 共創プラットフォームを通じたSB／CB創出支援

共創プラットフォームを活用し、企業の持つシーズと自治体・

地域が抱えるニーズとをマッチングすることで、地域課題・社

会課題を起点としたビジネスの創出を支援。

出典）八王子市「八王子市産業イノベーションプラン～Beyond2030～」
（2023.3）

■「八王子市産業イノベーションプラン～Beyond2030～」

 交通の要衝地の強みを活かし、地域全体の活性化に資する広域交
通の強化
• 拠点間の連携強化や利便性向上に資する地域間公共交通の充実
• だれもが不便なく移動できるバス路線網の形成
• 使いやすい移動情報の充実 等

 拠点の活力と魅力を高める、快適で利便性の高い交通結節点の充
実
• 中心市街地の歩きやすさとにぎわいの創出に向けた交通環境の
改善

• 拠点等のターミナル機能の充実

＜八王子市の将来動向・計画（２/３）＞
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• 「八王子市デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画」では、基本方針として「地域課題の解消~DXによる
安心で活力あるまちづくり~」を掲げ、「地域のデジタル化」等を位置付けている。

出典）八王子市「八王子市デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画」（2022.２）

■八王子市デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画による基本方針と主な施策の方向性（一部抜粋）

＜産学公連携ネットワークの構築＞

 地域課題の解決や地域における新たなサービスの創出のた
め、企業や大学等による、市内における先端技術の活用や、
実証実験等が実施しやすい環境の構築を推進

＜防犯・防災対策＞

 大規模災害発生時に、一人ひとりの住居に応じた適切な避難
行動や避難場所へのルート案内ができるサービスの導入を検
討します。

 ドローンや５Gなどの最新技術を使った防災システムの活用に
ついて検討していきます

<オープンデータの促進>

 公開するデータ量のさらなる拡大を推進するとともに、デー
タの連携や活用等における利便性向上のために機械判読性の
高い形式によるデータの公開に取り組みます

＜地域のデジタル化＞

 南大沢スマートシティ協議会において東京都などと連携を深
めながら、持続可能なスマートシティの実現を推進

 ローカル５Gを活用した地域の課題解決策について検討

 デジタル技術を活用した見守り等のサービスやIoT住宅の普及
促進により、誰もが安全・安心に暮らせる住環境の整備

 市の地理空間情報をホームページ等で公開し、市民や事業者
の利便性を向上

 東京都が進める官民連携データプラットフォーム との連携・
活用を推進

＜八王子市の将来動向・計画（３/３）＞
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• 「南大沢駅周辺地区まちづくり方針」では、ICT活用による密集空間を排除した商業空間の整備、地域コミュニティの活
性化、新たな移動アクセスの構築及び交通環境の構築、多様な住まい方・働き方・憩い方の融合を目指している。

出典）東京都「南大沢駅周辺地区まちづくり方針」 （2023.３）

 魅力的でゆとりのある拠点形成のための機能の複合化

• 密集空間を排除した商業施設を整備（遠隔買物サービス・無人販売・顔認証決済の導入・デジタルサイ
ネージによる店舗情報提供・地域ポイントの運用、ロボット配送、駐車場誘導サービス等）

 誰もが豊かさを感じ、自分らしくポジティブに働ける環境の整備

• サテライトオフィス・シェアオフィス・コワーキングスペース等の整備や子育て支援施設等・XRの体験が
できる施設等の整備により、生活と仕事の両立を支援

 落ち着いた街並みの中で歩きたくなる空間の創出

• ユニバーサルデザインに配慮し、分かりやすい情報提供や移動しやすい歩行空間を整備

将来像１

～憩えるまち～

多様な機能が駅前に集積し、
歩きやすく、ゆとりとにぎ
わいが両立し、活力が生ま
れるまち

 先端技術活用や産学公民連携の推進

• 大学、研究所等と連携し、5G環境を活用した最先端研究等やスタートアップ支援等の取組を推進

• 5G環境を活用した先端技術の導入・起業等ビジネス環境の整備・再生エネルギーの導入

• 高齢・福祉・介護社会を見据え、オンラインによる見守り・健康アプリの活用などにより、新しい日常に
対応した、高齢者の暮らしのサポートを推進

 駅前と住宅地の間のアクセスの強化

• 移動手段（自動車いす、電動シェアサイクル・キックボード等）の導入・自動運転・EVの運行等による新
たな移動アクセスの構築を推進

• 新たな交通環境（MaaS・公共交通情報提供等）の整備を推進

 地域コミュニティの活性化と大学等と連携した多文化共生への対応

• 人との関わりが生まれ、生きがいを感じ、心豊かに暮らせるゆとりのある居場所空間を創出（留学生等の
コミュニティスペースの整備・多言語対応、地域コミュニティサイト・スペース）

• 地域において生き生きと学び、交流・活動できる空間や機会の充実・地域コミュニティの活性化、住民・
関連団体・NPO 等と連携した取組により交流・活動を推進

• ハード・ソフトの両面で地域活動を通じて様々な交流を図り、多文化共生の取組を推進

• ICT技術を活用した地域ネットワークの構築など医療福祉サービスの向上

将来像３
～多様性のあるまち～

国内外の多様な人々が集い
新たな交流・活動が創出さ
れ、安心・快適に暮らせる
まち

将来像２
～スマートなまち～

先端技術活用や産学公連携
により、新たな生活様式に
対応した持続的で発展が可
能な環境が創出されるまち

【将来像】
人々が出会い、交流し、新たな技術によって多様な住まい方・働き方・憩い方が融合し進化する、活力と魅力に満ちたまち

＜南大沢地区の将来動向・計画（１/２）＞
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出典）東京都「南大沢駅周辺地区まちづくり方針」 （2023.3）

実現イメージ

＜南大沢地区の将来動向・計画（２/２）＞



４-４ 将来動向・計画のまとめ

〇東京都
・先端技術の検証・活用により、持続可能なスマートシティを実現 （「未来の東京」戦略ビジョン）
・自動運転車を導入したフィーダー交通等 （都市づくりのグランドデザイン）
・自律走行可能なモビリティ等による移動円滑化、５G環境を活用した研究・実証実験等を推進 （スマート東京実施戦略）
・多様な交通モードによる移動の円滑化、自動運転の実現に向けた検討 （多摩ニュータウン地域再生ガイドライン）
〇八王子市
・「地域間の移動情報の充実」「歩きやすさと賑わいの創出に向けた交通環境の改善」 （交通マスタープラン）
・多様な交通手段の展開、移動しやすい交通環境づくり （都市づくりビジョン八王子）
〇南大沢
・新たな移動アクセスの構築及び交通環境の構築 （南大沢周辺地区まちづくり方針）

〇東京都
・先端技術の検証・活用により、持続可能なスマートシティを実現 （「未来の東京」戦略ビジョン）
・市場（マルシェ）や子育て支援施設、ビジネスマンや留学生の交流、インキュベーション、効率的な物流施設・荷捌き施設
（都市づくりのグランドデザイン）

・地区センターとして商業・業務施設や医療・福祉・子育て施設等生活を支える機能 （多摩ニュータウン地域再生ガイドラ
イン）

〇八王子市
・魅力あふれる産業でにぎわう活力あるまち （八王子未来デザイン2040）
・日常生活に必要なサービス機能誘導 （都市づくりビジョン八王子）
・大規模災害発生時に、一人ひとりの住居に応じた適切な避難行動や避難場所へのルート案内ができるサービスの導入の検討
（八王子市デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画）

〇南大沢
・「魅力的でゆとりのある拠点形成のための複合化」「地域コミュニティの活性化と大学等と連携した多文化共生への対応」
（南大沢周辺地区まちづくり方針）

〇東京都
・先端技術の検証・活用により、持続可能なスマートシティを実現 （「未来の東京」戦略ビジョン）
・イノベーションを創出するインキュベーション施設等 （都市づくりのグランドデザイン）
・5G通信技術やビッグデータの活用等による実証実験 （スマート東京実施戦略）
・先端的な技術の導入に資する実証フィールドの提供 （多摩ニュータウン地域再生ガイドライン）
〇八王子市
・「低炭素な都市づくり」 （都市づくりビジョン八王子）
・「地域資源を活用した新たなビジネス創出」 （八王子市多摩ニュータウンまちづくり方針）
・ローカル5Gを活用した地域の課題解決策について検討、市の地理空間情報をホームページ等で公開し市民や事業者の利便性
を向上、東京都が進める官民連携データプラットフォームとの連携・活用を推進 （八王子市デジタル・トランスフォー
メーション（DX）推進計画）

〇南大沢
・多様な住まい方・働き方・憩い方が融合し進化するまちづくり （南大沢周辺地区まちづくり方針）

■将来動向・計画
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５ 地域の課題
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５-１ 交通(モビリティ)の課題
５-２ まちの賑わいの課題
５-３ 情報の課題
５-４ その他の課題



５-１ 交通(モビリティ)の課題

現況・ニーズ

 電動シェアサイクル等多様な移動手段へのニーズがある。
 駅周辺は交通手段の８割が徒歩となっている。
 バス・タクシー運転手は年々高齢化が進んでおり、担い手の確
保が課題となっている。

 高齢者からは車がないと買い物・通院に不便との声がある。
 今後高齢化による免許返納が進んだ場合、買物や通院に苦労す
る住民が増加する恐れがある。

 移動時間短縮を目的とした横移動の提供を望んでいる。

交
通
手
段

特
徴

 南大沢駅前からバス停まで道路面に対して高低差が存在している。
 駅周辺は丘陵地となっており、高齢者や身障者等にとって負担が大き
い。

 商業、病院等は駅周辺に集中し、大学、公園等は３㎞圏内に複数立地。
 駅西側や南側では、築年数が30年以上経過している住宅団地もみられ
る。

 駅南側の住宅地では特に高齢化が高い割合である。

移
動
プ
ロ
セ
ス

 駅前交通ターミナルについて、バスの頻度は高齢化が進む駅南
西部エリアが、北部エリアに比べ相対的に少なくなっている。

 リアルタイムのバス案内情報板等は未設置であり、円滑な乗り
換えがややしづらい。

 居住者や来街者は電車、自転車、徒歩、バスの移動と、乗降場
所、駐車場の混雑に不便を感じている。

• ラストワンマイル解消に向けた移動環境の整備が進ん
でいない。

• 住宅団地から駅・バス停でのアクセス交通の確保が困
難である。

• 丘陵地の高低移動の負担が大きい。

ラスト

ワンマイル
の移動

• 駅周辺において、利用者に応じた個別最適な移動がな
い。

• 横移動が整備されておらず効率的な移動ができない。
• 環境に配慮した移動手段が少ない。

エコかつ

多様な
移動ニーズ

• 鉄道とバス・タクシー・自転車等の円滑な乗換のため
には、より高度かつ利用しやすい移動サービスや情報
発信手段が必要である。

移動

サービスの
利便性向上

既存交通の
維持

• 担い手の高齢化に伴いサービス提供機会が減少する恐
れがある。

既存の交通手段と情報提供方法だけでは、
場所・人に合わせた移動手段を最適に選択できていない

モビリティの課題

将
来
動
向

 先端技術の検証・活用により、持続可能なスマートシティを実
現を想定している。

 自動運転車を導入したフィーダー交通等、多様な交通モードに
よる移動円滑化を想定している。

 地域間の移動情報の充実を想定している。
 歩きやすさと賑わいの創出に向けた交通環境の改善を想定して
いる。

 新たな移動アクセスの構築を想定している。

将来動向
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５-２ まちの賑わいの課題

現況・ニーズ

 南大沢駅周辺エリアでは人口が減少するとともに高齢化が進展
している。

人
口
・
人
流

経
済
動
向

 駅前に多数の店舗が立地し、コンパクトな空間に駅前商業集積を形成
し、広域からも集客がある。

 駅周辺の２㎞圏内にも商業店舗が複数立地し、特に南部の幹線道路北
側には大型の商業施設がみられる。

 特定の小売店へ売上が集中し、小規模店が閉店している傾向がある。
 大型店舗等はコロナ禍の中、顧客の戻りが遅い。

購
入
プ
ロ
セ
ス

 居住者・来街者共にキャッシュレス決済の利用を求める声が多
い。

 居住者・来街者共に店舗情報の提供を求める声がある。
 駐車場の混雑状況緩和やサービスの高度化を求める声がある。

• 街案内等情報発信が不足しているためアクセスが不良
である。

• 近隣からの来訪者が多く、遠方からの来訪者を取り込
めていない。

• コロナ禍に伴う消費者志向の変化を十分に把握できて
いない。

南大沢

への集客

• 個人のニーズに応じた情報や、快適な買物サービスを
提供できていない。

• 駅前及び周辺地区にて非効率的な荷物搬送・物流環境
が散見される。

南大沢

駅前地区を
中心とした

購買・物流
の効率化

満足できる買い物体験を提供できていないことがあり回遊が
生まれていない、地域住民に交流の場を十分提供できていな
いことから賑わいが生まれていない

まちの賑わいの課題

将
来
動
向

 市場（マルシェ）や子育て支援施設、ビジネスマンや留学生の
交流、インキュベーション、効率的な物流施設・荷捌き施設の
構築を想定している。

 大規模災害発生時に、適切な避難行動や避難場所へのルート案
内ができるサービスの導入を検討している。

 商業施設や都立大学等の機能を強化するとともに機能の複合化
や地域コミュニティの活性化・エリアマネジメント組織と連携
した交流を推進している。

将来動向

交
流

 駅周辺にはレクリエーション機能をもつ公園・緑地が分布して
いる。

 地域住民からコミュニティ形成支援の要望がある。
 コロナ禍の外出自粛等による高齢者の健康維持のための外出・
交流のニーズがある。

 コロナ禍のオンライン化による接点減少（学生間、地域と大
学）。

 EC利用増で宅配需要拡大でラストワンマイルの配送負荷が高
まっている。

 共同配送を実現したい。

物
流

コミュニ

ティ形成

• コロナ禍のオンライン化等により、多様な交流や連携
を促進する機会や場が創出されていない。

• コロナ禍の外出自粛により回遊性・滞留性が停滞し、
まちの賑わいが創出されにくい。

• 地域の公園や空き店舗が有効活用できていない。

近隣エリア

への回遊
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駐車場

サービス

高度化

• 駐車場の使い勝手の向上（満空情報や場所の案内等）
やサービスの高度化（周辺駐車場を利用した場合のイ
ンセンティブ付与等）の余地がある。



５-３ 情報の課題

現況・ニーズ

• 各サービスは個別に提供しており、サービス間で連携
の余地がある。

• 安心・快適な多様で即時性のある情報の活用や高度化
が不十分である。

• 高齢者をはじめ全ての人が活用可能な情報端末での発
信が必要である。

インター

フェース

• 産学公を巻き込んだデータ利活用が進んでいない。
• オープンデータの公開にとどまり、活用が進んでいな
い。

• 東京都が進めるTDPF（東京データプラットフォー
ム）等のデータプラットフォームに関する連携余地が
ある。

プラット

フォーム

• 南大沢におけるネットワークインフラの整備は限定的
であり拡大の余地がある。

通信・

ネット

ワーク

IoT

デバイス

• カメラ・センサー等のデータ収集のためのデバイスの
整備が求められる。

サービス価値向上に向けたサービス間連携及びデータ活用が
不足している、サービスを提供するためのデバイス、通信・
ネットワークが不足している

情報の課題

将
来
動
向

 先端的技術の導入の実証フィールド提供やローカル5G環境の
整備や5G・ビッグデータの実証実験を想定している。

 地理空間情報をHPで公開し市民や事業者の利便性を向上す
る。

 東京データプラットフォームとの連携を想定している。
 5Gアンテナ、スマートポールの導入やAI・IoT・3Dマップを
活用した新たなサービスの開始などの先端技術活用や産学公連
携の取組を推進している。

将来動向

 八王子市は保有している15分野の公共データを二次利用可能
なルールで公開しており、活用に向けた取り組み拡大の余地
がある。

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

 八王子市は市の業務に関する様々なお問い合わせに対し、AI
（人工知能）が対話形式で回答する「AIチャットボットサー
ビス」を提供している。

 八王子市では、ウェルネス分野において、1つのプラット
フォームを通じて地域ポイントを絡めた健康促進施策を試行
している。

 高齢者や災害弱者も活用可能なサービス提供が必要である。

通
信
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

 東京都立大学はローカル5Ｇを整備し、次世代AI・IoT・ロボ
ティクス等の先端分野において社会実装が期待される研究を
開始している。

 街の価値向上に向け、高度な通信環境が求められる。

I
o
T

デ
バ
イ
ス

 人手によらず混雑情報等のデータ収集可能なAIカメラ等の整
備が求められる。
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５-４ その他の課題

アフターコロナを見据えた施設やサービスの提供が求め
られる。

低炭素で環境にやさしく安全安心な質の高い地域拠点の
形成が求められる。

災害時に誰もが必要な情報を即時入手できる状態の構築
が望まれる。

 コロナ禍、ICTの進展により、テレワーク等の新しい働き方が
増加している。

 サテライトオフィスやシェアオフィス等は、駅周辺含め整備が
不足している。

 コロナ禍で遠隔授業等が増加している。
 遠隔授業等の多様なサービスの拡大・高度化が期待される。
 防犯や異常検知等、まちの見守りに関心を持つ居住者の割合が
高い。

新
し
い
働
き
方
や
生
活

 再生可能エネルギーの導入や電気自動車等の普及、災害時のエ
ネルギー確保による低炭素化への要望がある。

低
炭
素

 災害時の輸送やリアルタイム情報の高度化が進展している。
 リアルタイム災害情報提供に関心を持つ居住者の割合は高い。
 ３Dデジタルマップとビッグデータによる災害予測の高度化が
進展している。

防
災

将
来
動
向

 新たなビジネスを生み出す環境の整備や先端的な技術の導入に
資する実証フィールドの提供を想定している。

 効率的なエネルギー利用が図れる低炭素都市づくりや地域課題
の解消のため、DXによる安心で活力あるまちづくりを推進し
ている。

 先端技術活用や産学公連携の取組を進めることで、多様な住ま
い方・働き方・憩い方が融合し進化するまちづくりを推進して
いる。

将来動向

現況・ニーズ その他の課題

新しい

生活様式

低炭素

コロナ禍における新たな生活様式の確立のほか、環境に配慮
した低炭素な地域づくりや災害時の情報発信等が求められる

防災
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６ スマートシティの今後の方向性
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６-１ スマートシティのビジョンとコンセプト
６-２ 交通(モビリティ)の基本方針と具体施策
６-３ まちの賑わいの基本方針と具体施策
６-４ 情報の基本方針と具体施策
６-５ その他の基本方針と具体施策
６-６ 南大沢スマートシティの将来イメージ
６-７ 南大沢スマートシティの主な施策一覧
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交通（モビリティ）

 ラストワンマイルの確保
 エコでかつ多様な移動ニー
ズへの対応

 リアルタイムな交通情報
 既存交通を維持する技術の
活用

まちの賑わい

 まち全体の情報発信
 効率的な買い物、物流
サービス

 地域資源の最大限活用
 地域コミュニティの
形成・支援

情報

 多様なサービスを実現する
オープンデータの活用

 サービスの価値を高める
データ連携

住民

持続的に新しいサー
ビスを享受するだけ
でなく、積極的に参
画し地域と世代・立
場を超えて繋がり、
街への愛着が醸成さ
れ、生活の質が向上
している状態

行政・公的機関

住民・大学・事業者
と連携して、すべて
の人に寄り添いなが
ら、新たな暮らしや
先進的な取組を支え

ている状態

基本方針

課題

現況

地域の
ニーズ
（アンケー
ト・ワーク
ショップ等）

将来動向
・計画

～新しい技術を
活用した

スマートなまち～

産学公民連携により、
先端技術を活用した

イノベーションが生まれ
るまち

～人と環境に優しい
憩えるまち～

周辺の緑豊かな自然環境
を活かし、

環境に配慮した
先端技術を誰でも
体験できるまち

～多様な人々が
交流し賑わう

多様性のあるまち～

既成市街地・資源と
先端技術が融合し、

世代を超えた多様な交流
や賑わいを促進するまち

“新しさ” “優しさ” “賑わい”

“新しさ” “優しさ” “賑わい”のある
リ・ニュータウン

ビジョン

コンセプト

６-１ スマートシティのビジョンとコンセプト

大学

大学研究や学生生活
を通じて、まち・人
との繋がりを持ち、
大学と街の関わりが
深まり、ともに発展
している状態

来街者

自然・生活文化・歴
史を体感し、常に
アップデートされる
街にわくわく感を抱
き、街に積極的に訪
れ、住みたいと思う

状態

事業者

実験フィールドと
オープンデータ、大
学研究が活用可能で
あり、既存事業者の
サービスが高度化す
ると共に、新たに生
まれた事業者も定着
し街とともに成長し

ている状態

その他

 新たな働き方や多様なライ
フスタイルを支える職住学
の環境づくり

 低炭素で自立分散型エネル
ギー環境づくり

 新技術を活用した災害に強
いまちづくり



６-２ 交通(モビリティ)の基本方針と具体施策

自動車いす
電動シェアサイクル
電動キックボードシェアリング

超小型モビリティ/グリーンスローモビリティ
 AIデマンドバス/サービス付帯タクシー
 ICT対応パーク&ライド
 EVカーシェアリング

 MaaS
公共交通情報等の可変案内板

自動運転バス
自動運転タクシー
自動運転バレーパーキング

基本方針

ラストワンマイルの確保

エコでかつ多様な
移動ニーズへの対応

リアルタイムな交通情報

施策（案）

既存交通を補完する技術の活用

交通（モビリティ）

まちの賑わい

情 報

その他

• ラストワンマイル解消
• 住宅団地から駅・バス停でのアクセス
交通の確保

• 丘陵地の高低移動の負担軽減

• 利用者に応じた最適な移動手段の確保
• 横移動による効率的な移動の確保
• 環境に配慮した移動手段の確保

• 鉄道とバス・タクシー・自転車等の円
滑な乗換

• 移動サービスの高度化

・交通サービスの低下への対応

※本内容は、現時点における技術的に可能性のある施策を網羅したものであり、今後南大沢エリア
としての実施可否・優先順位を十分に議論したうえで、具体的な実施内容・時期の検討を行う。
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<ラストワンマイル・多様な交通ニーズへの対応>

現 状
高齢者や身障者等が、階段や坂道を徒歩や車椅子等で駅周辺の病院等まで移動。通院後
は買物カート等を引き、登り坂を移動、階段は手持ちで登り降り

高齢者や身障者等が、階段や坂道を自動車いす等で駅周辺の病院等まで移動。通院後は
自動車いすや荷物運搬車により登り坂を移動。オンデマンド乗合タクシーも利用可能

自動車いす

将 来

出典）パナソニック「パナソニック HP」

• 自律移動や遠隔監視、遠隔操作支援によ
り、駅までの歩車分離道路を走行

• 事前設定で複数の目的地に自動で移動

• 無人時には回送も可能

サービス付帯タクシー

出典）春日井市「春日井市 HP」

住宅団地

駅周辺
の病院

高齢者

高齢者
車いす利用

駅周辺の
薬局等

駅周辺の
商業施設等

高齢者
車いす利用

高齢者

バス

住宅団地

駅周辺
の病院

高齢者

高齢者
自動車いす
利用

駅周辺の
薬局等

高齢者
自動車いす
利用

自動荷物
運搬車

サービス付帯タクシー

• オンデマンド乗合タ
クシー等、サービス
が付帯した移動手段

駅周辺の
商業施設等
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大学生が駅まで歩行者ネットワークの坂を経由して自転車で向かい、駅周辺の駐輪場に停
め、都心との間を鉄道で往来

住宅最寄りのポートから電動シェアサイクルを使い大学生が駅まで歩行者ネットワークの
坂を経由し向かい、駅周辺のポートに停め、都心との間を鉄道で往来

電動シェアサイクル 電動キックボードシェアリング

現 状

将 来

出典） Open Street 「Open Street HP」

• 電池とモーター搭載により動力で
走行可能なキックボード（ハンド
ル付きスケートボード）

• スマートフォン等の予約や認証機
能により、地区内に設置された
ポートのいずれでも返却可能

• 電動アシストサイクルを用いた
シェアサイクル

• スマートフォン等の予約や認証
機能により、地区内に設置され
たポートのいずれでも返却可能

出典） BRJ「BRJ HP」

住宅団地
駅前
駐輪場

駅

大学生

大学生

住宅団地
駅前 駅

大学生

大学生

電動シェアサイクル
ポート

電動シェアサイクル
ポート

電動シェア
サイクル
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<エコでかつ多様な交通ニーズへの対応・既存交通を補完する技術の活用>

都心
業務地

自動運
転バススマートフォン

バス到着予測

都心
業務地

ビジネスマンが、住宅から地区内幹線沿いのバス停まで階段で向かい、一定時間到着待ちを
し、バスで駅前まで行き、鉄道に乗り換え、都心の勤務先に通勤往復。

ビジネスマンが、スマホでバス到着時間を確認し、住宅から地区内幹線沿いのバス停まで階
段で向かい待たずにバスへ乗り駅前まで行き、鉄道に乗り換え、都心の勤務先に通勤往復。
業務先直行時は、超小型モビリティのカーシェアリングや自動運転タクシーを用い往復。

超小型モビリティ

現 状

将 来

出典）多摩ニュータウン開発センター「多摩ニュータウン開発センター HP」

EVカーシェアリング

• 駅前や住宅地等の駐
車場で、ZEV（ゼロ
エミッションビーク
ル）等によるカー
シェアリングを設置
し利用

出典）トヨタ自動車「トヨタ自動車 HP」

自動運転タクシー

出典）日の丸自動車「日の丸自動車 HP」

住宅団地

駅

バス

ビジネスマン ビジネスマン

住宅団地

駅

ビジネスマン

ビジネスマン

自動運
転バス

超小型モビリティ 業務先自動運転タクシー
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ビジネスパーソン ビジネスパーソン

ビジネスパーソン

ビジネスパーソン



バス

現地の案内板のほか、インターネットの時刻表や経路検索
サイト等で確認し、目的施設までのバス系統や時刻表を現
地の案内板で確認し、バスにて施設まで往来

鉄道で来訪のビジネスマンは移動車内やバスターミナル前
のデジタル情報板で、自動運転バスのリアルタイム運行情
報を確認。携帯で検索・予約・決済の一括サービスも

現 状

将 来

公共交通情報等の可変案内板

• リアルタイムの運行情報、発
着場所情報を可変にて表示

• 遅延時等の情報も掲載

• バス利用者以外の往来者向け
には地区情報等を表示

• 異なる交通手段間
の運行情報の検索
や、予約、決済の
統合でシームレス
な移動を実現

• 月額定額料金等の
適用で、交通手段
間の柔軟な使い分
け等も可能に

MaaS

出典）三井不動産「三井不動産 HP」

駅

バス系統、
乗り場
案内板

業務施設

学校

住宅団地

駅

バス系統、
デジタル
情報板

業務施設

学校

住宅団地

バス

ビジネスマン

自動運転タクシー
ビジネスマン

スマートフォン
バスやタクシー情報

出典）町田市「町田市 HP」
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<リアルタイムな交通情報への対応＞

ビジネスパーソン

ビジネスパーソン

ビジネスパーソン



ベビーカー利用

子連れ

子連れで歩者分離の階段や坂道を経由して駅周辺の商業施設まで行き来。買物後は荷物
と幼児を両手に抱え往復

子連れで住宅最寄りのバス停から自動運転バスで駅周辺まで向かい、買物後、帰路は自
動運転バスに乗車や追従自動搬送車に荷物を載せ散策しながら帰宅

自動運転バス

現 状

将 来

出典）北九州市「北九州市 HP」

• 自律移動や遠隔監視
と遠隔操作支援によ
り、歩車分離の地区
内幹線道路を巡回。

追従自動運搬車

出典）Doog「Doog HP」

住宅団地 駅周辺の
商業施設

子連れ

幼児連れ

自動運
転バス

住宅団地

追従
自動搬送車

子連れ
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<既存交通を補完する技術の活用>



６-３ まちの賑わいの基本方針と具体施策

※本内容は、現時点における技術的に可能性のある施策を網羅したものであり、今後南大沢エリア
としての実施可否・優先順位を十分に議論したうえで、具体的な実施内容・時期の検討を行う。

• 街案内等の情報発信によるアクセス
向上

• 遠方からの来訪者の取り込み
• 消費者志向の変化の把握

• 個人のニーズに応じた情報や快適な
買物サービスの提供

• 駅前及び周辺地区における効率的な
荷物搬送・物流環境の整備

• 多様な交流や連携を促進する機会や
場の創出

• 外出を促進する回遊性・滞留性の向
上、まちの賑わいの創出

• 地域の公園や空き店舗の有効活用

基本方針 施策（案）

デジタルスタンプラリー
デジタルタイムセール
地域ポイント
 XR活用

地域SNS
デジタルサイネージ
デジタルマップ

地域コミュニティサイト・ス
ペース

駐車場の満空や場所等情報提供
アバターロボット
無人店舗
施設、店舗内の混雑情報提供
追従自動運搬車
無人宅配ロボット
宅配ロッカー/ボックス
共同配送

まち全体の情報発信

地域資源の最大限活用

効率的な買物、物流サービス

地域コミュニティの形成・支援

交通（モビリティ）

まちの賑わい

情 報

その他
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現 状

将 来

アバターロボット

店舗やまちの情報は各施設等が個別に発信。現地での案内情報も不足
現地で初めて入手できる情報も多い（事前検索・予約ができない）

商業施設 公園

イベント

デジタルサイネージ

出典）NTTドコモ「 NTTドコモ HP」

各店やイベントの情報が現地のデジタルサイネージ等で多様なリアルタイム情報発信
現地での案内も充実。遠隔で現地の多彩な情報を得たり、買い物もできる

出典） avatarin 「avatarin HP」出典） LIVE BOARD 「LIVE BOARD HP」

嵐電嵐山駅 パブリックデジタルサイネージ

『元気な街』南大沢協力の会のイベント
・南大沢マルシェ
・南大沢グリーンデー
・南大沢打ち水大作戦
・ミニSL運行
・ハロウィーンパレード
・アースデー
・クリスマスツリー点灯式
・ストリートパフォーマー開放

来街者
店舗・イベント
公園等の情報 アバター

ロボット

店舗
スタッフ

○○は
売ってますか？
他も見せて！

アバター
ロボット

来店客

○○は
どこに売ってます

か？

店舗裏事務室
又は

在宅勤務

○○は
○○にあります
本日はイベントも
やってますよ
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（１） まちの賑わいの活用イメージ

<まち全体の情報配信・効率的な買物サービスへの対応>



現 状

将 来

駐車場が個別に運営されており、スムースにアクセスできない

駐車場案内サービス
（リアルタイム駐車場情報）

駐車場システム
（車両誘導、満空情報配信）

出典）日本信号「日本信号 HP」 出典）アマノ「アマノ HP」

地域の複数駐車場の満空情報を確認することができる
駐車場が一体的に運営されており、空いている駐車場にスムースに誘導される
民間の駐車場空きスペースもシェアリングで活用されている

駐車場シェアリングービス
（民間空きスペース活用）

出典） akippa 「akippa HP」

商業施設

P P

空満

商業施設

P P

満

空
あと○台入れるどこが

空いてる？
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<効率的な買物サービスへの対応>



現 状
個別施設の取組やイベント等は活発だが、データ連携や技術導入により、もっと快適に回
遊・滞留できる工夫の余地がある。来街者の情報はまちとしては取れていない

将 来
来街者の状況を把握し、店舗の混雑情報を提供されることで来街者は混雑を回避できる。
買い物やイベントの支払時のオンラインアンケートで消費者の情報を得ることでニーズ調
査が可能となる

オンラインアンケート
店舗の混雑情報提供サービス
（リアルタイム混雑情報）

御

御 御

イベント 商業施設

駅
空席あり

イベント 商業施設

駅空席
即埋まる

￥

￥
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<効率的な買物サービスへの対応>



施設、店舗内の混雑情報提供

現 状 買物や飲食等の店舗、施設に到着してから混雑を知り、長い待ち時間や短時間での食事、
混雑する店内での買物。コロナ感染の不安や危険性も

将 来 買物や飲食等の店舗、施設に行く途中で空き情報を知り、施設や時間帯を選びながら店
内でも待たずに飲食や買物。ゆとりのある空間によりコロナ感染予防で安心

出典） unerry 「unerry HP」

屋外のカメラ画像等からの混雑把握

• センサーや許諾されたスマートフォンの位置
情報、カメラ画像から施設や地区における混
雑情報を把握、発信

• 情報はインターネットや屋外等のデジタルサ
イネージで表示

• 把握情報を基に入店や入場数の運用等にも活
用 出典）セキュア

「セキュア HP」

中小規模店舗 大型店舗

幼児連れ

家族連れ

高齢者 車いす利用者

混雑する店舗内店舗内の状況が不明

スマートフォン

余裕のある店舗内

中小規模店舗

大型店舗

幼児連れ 家族連れ

高齢者 車いす利用者
余裕のある店舗内

高齢者

余裕のある店舗内
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<効率的な買物サービスへの対応>



現 状

将 来
荷物運搬ロボットが買物荷物を運搬、帰りは無人回送。丘陵地独特の物流課題を自動運
搬ロボットが解決。高度な商業サービスとして、宅配ロッカーや無人店舗もある。

買い物後の手荷物保持で、高齢者や家族連れに移動負担。店舗の物流もEC・宅配増によ
りドライバー不足で配送負担が増加(バックヤードの作業も膨大）。

無人宅配ロボット 宅配便ロッカー/ボックス 無人店舗追従自動運搬車

出典）Doog「Doog HP」 出典）楽天「楽天 HP」 出典）ヤマト運輸「ヤマト運輸 HP」
出典）セブン-イレブン・ジャパン
「セブン-イレブン・ジャパン HP」

商業施設

商業施設バックヤード
幼児連れ高齢者

住宅団地
宅配ロボット
（自宅まで）

無人回送

運搬・追従ロボット
（駐車場まで
バス停まで）

無人店舗無人移動販売車 宅配ロッカー/ボックス

商業施設
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<効率的な買物・物流サービスへの対応>



ポイント交換

• スマートフォン等を
使い活動量の計測と
ポイントの付与

• 商業施設や交通機関
との連携でポイント
を物品、サービスと
交換

日常の活動等は最短距離の範囲で生活、健康を意識しつつもウォーキング等の取組は
限定的

将 来 健康ポイントの蓄積と見える化により、ウォーキングの定着や駅周辺への往来の頻度増
等を含めて健康寿命の増加。貯めたポイントは地域で各種交換

現 状

地域ポイント

地域包括ケア
情報集約

• 健康情報、介護情報
等、様々な地域包括
ビッグデータを集約、
統合し健康維持に活
用

出典）福岡市「ICTを活用した健康
先進都市の実現」（2017）出典）札幌市「札幌市 HP」

高齢者

車いす利用者
家族連れ

高齢者

家族連れ 車いす利用者中小規模店舗

健康見守り

家族連れ

郊外の住宅

ポイント蓄積

中小規模店舗
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<地域資源の最大限の活用>



６-４ 情報の基本方針と具体施策

※本内容は、現時点における技術的に可能性のある施策を網羅したものであり、今後南大沢エリア
としての実施可否・優先順位を十分に議論したうえで、具体的な実施内容・時期の検討を行う。

施策（案）

多様なサービスを実現する
オープンデータの活用

地域サービス統合アプリ
デジタルサイネージ
 3Dマップ

 5Gアンテナ
 LPWA（低コスト無線システ
ム）

 AI
データマネジメントプラット
フォーム

ビッグデータ解析

ビーコンセンサー
 WEBカメラ
スマートポール

基本方針

• 個別サービス間での連携
• 安心で快適な多様で即時性のあ
る情報の活用や高度化

• 高齢者をはじめ、全ての人が活
用可能な情報端末での発信

• 産学公によるデータ利活用
• オープンデータの公開と活用

• ネットワークインフラの整備の
拡大

• カメラ・センサー等のデータ収
集のためのデバイスの整備

インターフェース

プラットフォーム（OS）

通信・ネットワーク

IoTデバイス

交通（モビリティ）

まちの賑わい

情 報

その他
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サービスの価値を
高めるデータ連携

Ｉ
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ビジネスマン
幼児連れ

行政情報

• 通路柱、掲示板や
キャブボックスと一
体型でタッチ式ディ
スプレイ等により地
域の情報等を表示

• AIとカメラ等を用い
た属性判別機能によ
り閲覧者に応じた情
報や案内の提示可能
な物も有

イベント情報や地域情報は、若者、家族連れ、ビジネスマン、高齢者等、嗜好やニー
ズが異なる層に対して屋外掲示板等で限定された情報を掲載や発信

イベント情報や地域情報は、若者、家族連れ、ビジネスマン、高齢者等、嗜好やニー
ズが異なる層に対してデジタルサイネージ等で閲覧者にあった情報を掲載や発信

デジタルサイネージ（タッチ型や施設内）デジタルサイネージ（属性認識）

出典） NTTドコモ「NTTドコモ HP」、東京都産業労働局「東京都産業労働局 HP」、京王エージェンシ「京王エージェンシー HP」

現 状

京王橋本駅デジタルサイネージ（駅内柱部）

将 来

屋外掲示板
一部のイベント情報

病院

一部のセール情報

公共施設

診療情報

一部の店舗

商業施設

ビジネスマン若者

車いす
利用者 高齢者

家族連れ 幼児連れ

デジタル
サイネージ

行政情報

車いす
利用者

デジタルサ
イネージ

多数のイベント情報

病院 多数の
セール情報

公共施設

高齢者

診療情報

店舗

多数の商業施設
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（１） 情報の活用イメージ

<オープンデータの活用・サービスの価値を高めるデータの連携>



６-５ その他の基本方針と具体施策

※本内容は、現時点における技術的に可能性のある施策を網羅したものであり、今後南大沢エリア
としての実施可否・優先順位を十分に議論したうえで、具体的な実施内容・時期の検討を行う。

施策（案）基本方針

新たな働き方や多様なライフス
タイルを支える職住学の

環境づくり

• 三密回避のための分散化

サテライトオフィス等
遠隔教育

新技術を活用した災害に強い
まちづくり

• 災害時に誰もが必要な情報を
即時入手できる状態の構築

ドローン配送
災害時の情報提供、案内誘導

低炭素で自立分散型エネルギー
環境づくり

• 低炭素で環境にやさしく安全
安心な質の高い地域拠点形成

再生可能エネルギー等
地域エネルギーマネジメント
 ZEB等

交通（モビリティ）

まちの賑わい

その他

情 報
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• 会員制や一時利用が可能なサテ
ライトオフィスやコワーキング
スペース、シェアオフィス

• WEB会議等も実施しやすい業
務環境

郊外の駅からピーク時の混雑する鉄道で都心に向かい、コンパクトなオフィス内で働く人
同士が近接して業務

将 来
在宅や郊外の駅周辺にあるサテライトオフィス、シェアオフィスで勤務。週に数回、余裕
のある電車で都心に快適に移動。コンパクトなオフィス内でもゆとりのある空間で業務

サテライトオフィス

出典）三井不動産「三井不動産 HP」 出典）京王電鉄「京王電鉄 HP」

現 状

既存施設内コワーキングスペース

郊外の住宅 都心
業務地

ビジネスマン

駅 コンパクトな
オフィス内

ピークの
混雑する電車内

鉄道

都心部よりも余裕のある
サテライトオフィス
／シェアオフィス

郊外の住宅
都心
業務地

ビジネスマン

駅

余裕が生じた
コンパクトな
オフィス内

分散で
余裕のある
電車内

鉄道

駅周辺
の業務
施設

既存施設内コワーキングスペース
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（１） その他の活用イメージ

<新たな働き方やライフスタイルを支える職住学の環境づくりへの対応>

ビジネスパーソン

ビジネスパーソン



エネルギーは化石燃料が中心となっており、自動車はガソリン車が主体で、電気自動
車や電動アシストサイクルの充電は遠隔地の火力発電等からの電力で充電

電気自動車/電動アシストサイクル

再生可能エネルギー

将 来
エネルギーは再エネが中心となっており、電気自動車や電動アシストサイクルの充電
は太陽光発電等、地産地消の電力で充電。需要量と発電量の需給調整に電気自動車等
の搭載電池を活用

現 状

出典）日産自動車「日産自動車 HP」、 Open Street 「Open Street HP」

• 電気を搭載の電池に充電
し、走行時は消費すること
でモーターを動かし走行

• 車載の電池は車種により、
給電用の電池としても利用
可能

• 太陽光や風力等を用
いて発電

• 発電量が変化するの
で、蓄電池やEV等を
活用したエネルギー
マネジメントが重要

• 都外の風力発電や大規
模太陽光発電に変更

郊外の住宅

電動
アシストサイクル

EV
ガソリン車

充電

遠隔地の
火力発電等

発電パターン
（日中中心）

郊外の住宅

電動
アシストサイクル

EV ガソリン車

充電遠隔地の
火力発電等 太陽光

発電

太陽光
発電

太陽光
発電

風力発電

発電パターン
（変動）

業務施設 商業施設

充電
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<低炭素で自立分散型エネルギー環境づくりへの対応>

ZEV



地震等の災害時は、道路の損壊やがけ崩れ等が発生し、往来が困難になり各所の被害状
況把握が車等だけでは困難な状況

ドローン配送（運搬用）

将 来
地震等の災害時は、道路の損壊やがけ崩れ等で往来が難しい状況下でも複数のドローン
により状況把握や緊急物質の輸送を行い初期対応

現 状

通行困難の橋

出典） ANAホールディングス「ANAホールディングス HP」

• 災害時等にドローンに
よる緊急物資の配送

• 被害状況等も調査

災害時の案内誘導

緊急車輸送車

出典）ソフトバンク「ソフトバンク HP」

• 災害時等に自動車
の避難を誘導

• 交差点における危
険情報をAI等で判
断し危険を回避

通行困難の橋

通行困難の道路

緊急車輸送車

通行困難の橋

通行困難の道路
ドローン
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<新技術を活用した災害に強いまちづくりへの対応>



６-６ 南大沢スマートシティの将来イメージ 108



６-７ 南大沢スマートシティの主な施策一覧（案）

※本内容は、現時点における技術的に可能性のある施策を網羅したものであり、今後南大沢エリア
としての実施可否・優先順位を十分に議論したうえで、具体的な実施内容・時期の検討を行う。

領域 先端技術による主な具体施策（案） 主な対象（例）

交通（モビリティ）

自動車いす、AIデマンドバス／サービス付帯タクシー、ICT対応パーク&ライ

ド、EVカーシェアリング、電動キックボードシェアリング、電動シェアサイ

クル、超小型モビリティ／グリーンスローモビリティ、MaaS、公共交通情報

等の可変案内板、自動運転バス、自動運転タクシー、自動運転バレーパーキ

ング

学生、勤務者、シニア

まちの賑わい

地域SNS、デジタルサイネージ、デジタルマップ、駐車場の満空や場所等情

報提供、アバターロボット、無人店舗、施設、店舗内の混雑情報提供、追従

自動運搬車、無人宅配ロボット、宅配ロッカー／ボックス、共同配送、デジ

タルスタンプラリー、デジタルタイムセール、地域ポイント、XR活用、地域

コミュニティサイト・スペース

学生、勤務者、シニア

情報

インターフェース 地域サービス統合アプリ、デジタルサイネージ、3Dマップ 学生、勤務者、シニア

プラットフォーム AI、デジタルマネジメントプラットフォーム、ビッグデータ解析 学生、勤務者、シニア

通信・ネットワー
ク 5Gアンテナ、LPWA（低コスト無線システム） 学生、勤務者、シニア

IoTデバイス ビーコンセンサー、WEBカメラ、スマートポール 学生、勤務者、シニア

その
他

業務 サテライトオフィス等 勤務者

教育 遠隔教育 学生

環境 再生可能エネルギー等、地域エネルギーマネジメント 学生、勤務者、シニア

災害 ドローン配送、災害時の情報提供、案内誘導 学生、勤務者、シニア

※XX：前頁に記載のある施策
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7 実現イメージとロードマップ

７-１ 交通(モビリティ)の実現イメージとロードマップ
７-２ まちの賑わいの実現イメージとロードマップ
７-３ 情報(ICTインフラ)の実現イメージとロードマップ

※その他の施策は、技術の進展や関係者との調整等を踏まえ、今後、本事業を推進していく中で適切な時期に検討する。
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７-１ 交通(モビリティ)の実現イメージとロードマップ

※本実現イメージ図は、現時点での予定を整理したものであり、今後の技術・サービスの進展、社会環境、実施事業者や地元関係者との詳細調整
等により、具体的な時期・内容については必要に応じて適宜変更する。

駅前ロータリー

大学

i
EVカーシェアリング

ICT対応
パークアンドライド

公共交通情報等の
可変案内板

アウトレット

MALL

自動車いす

電動
シェアサイクル

超小型モビリティ/
グリーンスローモビリティ

自動運転
バレーパーキング

南大沢駅

電動キックボー
ドシェアリング

住宅街
予約

公園

商業施設

商業施設

バス停と自宅までの移動を補完
するシェアリングサービス

自宅と生活利便施設間の
移動を補完

タクシー運転手が高齢者
の外出をサポート

自家用車駐車後の鉄道利
用者の駐車料金を割引

MaaSを活用した電動シェアモビリティ
サービスの提供や交通情報のスマート
フォン及びデジタルサイネージでの発信

自動運転車両による継
続的なサービス提供

目的地への直接的移動
をサポート

MaaS

自動運転
タクシー

コアエリア

自動運転バス

サービス付帯タクシー

AIデマンドバス

緑道

駐車場

凡 例
中期短期 長期

活用する既存ストック 既存ストックを活用するサービス範囲
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（１） 実現イメージ
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凡 例
中期短期 長期

年度
短期 中期 長期

2020（R2） 2021（R3） 2022（R4） ～2030（R12） ～2040（R22）

体制

電動シェアサイクル

MaaS（レベル2）

電動キックボード
シェアリング

自動車いす

サービス付帯タクシー

超小型モビリティ

MaaS（レベル3）/グリーンス
ローモビリティ/EVカーシェアリ
ング/ICT対応パーク&ライド/公
共交通情報等の可変案内板

AIデマンドバス/自動運転バレー
パーキング/自動運転バス･タク

シー（レベル3）

自動運転バス・タクシー
（レベル4）

検討・事業者調整 実装準備・検証 社会実装

検討・事業者調整 社会実装実装準備・検証

社会実装
検討・事
業者調整

実装準備・検証

検討・事業者調整 実装準備・検証 社会実装

スマートシティ協議会 スマートシティ協議会（新たな運用）

検討・事業者調整 実装準備・検証 社会実装

社会実装実装準備・検証検討・事業者調整

検討・事業者調整 実装準備・検証 社会実装

※本ロードマップは、現時点での予定を整理したものであり、今後の技術・サービスの進展、社会環境、実施事業者や地元関係者との詳細調整等によ
り、具体的な時期・内容については必要に応じて適宜変更する。

※公共交通情報の可変案内板、グリーンスローモビリティ、サービス付帯タクシー、AIデマンドバス、自動運転バス、自動運転タクシー等については、
今後、地域の潜在ニーズの把握を行った上で、既存交通を含めた地域交通施策としての社会実装化を別途検討していく。

検討・事業者調整 実装準備・検証 社会実装

（２） ロードマップ

検討・事業者調整 実装準備・検証 社会実装
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（３） 社会実装施策のイメージ図

• モビリティ領域における社会実装施策（必要性・実現性が高い短期施策）を実現したイメージは下記の
とおりである。

自宅
最寄駅/
バス停

大型
商業施設

店舗

公園

複数の交通手段の提供A

Webチケット・
デジタルマップの提供B複数の交通情報の提供C

•電車やバス等の既存交通に加え、
電動シェアサイクルや電動キック
ボードを利用した移動ができる

•複数の交通情報（運行情報や時刻
表等）をスマートフォン等で確認
できる

•周遊バスチケットを利用して地域
を回遊できる

•施設や公園等でARを活用したナ
ビゲーションやエンターテインメ
ントを利用できる



• 既に「複数の交通手段提供」は実現しつつあり、今後はWebチケットやデジタルマップ（ARナビ）の恒常的
な提供を通じた交通課題の解消を目指す。
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■MaaSによる複数の交通情報・手段の提供

（４）社会実装施策のスキーム図

複数の交通手段の提供A

Webチケット・
デジタルマップの提供B

複数の交通情報の提供C

交通事業者交通事業者

エンドユーザー
（住民/来訪者）

南大沢
ICTインフラ

南大沢
スマートシティ

協議会

複
数
の
交
通
手
段
提
供

W
e
b

チ
ケ
ッ
ト
や

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ

複
数
の
交
通
情
報
提
供

交通事業者
各種の

モビリティ
アプリ

交通機関の直接利用（電車・バス・タクシーなど）

利用・決済

サービス提供

アプリの通じたサービス提供
（電動シェアサイクルや電動キックボード）

Webチケット・
デジタルマップ

アプリ

利用・
決済

サービス提供

交通事業者交通事業者
交通事業者や
駐車場

（リアルタイムでの）運行状況

データ
マネジメント

運行情報や
駐車場情報の提供

•電動シェアサイクルや電動キックボード
を、既存の鉄道・バス・タクシーに加え
提供中

•例えば南大沢周辺（駅前や公園）の周遊
バスチケットなどの提供
• 画面上のチケットをバス運転手や駅務
員らに見せて乗車/改札を入場
•人気スポットやニーズの高い施設への
ARナビの提供

•複数の交通事業者を束ね、リアルタイム
での運行状況や車両の空き状況といった
データをICTインフラで集約し、ユー
ザーへ提供
•まずは南大沢駅前周辺の駐車場情報の提
供などから徐々にサービス拡充すること
も想定

交通事業者交通事業者交通事業者

デジタルマップ
提供事業者

デジタルマップ情報

チケット情報

マップや
チケット情報

ID連携

￥

￥

 ICTインフラ
の管理

 サービスのプ
ロモーション

 Webチケット
や情報提供の
働きかけ

サービス
拡充依頼

サービス
拡充依頼

ICT
インフラ

管理

A

B

C



７-２ まちの賑わいの実現イメージとロードマップ
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※本実現イメージ図は、現時点での予定を整理したものであり、今後の技術・サービスの進展、社会環境、実施事業者や地元関係者との詳細調整等
により、具体的な時期・内容については必要に応じて適宜変更する。

南大沢駅

XR活用

地域SNS
（デジタルマップ）

駐車場案内サービス

宅配ロッカー/
ボックス

施設・店舗内の
混雑情報提供

無人店舗

大学アウトレット

MALL

コアエリア

デジタル
スタンプラリー

地域ポイント

MALL

デジタル
タイムセール

地域コミュニティ
サイト・スペース

公園・緑道・遊歩道

商業施設

アバターロボット

住宅街 Ge
t

荷捌き場

集配所

A

B

C

A

地域SNS（デジタルマップ含む）を活用し
たスマートフォンやデジタルサイネージ上
での地域情報発信及びコミュニティ活動

デジタルスタンプラリー等を通じた
地域ポイント付与、デジタルタイム
セールを通じたポイントの利用

XRを活用した街の歴史や四季の
景色の再現を行うイベント

空き家を活用した集配所の設置
と共同配送

戸建て住宅や団地へのIoT宅配
ボックス設置

アバターロボットを活用
したリモートでの接客

無人AI決済技術
を活用した無人
店舗

荷捌き所から販売
店舗への無人の荷
物運搬

AIカメラを活用
したwebサイト等
を通じた混雑情報
発信

空き駐車場と駐車場利用
希望者のマッチング

追従自動
運搬車

無人宅配
ロボット

Pa
y

駐車場

商業施設

デジタルサイネージ
（デジタルマップ）

セルフ

凡 例
中期短期 長期

活用する既存ストック 既存ストックを活用するサービス範囲

共同配送

（１） 実現イメージ
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凡 例
中期短期 長期

年度
短期 中期 長期

2020（R2） 2021（R3） 2022（R4） ～2030（R12） ～2040（R22）

体制

デジタルサイネージ（単一事業
者）/店舗、施設内の混雑情報
提供/駐車場案内サービス

デジタルマップ/デジタルスタ
ンプラリー/デジタルタイム

セール/XR活用

地域コミュニティサイト・ス
ペース/地域SNS/地域ポイント

アバターロボット/
追従自動運搬車（特定施設間）

デジタルサイネージ（複数事業
者）/宅配ロッカー・宅配ボッ

クス

無人店舗/無人宅配ロボット
（特定施設間）/共同集配

追従自動運搬車・無人宅配
ロボット（地区導入）

検討・事業者調整
実装準備
・検証

社会実装

社会実装

検討・事業者調整
実装準備
・検証

社会実装

実装準備・
検証

検討・事業者調整

実装準備・検証
検討・事業
者調整

社会実装

スマートシティ協議会 スマートシティ協議会（新たな運用）

検討・事業
者調整

実装準備・検証 社会実装

社会実装
実装準備・
検証

検討・事業者調整

※本ロードマップは、現時点での予定を整理したものであり、今後の技術・サービスの進展、社会環境、実施事業者や地元関係者との詳細調整等によ
り、具体的な時期・内容については必要に応じて適宜変更する。

検討・事業者調整
実装準備
・検証

社会実装

（２） ロードマップ
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（３） 社会実装施策のイメージ図

• まちの賑わい領域におけるデジタルサイネージやSNSによるコンテンツ提供、交流・施設利用機能の提供、
コミュニティスペースの提供のイメージは下記のとおりである。

住民・学生・来訪者
ICTインフラ

交通事業者

商業施設

・店舗

東京都・

八王子市

東京都立大

団地や公園

今度あそこに
行ってみよう

コミュニティや
サークルを探したい 地域のみんなと

交流してみたい

地域・交通・

行政・イベント・

コミュニティ

等に関する情報・

デジタル
サイネージ

SNS
地域や行政の

コンテンツ

施設や部屋
を予約したい

デジタルサイネージやSNS
によるコンテンツ提供

交流・施設利用機能の提供

コミュニティスペースの提供

SNSに投稿
してみよう

施設情報やイベント情報

施設・イベント・

コミュニティ情報

地域・交通・行政

・イベント等情報
こんなイベントや
場所があるんだ

コミュニティスペースやカフェ
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（３） 社会実装施策のイメージ図

• まちの賑わい領域におけるスタンプラリー形式でのサービスのイメージは下記のとおりである。

スタンプラリー形式でのサービス提供

住民・学生・来訪者

店舗A：✓
店舗B：
店舗C：✓
公園1：✓
公園2：

南大沢のお店で
沢山買い物しよう

南大沢周辺の店舗や公園等

ICTインフラ
店舗や

イベント情報

スポットを回って
スタンプを集めよう

いろいろなお店や
公園を巡ってみよう

スタンプラリー

アプリ

店舗や

イベント情報

購買履歴

店舗や公園等のスポットを巡ってスタンプを集める

スタンプの収集状況に

応じた特典の提供



ICTインフラ
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（３） 社会実装施策のイメージ図

• 駐車場の満空情報等の提供サービスに関するイメージは下記のとおりである。

駐車場の満空情報等の提供

住民や来訪者ら

空

満

混

どこに駐車場が
あるのかしら

駐車場は
空いているかな

あそこの駐車場が
空いているみたい

•センサーやカメラから得た満
空情報をICTインフラに連携

センサー・

カメラ

センサー・

カメラ

センサー・

カメラ

•駐車場の場所や満空
情報をスマートフォ
ンや車両へ提供

•比較的離れた駐車場
に停めたユーザーに
は特典等を提供

公園

商業施設

商業施設



• オンラインを活用した情報発信にとどまらず、コミュニティの形成・活性化の仕組みをオンライン・オフラ
イン双方で提供していくことでコミュニティ形成・活性化を目指す。
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■オンライン・オフライン融合のコミュニティ形成

南大沢
スマートシティ

協議会

エンドユーザー

デジタル
サイネージ
筐体

SNS
（各プレーヤー
が直接利用）

デジタル
サイネージ事業者

交流・施設利用
サービス

南大沢
ICTインフラ

コミュニティスペース
（オフライン）

交通事業者

商業施設
・店舗

東京都・
八王子市

東京都立大

UR・JKKや
近隣の公園

コンテンツ
マネジメント

イベント管理

施設予約管理

住民

都立大学生

来訪者

南大沢エリア
各種

コミュニティ

地域・行政

コンテンツ

情報・口コミ

イベント・

コミュニティ

施設予約状況

スペース利用・購買

運営への参加

地域・行政

コンテンツ

イベント・

コミュニティ情報

施設情報・

予約情報

施設情報・

イベント情報

申込・予約

交通情報（運行情報や空き車両等）

店舗・

イベント情報

行政・

イベント情報

イベント・

サークル情報

スペースの提供

管理者

スペース提供

デジタルサイネージや
SNSによるコンテンツ提供A

 地域コンテン
ツ・イベント
の掘り起こ
し・管理・出
し分け

 ICTインフラの
管理

 各サービス・
施設のプロ
モーション

交流・施設利用機能の提供B

コミュニティスペースの提供C

コンテンツ

管理・出分け

ICTインフラ

管理

地域・行政

コンテンツ

施設・イベント情報

管理・データ収集

データ提供

•地域のイベントや商業施設・店舗・公園、生活
情報等に関する情報をデジタルサイネージで提
供

• SNSを通じて南大沢エリアの事業者・団体が情
報発信

•地域のコミュニティや大学のサークル、各種イ
ベントやメンバー募集の情報を集約・提供

•施設（体育館や集会所等）の施設予約機能を提
供

•例えば地域のスポーツサークルと都立大のサー
クルによる交流会などの開催を促す

•例えば団地内にカフェや多目的スペースを設け、
住民や学生が利用者にとどまらず、運営側に参
加しながらコミュニティを形成・活性化

A

B

A

C

（４）社会実装施策のスキーム図（１/３）



• まずはスタンプラリーのサービスを恒常的に行うことで回遊性向上を目指す。
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■地域ポイント等による回遊性向上

南大沢
ICTインフラ

南大沢
スマートシティ

協議会

イベント管理

店舗等の
データ

マネジメント

まずはスタンプラリー形式で
サービス提供A

 スタンプラ
リー参加施設
の掘り起こし

 スタンプラ
リーの運営・
プロモーショ
ン

 特典の収集・
管理

 ICTインフラの
管理

店舗等情報の利活用を推進B

エンドユーザー
（住民/来訪者）

スタンプラリー
アプリ

商業施設
・店舗

公園

南大沢駅前
周辺駐車場

購買・来訪・利用

スタンプ
の付与

スタンプ
収集状況や

履歴・得点の確認

店舗や
特典等情報

スタンプの付与
（ユーザーの購買・来訪に基づく）

店舗等・
イベント情報

店舗等・
イベント情報

収集した店舗等やイベントの
オープンデータは他サービスでも利活用を推進

駐車場の
満空情報

駐車場の満空情報

•地域ポイントの実現にはその原資の獲得や仕
組み・システムづくりに相応のリードタイム
がかかる

•まずは地域のスタンプラリーおよび特典の提
供を柱としたサービスを恒常的に提供するこ
とを目指すか

•スタンプラリーの実施を通じて南大沢エリア
におけるユーザーの購買状況を可視化

•スタンプラリーの拡充と軌を一にして店舗等
の情報をICTインフラに蓄積

スタンプの収集状況に応じた特典の提供

特典の拠出

購買情報

•蓄積された店舗等の情報は他のサービスでも
利活用を推進していく 例）デジタルマップ
（ARナビ）での店舗等情報の表示など

A

B

（４）社会実装施策のスキーム図（２/３）



• 南大沢駅周辺の駐車場における満空情報等をユーザーに提供することで、地域課題の解消や経済効果を実現していく。
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■駐車場の満空情報等の提供サービス

駐車場の満空情報等を提供

• 南大沢エリアでは、特に週末にお
ける駐車場の満車状態が地域課題
の1つ

• 事業者からも駐車場の利用に関す
る声がある（駐車場利用の偏り、
場所の案内等）

駐車場
（南大沢駅前周辺）

南大沢
ICTインフラ

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
（
住
民
や
来
訪
者
等
）

デジタル
サイネージ

SNS

別の各種サービス
（アプリ）

満空情報のデータ連携

（ほぼリアルタイムで提供）

各駐車場の
管理システム

センサー
やカメラ

駐車場の
基本情報

場所や料金、収容台数や

対応可能な車両サイズ等

（あらかじめデータを共有）

デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ポータル等での

満空情報等の提供

データ

連携
満空情報

等の提供

駐車場の利用

課
題

解
決
の
方
向
性
（
サ
ー
ビ
ス
案
）
と
想
定
効
果

ユーザーに対して…

• やや遠方の駐車場を利用したユーザーに対して割引クーポンなどを提供する案

• ダイナミックプライシングを用いて曜日や時間帯で料金を可変とする案 等

• 南大沢駅前周辺には複数の駐車場
があり、これらの満空情報や場所
等の情報をユーザーに対して（ほ
ぼリアルタイムで）提供すること
で地域課題の解消を目指す

• 各駐車場の管理システムやセン
サー・カメラ等から満空情報を
ICTインフラにデータ連携

• ユーザーはICTインフラのポータ
ル（仮）や各種サービス（SNS
等）から近隣の駐車場の満空状況
や場所を把握・利用

• 駅前周辺の駐車場利用が促進され
ることにより、駐車場を運営する
事業者への経済効果（駐車場利用
や店舗での購買）も期待される

（４）社会実装施策のスキーム図（３/３）



７-３ 情報(ICTインフラ)の実現イメージとロードマップ

既存のインターフェースを利用し、
サービス開発に集中できるため参入しやすい。

新しいサービスが次々と生まれることで
生活しやすくなる・訪れたくなる。

新サービス

i

サービス

i

デジタルサイネージ

IoTデバイス取得データ I/F・サービス取得データ

南大沢地域共通のプラットフォーム

WEBカメラ

ビッグデータ解析

AI

web・SP

エリア内外の様々な
データが連携

※個人情報の取り扱いを考慮 行政のオープンデータ
プラット
フォーム
（OS）*

通信・
ネット
ワーク

IoT
デバイス

他地域の
プラットフォーム

南大沢駅前・駅周辺の通信・ネットワーク環境 都立大のローカル5G環境

５G LPWA wifi

データマネジメントプラットフォーム

TDPF

５G

ローカル5Gの利活用等
による通信環境整備

先端技術を活用した
都市活動に関する情報の取得

インター
フェース

モバイル

一元化もしくは相互連携さ
れた情報の提供

地域サービス
統合アプリ

MaaSアプリ 地域SNSアプリ 地域ポイント
アプリ

サイネージ 3Dマップ

３Dマップ

スマートポール ビーコンセンサー

デジタルサイネージ

既存環境をより有効的に
利用できるようになる。

既存環境

スマートポール

凡 例
中期短期 長期

※本実現イメージ図は、現時点での予定を整理したものであり、今後の技術・サービスの進展、社会環境、実施事業者や地元関係者との詳細調整等
により、具体的な時期・内容については必要に応じて適宜変更する。

*プラットフォームの構築の有無・運用方法については関
係者との調整により今後具体的に検討する
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（１） 実現イメージ
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凡 例
中期短期 長期

年度
短期 中期 長期

2020（R2） 2021（R3） 2022（R4） ～2030（R12） ～2040（R22）

体制

Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
基
盤

デジタル
サイネージ

WEBカメラ

地域サービス
統合アプリ/AI/
ビッグデータ解析

ビーコン
センサー

データマネジメント
プラットホーム

3Dマップ

5G/
スマートポール

LPWA

検討・事業者調整 社会実装
実装準備
・検証

社会実装

検討・事業者調整 社会実装

社会実装
実装準備
・検証

検討・事業者調整

社会実装
実装準備
・検証

検討・事業者調整

社会実装検討・事業者調整

社会実装実装準備・検証
検討・事業
者調整

検討・事業者調整
実装準備
・検証

実装準備
・検証

社会実装
実装準備
・検証

検討・事業
者調整

スマートシティ協議会 スマートシティ協議会（新たな運用）

※本ロードマップは、現時点での予定を整理したものであり、今後の技術・サービスの進展、社会環境、実施事業者や地元関係者との詳細調整等によ
り、具体的な時期・内容については必要に応じて適宜変更する。

実装準備
・検証

（２） ロードマップ



（参考）社会実装施策の展開
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• 概ね１年程度をめどに実施主体とサービスの具体化と業務・システム構築及びICTインフラの構築を進める。
その上で段階的にサービス導入を開始していく。

ニーズ・ペイン
および施策の見極め

実施主体の定義

ICTインフラ構築に向けた
役割分担の定義と構築

サ
ー
ビ
ス
企
画
の
具
体
化

ニーズ・ペインや
過年度実証の

棚卸・施策見極め

サービス毎の
実施主体の定義

サービス要件の定義
および

ビジネスモデルの具体化

業務プロセス定義
（・システム構築準備）

サービス導入準備

先行事例における
成功要因や
実現に向けた

課題の整理・分析

ICTインフラ構築・
運用主体の定義 システム要件の定義

（ICTインフラの共通機能/
個別サービスに必要な機能）

パイロットの実施

周知説明・PR

個々のサービスに必要な
システムの整備

ベンダー調達

ICTインフラの構築

実施主体の決定

サービスの具体化完了
実施主体を中心とした
各サービスの具体化 段階的にサービス導入

各サービスの
実施主体を定義

各サービスならびに
ICTインフラの要件定義

各サービスの導入準備と
ICTインフラの構築

オンライン・
オフライン融合の
コミュニティ形成

地域ポイント

駐車場

MaaSによる
複数の交通情報・
手段の提供施策

概ね1年程度の期間での実施を想定



8 ICTインフラの方向性

８-１ ICTインフラ構築の目的
８-２ ICTインフラ構築の全体像
８-３ ICTインフラ構築の展開

126



８-１ ICTインフラ構築の目的

• ICTインフラを構築・提供することで、各種サービス（アプリ）を個別に開発・提供するだけでは実現が難
しい利便性の向上や新サービス・機能の提供、ビジネス機会拡大とマネタイズを実現させていく。
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（１） ICTインフラ構築の目的（提供価値）（１/２）

【出典】R4第1回南大沢スマートシティ協議会 赤点線はパーソナルデータとなる可能性が高いデータ群

• 地域課題の解消を念頭に３つ
のサービスを構想

① 個々のサービスを連携させ
利便性を向上させるため

② 将来的にはパーソナルデー
タも扱うことで利便性を更
に向上させるため

③ 新たなサービスや機能を比
較的低コストで提供できる
拡張性を確保するため

④ ビジネス機会を拡大してマ
ネタイズを実現するため

サービス単独でなく
なぜICTインフラが必要か？



• ICTインフラを構築・提供することで、各種サービス（アプリ）を個別に開発・提供するだけでは実現が難
しい利便性の向上や新サービス・機能の提供、ビジネス機会拡大とマネタイズを実現させていく。
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（１） ICTインフラ構築の目的（提供価値） （２/２）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
が
提
供
す
る
機
能
群

データの集約・
提供と相互利用

アプリ・
共通機能の提供

利用者（エンド
ユーザー・サービ
サー）の獲得・送

客

• データを収集して（ある程度リアルタ
イムで）提供する 例:駅周辺の駐車場
満空情報の提供

• 大量のデータを蓄積・提供する 例：
自治体のオープンデータ

• 各種サービス（アプリ）が同じデータ
を相互に活用可能とする

• 共通サービスや機能を提供・共有可能
とする 例：決済・ID認証・オプトイ
ン等の機能提供

• 利用者をICTインフラに集め、各種
サービス（アプリ）の利用率を上げ
る・相互送客する

• 各種サービス（アプリ）・ICTインフ
ラの利用動向からニーズを把握する

• 協議会のような社会的信用を有する組
織がお墨付きを与えた各種サービスを
提供する

1

2

3

価値を創出する源泉 提供価値の内訳

• データの提供による利用者の利便性
向上

• 各種サービス（アプリ）の高度化に
よる利用者の利便性向上

• 各種サービス（アプリ）の高度化に
伴う利用者の利便性向上

• 共通サービス・機能の利用を通じた
開発・運営コストの抑制

• 利用者の獲得・送客によるビジネス
機会・規模の拡大

• ニーズの把握・反映を通じた各種
サービス（アプリ）の高度化による
利用者の利便性向上

利便性
向上

コスト
抑制

ビジネス
拡大

✓

✓ ✓

✓✓



• モビリティ部会、まちの賑わい部会でのサービス企画に係る討議結果から、ICTインフラに求められる要件
としてA～Cを取りまとめた。
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（２） サービスに関する検討結果とICTインフラ検討へのインプット

サービス企画に関する部会での検討結果 ICTインフラ構築に向けたインプット

① 複数の交通手段を提供する取り組み（電動キックボード等）
については引き続き推進していく

② 駐車場の満空情報等の提供については実現に向けた実施主体
およびサービスの具体化を進めていく

③ Webチケットやデジタルマップについては、まずはユーザー
のニーズの確認や実施主体の検討を中心に継続検討する

① デジタルサイネージは南大沢エリアでの継続実施を視野に課
題やビジネス観点（広告料等）の検討を推進する

② 駐車場の満空情報（動的データ）・場所（静的データ）等の
ローカルデータ提供については実現に向けた実施主体および
サービスの具体化を進めていく

③ 施設予約機能をはじめとした交流・施設利用機能の提供につ
いては実現に向けて、まずは実施主体およびサービスの具体
化を進めていく

④ コミュニティスペースの提供は既存の類似サービスでも種々
の課題があることを踏まえて、まずは実施主体およびサービ
スの具体化を進めていく

モ
ビ
リ
テ
ィ

ま
ち
の
賑
わ
い

A) 既存の各種サービスや外部データとICTインフラとがデー
タ連携できる仕組みを持つこと

• 電動キックボードや電動シェアサイクルなど、既存の
サービスとAPI連携できる仕組みを持たせる

B) （ア）デジタルサイネージによるコンテンツ提供、（イ）
交流・施設利用データ提供、（ウ）駐車場の満空情報等の
提供をICTインフラで提供できること

• （ア）は地域や行政/商業コンテンツを提供できるよ
う、コンテンツのマネジメント機能を有すること

• （イ）は施設やコミュニティ・サークルのデータを
ICTインフラに連携・マネジメントできるよう、まず
は必要なデータを集約すること

• （ウ）は複数の駐車場システムやセンサー・カメラ等
からのデータをICTインフラへ連携・マネジメントで
きる機能を有すること

C) 今後のサービス追加、ICTインフラそのものの機能拡張が
容易な構造とすること

モビリティ

まちの
賑わい

情報・
その他



８-２ ICTインフラ構築の全体像
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（１） ICTインフラの全体像（案）

既存アプリ/サービス

デ
ー
タ
・
ア
セ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス

IC
T

イ
ン
フ
ラ

八王子市東京都

利用者

ICTインフラにて
蓄積すべき情報

（将来的に南大沢のICTインフラ
にてオプトイン情報等を持つ場合は

その情報を含む）

南大沢周辺商業施設 施設管理団体データICTインフラのDB

イベント情報
等

施設の
予約情報

等

イベント情報
等

行政データ

・・・

駐車場の満空情
報を提供する
サービス

地域のコミュニ
ティ・施設の一元
管理サービス

データの
カタログサイト

電動
キック
ボード
アプリ

シェア
サイク
ルアプ
リ

データ処理機能
(匿名化/統計化)

共通ID発行／管理（OpenID Connect準拠）

認証・認可機能（OAuth2.0準拠） オプトイン・データ流通管理機能

Ａ
Ｐ
Ｉ
・
開
発
者

ポ
ー
タ
ル

（
O

A
S

3
.0

準
拠

）

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ認証

データ仲介（ブローカー）機能／オープンデータ用 ブローカー機能／パーソナルデータ用

Ａ
Ｐ
Ｉ
管
理
機
能

A
P

I
G

a
te

W
a
y

API GateWay

API GateWayAPI GateWay

イベント情報
等

市所有施設の
予約情報

等

イベント情報
等

駐車場
満空情報

等

【凡例】
ICTインフラ構成要素

データ

API接続

将来必要性を検討すべき
ICTインフラ構築要素

サービスポータル/アプリ

カメラ

センサー

駐車場
満空情報

等

カメラ

センサー

デジタルサイ
ネージ管理

（必要に応じて
CMSなど含む）

A) 各種サービスや外部のデータが
ICTインフラとデータ連携できる
仕組みとしてのAPIの整備

C) 将来的には共通IDやオプトイン
によるデータマネジメント機能
等の実装も目指し、これらも含
めた全体像を構想

 1つのIDで様々なサービス・機
能が利用可能となり利便性が
向上する共通ID機能

本人同意に基づくパーソナル
データの連携・利便性の向上
に資するオプトイン機能 等

B) デジタルサイネージのコンテン
ツや交流・施設利用データ、駐
車場の満空情報等をICTインフラ
で提供できる機能を構築

• モビリティ部会・まちの賑わい部会で検討しているサービスを踏まえるとICTインフラはAPI接続の管理、
データ仲介に関する機能が必要になると想定される。



• 内閣府が掲示するリファレンスアーキテクチャを参考に、ICTインフラの要件定義における主な検討事項を
イメージとして提示する。
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（２） 要件定義のイメージ

構成層 機能群

機能

サービス連携

認証

サービスマネジメント

データマネジメント

データ

データ連携

アセットマネジメント

外部データ連携

セキュリティ

その他非機能
（運用要件等）

非機能要件

リファレンスアーキテクチャでの定義

都市OS上で動作する各種サービスと連携する機能やAPIを提供。共通サービスや
オープンAPI を提供し、API管理や都市OS間連携の機能を持つ。

利用者、又は、スマートシティサービス、他都市OSに対して、用途に応じた認証方
法を提供。認証・認可やユーザ管理の機能を持つ。

都市OS上で動作するスマートシティサービスを管理する機能を提供。サービス管理
やサービス利用履歴管理の機能を持つ。

都市OSに保存・蓄積するデータの管理や、地域内外に分散されたデータを仲介する
機能を提供。データ仲介やデータ管理の機能を持つ。

都市OSと連携するスマートシティアセットや他システムの管理と、スマートシティ
アセットへの制御を実行する機能を提供。デバイス管理やシステム管理の機能を持
つ。

スマートシティアセット、又は、他システムとのインタフェースを管理し、データ
フォーマットやプロトコル差異を吸収する機能を提供。データ処理やデータ伝送の
機能を持つ。

都市OSの内外部の脅威から都市OSを防御するために必要な機能を提供。

都市OSのITシステム運用に必要なシステム管理機能や管理プロセスを提供。等



８-３ ICTインフラ構築の展開

• 2023年度から最小限のサービスと連携したオープンデータを扱うICTインフラの構築に向けて着手する。そ
の後、サービス・取り扱いデータの拡充と合わせICTインフラの機能も拡張/他都市・エリアとの連携を実現
していく。
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（１） ICTインフラ構築の展開（予定）

ICTインフラの
提供主体

アプリ

サービサー
（提供主体）

やり取りする
データ

データの
利活用案

サ
ー
ビ
ス

デ
ー
タ

機能の概要

IC
T

イ
ン
フ
ラ

2023年度～ ～2026年度 2027～2029年度

中期

南大沢スマートシティ協議会を核とした事業体

プロモーションを通じて事業体への参画団体・企業が徐々に増加

地域情報（公共）
MaaS（個別）

地域コミュニティ（個別）

地域情報（公共＋民間）
MaaS（共通）

地域コミュニティ（共通）

協議会の既存メンバーである団体・企業ら 新たな団体・企業がサービサーとして参画

オープンデータ中心
（地域の公開情報・地域コミュニティやMaaS情報等） オープンデータ＋

パーソナルデータ（南大沢の住民・学生の各種情報）パーソナルデータ（実証）

サービスの本格実装に注力
蓄積したデータを活用した
既存サービスの高度化

蓄積したデータを活用した
新サービスの構築・提供

オープンデータを取り扱える
最小限の機能

• ポータル（カタログ）機能
• 駐車場満空情報等の提供機能
• アプリとのデータ連携機能（API）

パーソナルデータを扱う機能を追加
• オプトイン・セキュリティ機能
• データの分析機能 等

他都市・エリア連携の機能を追加

2030年
▼

※本内容は、現時点での予定を整理したものであり、今後の技術・サービスの進展、社会環境、実施事業者や地元関係者との詳細調整等に
より、具体的な時期・内容については必要に応じて適宜変更する。



• 概ね１年程度をめどに、サービスの具体化と同期をとりつつICTインフラの構築を進める。
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（２） ICTインフラの構築に向けた直近の検討事項

ニーズ・ペイン
および施策の見極め

実施主体の定義

ICTインフラ構築に向けた
役割分担の定義と構築

サ
ー
ビ
ス
企
画
の
具
体
化

ニーズ・ペインや
過年度実証の

棚卸・施策見極め

サービス毎の
実施主体の定義

サービス要件の定義
および

ビジネスモデルの具体化

業務プロセス定義
（・システム構築準備）

サービス導入準備

先行事例における
成功要因や
実現に向けた

課題の整理・分析

ICTインフラの構築・
運用主体の定義 システム要件の定義

（ICTインフラの共通機能/
個別サービスに必要な機能）

パイロットの実施

周知説明・PR

個々のサービスに必要な
システムの整備

ベンダー調達

ICTインフラの構築

実施主体の決定

サービスの具体化完了
実施主体を中心とした
各サービスの具体化 段階的にサービス導入

各サービスの
実施主体を定義

各サービスならびに
ICTインフラの要件定義

各サービスの導入準備と
ICTインフラの構築

オンライン・
オフライン融合の
コミュニティ形成

地域ポイント

駐車場

MaaSによる
複数の交通情報・
手段の提供施策

概ね1年程度の期間での実施を想定



ICTインフラの構築・運用費用の捻出パターン ICTインフラ構築・運用の各ステップにおける予算や補助金の活用イメージ

特定の事業者・
団体が負担

コンソーシアムの
会費

（会費の一部を充当）

ICTインフラの
利用料

国からの補助

1

2

3

4

• 運営主体（コンソーシアム等。
南大沢における協議会）に参加
している企業や団体が費用を負
担

• 運営主体に参加している企業・
団体から会費を徴収・一部を充
当 ※南大沢スマートシティ協
議会では会費の徴収は想定しな
い

• ICTインフラを利用する企業・
団体（・市民）から利用料を徴
収

• 固定的ないしはトランザクショ
ンごとに料金を課金

• 例えば総務省や国交省によるス
マートシティやデータプラット
フォームに関する補助

要件定義 構築 運用

①協議会にて負担

④国からの補助を活用
（該当する案件への応募・採択が必須）

③ICTインフラの
利用料徴収

②協議会の会費

ステップ

活用する
予算や補助金

• 要件定義の費用は
協議会での負担を
軸としつつ、後続
の構築まで見据え
国の補助獲得を目
指す

• 国の補助を活用し
て南大沢スマート
シティにおける
ICTインフラを構
築

• 運用費用は協議会
の会費（東京都や
八王子市からの助
成金も含まれると
運営が安定）を軸
に、加えて利用料
収入も見込む

• 南大沢スマートシティにおけるICTインフラの構築・運用に必要な費用の確保に向けた検討も今後必要とな
る。

（参考）ICTインフラの構築・運用に係る費用の考え方
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9 実証実験

９-１ 実証実験の概要
９-２ 令和２年度実証実験
９-３ 令和３年度実証実験
９-４ 令和４年度実証実験
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９-１ 実証実験の概要

• 令和２年度から令和４年度にかけて、具体施策等の検討を踏まえ、モビリティ、まちの賑わい、情報・その
他に関する多様な実証実験及び評価を行った。
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（１） 概要

地域の現況・
ニーズ・将来動向

地域の
課題

スマートシティ
の基本方針

具体施策

スマートシティの
ビジョン・コンセプト

実証実験

年度 モビリティ まちの賑わい 情報・その他

目的
・ラストワンマイルの確保
・エコで多様な移動ニーズへの対応

・まち全体の情報発信
・効率的な買物・物流サービスの提供
・地域資源の最大限活用

・多様なサービスを実現するオープ
ンデータの活用

・サービス価値を高めるデータ連携

Ｒ２
○自動運転車いす

○自動運搬ロボット
○アバターロボット －

Ｒ３
○ＭａａＳ

○電動シェアサイクル
○デジタルスタンプラリー －

Ｒ４ ○電動キックボーﾄﾞシェアリング ○デジタルサイネージ ○3Dデジタルマップ



９-２ 令和２年度実証実験

【今回実証実験】
歩行者ネットワーク、施設内等における「自律走行モビリティ」等の実
験・検証（自動運転レベル３・４）

▷駅前地区において、高齢者等が自動運転車いすで移動する、買
い物客が自動運搬ロボットに荷物を運んでもらう。
・車椅子に乗った高齢者・子育て世代が利用
・歩行が困難な高齢者、大量に買物した家族連れが利用

▷移動・搬送終了後は自律走行で待機場所等まで戻る。

背景と目的

■南大沢駅周辺地区は、大学や広域商業施設があり多くの
人が訪れる賑わい拠点である一方、丘陵地のため居住者
の移動に負担があり、高齢化を見据えた取組等が課題

■「自律走行モビリティ」等を活用した課題への対応
①高齢者等の徒歩移動負担の軽減
②手荷物保持による移動負担の軽減
③モビリティ未利用時の自律回送による利用偏在対応

今回実証実験と将来展開イメージ
【将来展開イメージ】
▷駅の周辺地区において、自動運転 車椅子等で自宅まで
楽に移動できる、自動運搬ロボットが自宅まで荷物を運
んでくれる。
・駅前地区の駐車場まで、バス停まで
・お店まで、病院まで、自宅まで

▷移動・搬送終了後は、自律走行でシェアリング駐車場・
共同集配所等まで戻る。

＜自動運転 車椅子＞

＜自動運搬ロボット＞

実験機器実施時期

■実施時期
・2021年３月15日(月)～18日(木)

■実施時間帯
・３月15(月)  12:30~15:30
・３月16日(火)～18日(木) 
10:30~15:30

■実施環境
・雨天中止

＜店舗案内・
買物ロボット＞

※商業施設内の業務利用
（バックヤード他）

・2021年３月9日（月)～18日(木)
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（１） 概要



出典）国土地理院「地図・空中写真閲覧サービス」

パオレ

三井アウトレットパーク多摩南大沢

フレンテ
南大沢

プラザ
A

ガレリア・ユギ
（イトーヨーカドー

南大沢店）

東京都立大学
南大沢キャンパス

京王相模原線
南大沢駅

ファブ南大沢

サザンウインズ
南大沢

②商業施設等での
先端ロボット実験

自動運搬
ロボット

店舗案内・
買物ロボット

①自動走行モビリティ
実験

自動運転
車椅子

自動運搬
ロボット

出典）多摩ニュータウン開発センター「南大沢グルメマップ」

①自動走行モビリティ実験
三井アウトレットパーク多摩南大沢 立体A駐車場5階屋上
・3/15(月)～18(木)

②商業施設等での先端ロボット実験
三井アウトレットパーク多摩南大沢 バックヤード

・3/9(月)~13(土） 自動運搬ロボット
・3/12(金)~18(金） 店舗案内ロボット（不定期検証）

自動走行モビリティ実験設営図
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（２） 実施場所



①自動走行モビリティ実験
・3/15(月)～18(木)

三井アウトレットパーク多摩南大沢
立体A駐車場5階屋上

• 自動車いす、自動運搬ロボットについては、駐車場や商業施設、駅周辺含む街中、
住宅地内までかなり期待できるとの評価である。

• 自動車いすは高齢者の日常移動に、自動運搬ロボットは高齢者や子連れの買物時に
かなり有効との評価である。

○近い将来、南大沢内を行き来することへの期待

○自動車いすはどの程度有効か

○自動運搬ロボットはどの程度有効か

■自動車いす、自動運搬ロボット

実証実験アンケート 3/15(月)~18(木)4日間 N=65

自動車いすが駐車場の傾斜スロープを走行

自動運搬ロボットの自動追従

自動車いすの自動運転の後を自動運搬ロ
ボットが自動追従

49%

29%

25%

45%

43%

54%

6%

25%

15%

3%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①駐車場や商業施設内

②駅周辺含む街中

③住宅地内

1.かなり期待 2.期待 3.分からない 4.あまり期待しない 5.期待しない

52%

9%

18%

42%

46%

55%

5%

28%

15%

14%

9%

3%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①高齢者の日常移動

②他の世代の日常移動

③観光回遊時など

1.かなり有効 2.有効 3.分からない 4.あまり有効でない 5.有効でない

57%

46%

22%

32%

35%

55%

5%

17%

3%

12%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①高齢者の買い物時

②子連れの買い物時

③その他の人の買い物時

1.かなり有効 2.有効 3.分からない 4.あまり有効でない 5.有効でない
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（３） 結果



②商業施設等での先端ロボット実験
三井アウトレットパーク多摩南大沢

• 自動車いす、自動運搬ロボットについては、駐車場や商業施設内、高齢者向
けで評価が高い。

• アバターロボットについては、施設の出入口や街中では駅前交通広場での案
内で有効との評価が高い。

■アバターロボット

○南大沢の街中でアバターロボットはどの程度有効だと思うか

○南大沢の商業施設内でのアバターロボットによる
サービスはどの程度有効だと思うか

対応スタッフは
離れた総合案内カウンターから応対

17%

12%

14%

11%

49%

35%

26%

31%

6%

22%

25%

26%

5%

9%

6%

26%

26%

26%

26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①施設の出入口（総合窓口等）で案内

②施設内を一緒に移動しながら案内

③自分で遠隔からロボットを操作し店内回遊・閲覧

④自ら遠隔からロボットを操作し注文・決済・配送

1.かなり有効 2.有効 3.分からない 4.あまり有効でない 5.有効でない 6.無回答

15%

18%

9%

12%

23%

34%

40%

42%

43%

46%

18%

11%

12%

9%

6%

5%

9%

8%

2%

2%

26%

26%

26%

26%

26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①駅前（改札付近）での案内

②駅前交通広場（バスやタクシー乗り場）での案内

③歩行者広場内での案内

④公園やレクリエーション施設での案内

⑤公共施設（市役所・図書館）等での案内

1.かなり有効 2.有効 3.分からない 4.あまり有効でない 5.有効でない 6.無回答

実証実験アンケート 3/15(月)~18(木)4日間 N=65

商業施設入口に設置したアバター
ロボットにて店舗の案内
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９-３ 令和３年度実証実験

• 南大沢への訪問・外出を促進し、エリア内の回遊性向上による活性化を狙い、まちの賑わいやモビリティに
関連するデジタルスタンプラリーやMaaS、電動シェアサイクル等による実証実験を行った。

期間
 （モビリティ実証）2021月11月１日～2022年１月31日

※サポタクは年末年始を除く
 （まちの賑わい実証）2021月11月１日～2021年11月30日

 社会実装を見据え、施策の持続性を検証

公共性

事業性

目的

 訪問・外出目的創出
 エリア内の回遊性向上

移動＋買い物のWebチケット

データ連携

経路検索

鉄道 バス
電動のシェア
サイクル

移動（鉄道）と買い物を
組み合わせたチケット

移動（鉄道）と買い物を
組み合わせたチケット

都立大学生による
デジタルマップでのスポット紹介

店舗の状況による
デジタルタイムセールの実施
（南大沢駅周辺の店舗）

タイムセール情報の発信

タイムセール商品の購入

タクシーによるつき添いサービス

商業店舗や公園と連携したデジタルスタンプラリーの実施

スタンプの取得 スタンプの取得スタンプの取得

クーポンの獲得!

ま
ち
の
賑
わ
い

モ
ビ
リ
テ
ィ

電動
シェア
サイクル

サポタク

Web
チケット

デジタル
スタンプ
ラリー

TIME
SALE

広告・PR

デジタル
マップ

認知

興味・
関心

移動

体験

移動

1

2

3

4

5

6

7

23

4

5 7
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（１） 概要



• 南大沢エリアにおける回遊性向上のため、電子的なスタンプを集めるデジタルスタンプラリーをはじめ、デ
ジタルタイムセールや電動シェアサイクル、デジタルマップを企画した。

スポット一覧

南大沢駅中央駐輪場

駅前広場

1.5km圏内

蓮生寺公園

長池公園

都立小山内裏公園

上柚木公園

三徳プラザ商店会・
ベルコリーヌ

南大沢3丁目商店街

i

i

i

i

i

富士見台公園

i

i

i

永林寺

i

松木公園
イトーヨーカドー

三井アウトレットパーク

柳沢の池公園

鑓水公園

南大沢中郷公園

i

別所坂公園
別所お月見公園

i
i

大栗川

i
野猿街道

i

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ルール

 スタンプ設置箇所7箇所の内3箇所で
GPS+QRコードを用いて認証し、ス
タンプを取得すること

特典
 特定施設・店舗で利用可能な
デジタル商品券（500円券）

回遊先

•長池公園
•蓮生寺公園
•上柚木公園
•都立小山内裏公園

•駅前広場
•南大沢3丁目商店街
•三徳プラザ商店会

特典
引換所

 駅前の商業施設・テナント
126店舗

TIME
SALE

スポット  商業施設・テナントや公園
21店舗

i

i

i

i

i
i

電動
シェア
サイクル

スポット
 南大沢駅周辺

11/１より７箇所、11/29より11箇
所で運用

グランピア
南大沢

ビューコート別所

長池公園
せせらぎ通り北

i

学生作成

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰｽﾎﾟｯﾄ

i

事務局作成
電動ｼｪｱｻｲｸﾙｽﾎﾟｯﾄ
（11/1から運用開始）

i 既存

デジタルマップ凡例

電動ｼｪｱｻｲｸﾙｽﾎﾟｯﾄ
（11/29から運用開始）

*1：デジタルマップスポットのうち、スタンプラリースポットの箇所数
*2：デジタルマップスポットのうち、スタンプラリースポット以外のシェアサイクルスポットの箇所数

 電車券+お買物券（126店舗）
 バス券+シェアサイクル券

web
チケット

種類

デジタル
マップ

スポット

うち
７箇所は
都立大
学生に
よる情報

スタンプラリー

その他
シェアサイクル

その他
地域資源

 ７箇所*1

 ６箇所*2

 ７箇所

2

3

4

5

6
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（２） 内容



• 実証実験は、新規性のある施策に対して、課題解決やニーズの充足に資する公共性及び事業として持続可能
かといった事業性を評価する。

 検証の対象は、これまでに地域で実施
した施策や、すでに導入済みの施策で
はなく、【地域にとって】又は【機能
として】新規性のある施策を検証の対
象とする。

対象 検証観点

 施策が地域住民や来街者、事業者が抱え
る課題解決やニーズの充足に資するのか、
地域マーケットにおいて需要が創出され
ているのかを検証する。

 施策の持続・自走化のために、事業者
が施策の対価を継続的に得られる見込
みがあるかを検証する。

住民・来街者の
ニーズ検証

事業性の検証新規領域

ユーザーアンケート

属性情報

ニーズ

目的達成の
有効性

サービス
改善

 属性情報に関する設問を設定

 施策ごとに、目的達成に関する有効性
を1問ずつを目安に設定

 満足度と要望に関する設問を設定

協力事業者アンケート

（アンケート項目なし）

事業性
事業の
継続性

 ユーザーが料金を支払う施策について、
費用を支払ってサービスを継続利用す
る意向の設問を設定

 協力事業者が今後手数料等を支払って
サービスを継続利用する意向の設問を
設定

目標回答率(数)

目標値

 施策参加者のうち ３%（回答数44件*1） 施策参加事業者のうち90%

*1 母数：2,600、許容誤差：５%、信頼度：95%から統計的に算出

（母数はスタンプラリー・webチケット・TIMESALE目標利用者数の合計）

 4段階評価中 平均2.6以上  4段階評価中 平均2.6以上

サービス測定値

施策の
インパクト

（アンケート項目なし）
 施策ごとに利用された
数を測定

（対象外）

（対象外）

検証方法
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（３） 効果検証の考え方



28

20

8

2

4

0 10 20 30

買い物

「めぐって 遊んで トクして南大沢を

楽しもう！」に参加するため

南大沢在住

通勤/通学

その他

回遊性向上

N=51

 実証実験により南大沢を訪れるきっかけを創出

訪問目的創出

 南大沢を訪れた理由

全体の32%

（※複数回答可）

 デジタルスタンプラリーや 電動シェアサイク
ルによる、あまり訪れない/これまでに訪れたことの
ない場所への訪問

 デジタルマップのスポット・内容満足度

N=14

興味・
関心

移動・
体験

N=19

89%

11%

あった

 デジタルマップにより南大沢の個別スポットへの興味・関心が喚起さ
れ、デジタルスタンプラリーや電動シェアサイクルにより

未訪問スポットを訪問・回遊

43%

36%

21%

0%

満足

やや満足

やや不満

不満

参加施策（複数回答）
• Webチケット（15）
• デジタルスタンプラ
リー（13）

• イベント情報（7）
• 電動シェアサイクル
（6）

• デジタルタイムセー
ル（1）等

さらに、全員が
再訪意向あり

• 実証実験により新たな来街の需要が促され、デジタルマップにより地域スポットの興味・関心喚起、デジタ
ルスタンプラリー・電動シェアサイクルによる未訪問スポットへの訪問・回遊が実現した。

2

4 6
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（４） 結果
①-１ ニーズ目的達成の有効性



• 実証実験のサービス全体として、平均8割が「満足」・「やや満足」と回答しており、利用者に満足いただ
ける内容を提供し地域の魅力発見・体験に繋がったと考える。

2

2

4

お得でない

操作が分かりづらい

内容が分かりづらい

47%

37%

12%

4%

満足

やや満足

やや不満

不満

 満足度理由 「めぐって 遊んで トクして南大沢を楽しもう！」の満足度

目標値  4段階評価中 平均2.6以上

実証全体として
「満足」・「やや満足」が

約８割（平均3.27）

N=51 <「満足」・「やや満足」回答者>

<「不満」・「やや不満」回答者>

N=43

N=4

（※複数回答可）

7

11

19

29

便利だから

南大沢をより知ることができたから

南大沢を楽しむことができたから

お得だから

（※複数回答可）

実証を通じて
南大沢の魅力発見・
満足する体験を提供
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①-２ ニーズ目的達成の有効性



• Webチケットは操作性の満足度が約８割と高い傾向にある。デジタルスタンプラリーは駅中心～南部での利
用が多く、駅中心～南部での回遊に寄与したと考える。

デジタルスタンプラリー

• 南大沢の新たな発見ができてとても良かったです。歩いて4箇
所周りました。500円チケットも使えて楽しい一日でした。

• スタンプラリーのQRコードが分かりづらかった。（４件）シ
ス

テ
ム

サ
ー

ビ
ス

駅中心～南部でのスタンプ取得が多い

駅前広場

1.5km圏内

蓮生寺公園

長池公園

都立小山内裏公園

上柚木公園

三徳プラザ商店会・
ベルコリーヌ

南大沢3丁目商店街

webチケット

• 毎回ログインするのが、面倒だった（２件）

シ
ス
テ
ム

• 普段webを扱っている私でも結構扱いが難しかったため
より歳を重ねた方には大変

サ
ー
ビ
ス

• 有人改札はスムーズに通して頂き、ストレスなく移動する
ことができました。お買い物券についても、窓口ですぐに
対応いただき待ち時間はほぼなかったのが良かったです。

N=24

25%

54%

13%

8%

良い

やや良い

やや悪い

悪い

 webチケット利用者にとってTAMa-GOの操作性

「良い」・「やや良
い」が約８割

凡例

0-300

301-500

501-

11/1～30の
取得数ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ

出典）国土地理院「国土地理院HP 地図・空中写真閲覧サービス」

3 4
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②-１ ニーズサービス改善



• オペレーションや広報面の課題はあったが、実証施策によって地域住民や来街者の移動が促進されたと考え
る。

電動シェアサイクル

• 坂道が多いので電動サイクルは快適だったがバッテリーが足りなかったので小まめに充電してもらえると助かる。（３件）
オペレー
ション

八王子市他地域
からの訪問

535

東京都八王子市外
からの訪問

187

東京都外
からの訪問

23

八王子市
他地域へ

544

東京都
八王子市外へ

155

東京都外へ
19

南大沢外からの
流入

南大沢外への
流出

南大沢駅中央駐輪場

1.5km圏内

イトーヨーカドー

三井アウトレットパーク

柳沢の池公園

松木公園

蓮生寺公園

富士見台公園

地域住民が利用する施設や団
地近隣の利用が多い

南大沢エリアで乗車：1778
南大沢エリアで下車：1778

745 718

南大沢エリアでの移動

南大沢周辺での利用が多いが、八王子市内の中距離の移動にも利用

三徳プラザ商店会・
ベルコリーヌ

グランピア
南大沢

長池公園
せせらぎ通り北

ビューコート別所

11/1～1/31の利用数

0-150

151-300

301-

電動シェアサイクル凡例

XXX
11/29から
運用開始

6

TIMESALE

• 休日で人手が多い日だったためお知らせが無かったが、人手
の分散化の狙いならば仕方がないと思う。（３件）

サ
ー
ビ
ス

• タイムセールについては利用しなかったですが、もし自分が
近隣に住んでいて、外出先から帰る際に食べ物を買って帰る
などあれば、利用したいサービスだなと思いました。

TIMESALEの個別広告 クリック数

5,940

➡TIMESALE LP
へ遷移

八王子市ユーザー
をターゲットに

web広告

app DL数

1,640
うち八王子市を対象エリア
に選択したユーザー392

八王子市ユーザー向けのweb広告から参考値の1,530を上回る1,640DLを獲得

CVR
28%

参考新規登録値：1,530

5
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②-２ ニーズサービス改善



• 南大沢駅周辺エリアから南部地域のスポットへの興味・関心や移動が集中している傾向が見られた。

凡例

0-50

51-300

301-

11/1～30の
PV数(回)

i
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｯﾌﾟ

0-300

301-500

501-

11/1～30の
取得数(回)ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ

ま
ち
の
賑
わ
い

モ
ビ
リ
テ
ィ

電動
シェア
サイクル

サポタク

利用者数

利用回数

利用回数

Web
チケット

お買物券
周遊券

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ

参加者

TIME
SALE

新規
登録者数

登録
商品数

販売
成立数

広告・PR 実証LP

デジタル
マップ

南大沢
PV

単位

人

回

回

セット

回

人

品/
週・店舗

件

PV

PV

認知

興味・
関心

移動

体験

合計

504

2,527

1

143

837

392

0.37 *1

14

40,877

3,628

参考値

数値
なし

N/A

500

600

1,530

2.5

数値
なし

16,000

1,200

施策ごと利用回数マップ

移動

1.5km圏内

南大沢駅中央駐輪場

蓮生寺公園

三徳プラザ商店会・
ベルコリーヌ

富士見台公園

松木公園
イトーヨーカドー

三井アウトレットパーク

柳沢の池公園

駅前広場

長池公園

都立小山内裏公園

上柚木公園

南大沢3丁目商店街

i

i

i

i

i

i

i

i

永林寺

i

鑓水公園

南大沢中郷公園

i

別所坂公園 別所お月見公園

ii

大栗川

i
野猿街道

i

i

i

i

i

i
i

 全体 ：駅中心～南部のスポットの興味・関心や移動が集中
 × ：スタンプラリースポットほどデジタルマップの閲覧数が多い

※太字：「合計」（実績）が参考値を上回った数値

11月

317

678

0

143

837

392

0.37

14

40,877

3,628

12月

322

1,025

1

-

-

-

-

-

-

-

1月

306

824

0

-

-

-

-

-

-

-

*1 期間中の週次の登録商品数から算出した平均値

非公表

非公表

1

2

3

4

5

6

7

2 4
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③-１ ニーズ施策のインパクト



• 電動シェアサイクルは11月開始時は７か所、11月末以降は４か所新たに設置し計11か所ポートが設置され
ており、年末を除き利用回数は増加傾向となっている。

凡例

151-300

301-

電動ｼｪｱｻｲｸﾙ（下車）

XXX
11/29から
運用開始

電動シェアサイクルの利用推移電動シェアサイクルの利用マップ

南大沢駅中央駐輪場

1.5km圏内

蓮生寺公園

三徳プラザ商店会・
ベルコリーヌ

富士見台公園

松木公園
イトーヨーカドー

三井アウトレット
パーク

柳沢の池公園

グランピア
南大沢 ビューコート

別所

長池公園
せせらぎ通り北

0-150

0

100

200

300

利用回数は増加傾向

11/29

全７か所 全11か所

111124

71

89

163

557

152

90

49

66

231

6 6
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③-２ ニーズ施策のインパクト



• 費用負担を伴わない場合は施策継続に対して前向きな反応が見られた。施策を継続させるべく、事業者にど
の部分をどのように協力してもらうか、スキームの慎重な検討・調整が必要である。

続けたくない

 デジタルスタンプラリー
（商品引き換えのみ）

事業者間で調整を行い、景品等を決めた
うえで参加手数料がかかっても続けたい

無料であれば続けたい

*1：手数料や原資の負担がある場合のみ「続けたい」と回答する設計
*2：発売額の3%程度を想定
*3：今回5500円分の商品券を5000円で販売

 TIMESALE

N=12

50%50%

続けたい

続けたくない

•事業者間で連携する際の調整が負担であるため（広告・PR）

•店舗の決済手段が多くオペレーションが煩雑になるため

（webチケット）

•店舗の売り上げに影響せず、効果が期待出来ないため

（スタンプラリー他）

•アプリ自体の認知度が不足していると感じるため（TIMESALE）

続
け
た
く
な
い

74%

26%

6%

61%

33%

 デジタルスタンプラリー

N=35

 webチケット*1

N=18

0%

39%

61%

決済手数料*2のみであれば続けたい

決済手数料*2に加え、一定の原資*3の負担を
しても続けたい

続けたくない

費用負担：要

N=18

続けたい

続けたくない

費用負担：要

35%

28%

37%

N=43

事業者間で連携した広告発信は
必要ない

 広告・PR
（地域で連携した情報発信）

事業者間で広告費の調整を行い、
連携した広告発信をするのが良い

その他

費用負担：要

1
3 4 5

4
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④事業性・継続性



ニーズ

ま
ち
の
賑
わ
い

モ
ビ
リ
テ
ィ

電動
シェアサイクル

サポタク

webチケット

デジタル
スタンプラリー

TIMESALE

広告・PR

デジタル
マップ

認知

興味・
関心

移動

体験

目的達成の有効性 サービス改善

• 実証実験により南大沢
を訪れるきっかけを創
出した。

• デジタルマップにより
南大沢の個別スポット
への興味・関心が喚起
され、スタンプラリー
やシェアサイクルによ
り未訪問スポットを訪
問・回遊。

• バッテリーの充電への不安定なため、安定
的な供給が求められる。
（バッテリー交換頻度改善済み）

• サービスの操作への満足度は約8割と高い
が、一部操作性改善の要望あり。

• 一部スタンプラリーの読み取りの分かりづ
らさの声があり、ユーザーへの分かりやす
い操作設計が肝要。

• 登録者数はいるものの登録店舗・出品数が
少なくユーザーの利用機会が乏しい。

• 内容やインセンティブの分かりやすい訴求
が肝要。

（アンケート項目なし）

訪問目的創出

回遊性向上

移動

事業性

• 協力事業者からの費用を払って
の継続意向は少なく、施策ス
キームの見直しないしは協力事
業者へのメリット訴求方法の検
討が肝要

• 別事業で採算見込みのため事業
として継続可

• 未定（次年度検証）

（検証の対象外） （検証の対象外）

• 実証実験では、「訪問目的創出」及び「回遊性向上」の目的に対しての効果がうかがえた一方、社会実装に
向けては利用者に使い始めてもらう・使い続けてもらうためのサービス改善や事業継続のスキームの見直し
や関係者の巻き込みが今後の論点となっている。

ユーザーアンケート 協力事業者アンケート

検証観点

検証方法

1

2

3

4

5

6

7
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⑤サマリ



９-４ 令和４年度実証実験
152

• 丘陵地の高低移動の負担軽減及びラストワンマイルの充実、観光周遊利用の周遊を目的に、電動キックボー
ドを導入した。

（１） 電動キックボード・概要（１/２）

＜実証のイメージ＞



• 電動キックボードの駐車ポートは以下のとおりである。

（１） 電動キックボード・概要（２/２）

153

＜駐車ポート一覧・位置図＞

※2023年３月24日現在

１．ガレリア・ユギ

２．LinNa HEALTHY LIFESTYLE

３．柳沢の池公園

４．富士見台公園

５．上柚木公園 児童遊園

６．上柚木公園 栃の木歩道橋

７．九反甫公園

８．蓮生寺公園

９．松木公園

10. 別所公園

11. 長池公園

12. コーシャハイム南大沢第二

13. コーシャハイム下柚木三丁目住宅

14. トミンハイム上柚木

15. コーシャハイム南大沢

16. 多摩ニュータウン 長池公園せせらぎ通り北

17. 多摩ニュータウン 長池公園せせらぎ通り南

18. グランピア南大沢

19. ビューコート別所

20. ベルコリーヌ南大沢

21. 南大沢学園二番街

22. シティハイツ南大沢

23. グリーンギャラリーガーデンズ

24. 都営下柚木団地

25. 都営下柚木第2団地

26. 都営別所一丁目団地

27. 都営上柚木団地

28. 都営南大沢団地４丁目



通勤・通学

買い物・回遊

持続可能性

評
価

検
証
方
法

通勤・通学

買い物・回遊

持続可能性

対象者

目的

日程・場所

駅・バス停までのラストワンマイルの移動手段として活用されるか？

エリア内の商業施設や公園などへの移動手段として活用されるか？

①サービスの維持・拡大に必要なコストを利用者が許容するか？ ②駐車ポートの設置を継続できるか？

①利用者（潜在層含む）へのアンケートにより確認を予定 ②事業者・団体へのヒアリング等

居住者、通勤・通学者、南大沢駅周辺への来訪者

丘陵地である南大沢周辺エリアでの高低移動の負担軽減、既存の移動手段の補完、エリア内の回遊性
向上につながる移動手段として、電動キックボードが受け入れられるかを実証

2022年11月25日～2023年３月24日・南大沢周辺（南大沢・上柚木・下柚木・別所・鑓水・松木）

駐車ポート別／利用時間帯別／ライド時間別利用実績・走行ルート、アンケートにより検証

駐車ポート別／利用時間帯別／ライド時間別利用実績・走行ルート、アンケートにより検証

• 電動キックボードが南大沢周辺エリアの移動課題の解消に向けた実証及び検証を行った。

（２） 電動キックボード・効果検証の考え方
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＜効果検証の考え方＞



• 11月25日-２月15日までの総ライド数は1567回である。
• アクティブユーザー数は、11月：29人、12月：241人、23年1月：227人、23年2月：127人である。
• 51.4%のユーザーが２回以上ライドしており、平均ライド数は3.26回である。
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（３） 電動キックボード・ユーザーライド分析①（１/３）

47

542

682

296

1567

0
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1800

2022年11月 2022年12月 2023年1月 2023年2月 合計

月別ライド数

47

241 227

127

0

50

100

150

200

250

300

アクティブユーザー数

48.5%

46.1%

3.1% 1.0% 1.3%

1ユーザーあたりのライド数

1回 2回～10回 11回～20回 21回～30回 30回以上



• 時間帯別ライド数/ライド時間別ライド数では、日別平日のライド開始時間帯のピークは12時台と18時台、
休日のピークは14時台である。

• また、20分以内のライドが全体の８割強を占めている状況である。
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（３） 電動キックボード・ユーザーライド分析② （２/３）
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平日平均 休日平均 TOTAL

ユーザー・ライド分析（時間帯別ライド数）

ユーザー・ライド分析（時間別ライド数）



• ガレリアユギをハブとした起終点ポートランキングでは、バス路線のないコーシャハイム南大沢第二、コー
シャハイム南大沢やバスルートが迂回する長池公園が上位となっている。
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（３） 電動キックボード・ユーザーライド分析③ （３/３）

62

51

46

35

30

27
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6

5

5

5

5

4

4

1

0 10 20 30 40 50 60 70

12.コーシャハイム南大沢第二

18.グランピア南大沢

7.九反甫公園

15.コーシャハイム南大沢

11.長池公園

9.松木公園

21.南大沢学園二番街

13.コーシャハイム下柚木三丁目

14.トミンハイム上柚木

2.LinNa HEALTHY LIFESTYLE

22.シティハイツ南大沢

19.ビューコート別所

3.柳沢の池公園

16.長池公園せせらぎ通り北

6.上柚木公園 栃の木歩道橋

20.ベルコリーヌ南大沢

17.長池公園せせらぎ通り南

4.富士見台公園

5.上柚木公園 児童遊園

10.別所公園

8.蓮生寺公園

23.グリーンギャラリーガーデンズ

73

69

34
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29

27
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23
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16

15

15

9

7

7

5

5

5

4

4

4

0 20 40 60 80

12.コーシャハイム南大沢第二

18.グランピア南大沢

11.長池公園

15.コーシャハイム南大沢

13.コーシャハイム下柚木三丁目

14.トミンハイム上柚木

7.九反甫公園

19.ビューコート別所

9.松木公園

3.柳沢の池公園

22.シティハイツ南大沢

21.南大沢学園二番街

2.LinNa HEALTHY LIFESTYLE

20.ベルコリーヌ南大沢

10.別所公園

5.上柚木公園 児童遊園

17.長池公園せせらぎ通り南

6.上柚木公園 栃の木歩道橋

8.蓮生寺公園

16.長池公園せせらぎ通り北

4.富士見台公園

駅前（ガレリア・ユギ）を起点とした終点ポーランキング 駅前（ガレリア・ユギ）を終点とした起点ポーランキング



• 南大沢周辺居住者においては、約７割がサービスを認知している状況である。
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（３） 電動キックボード・アンケート結果①（１/３）

南大沢周辺居住者 その他のエリア居住者

(n=30)
(n=42)

6.7%

53.3%

6.7%

33.3%

よく利用している

利用したことはないが、どんなサービスかは知って
いる

名前は聞いたことがある

知らなかった

26.2%

21.4%

52.4%

利用したことはないが、どんなサー
ビスかは知っている

名前は聞いたことがある

知らなかった



• ９割近くの方が電動キックボードシェアリングサービスを利用してみたい、ポート密度が上がった場合も９
割強が利用頻度が増えると回答している。
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(n=68)

86.8%

13.2%

電動キックボードシェアリングサービスを

利用してみたいです（SA）

はい いいえ

25.4%

71.6%

3.0%

身近な場所や地域全体にポートが増えた場合、

利用する頻度は増えますか？(SA)

とても増える 多少増える 変わらない

(n=67)

（３） 電動キックボード・アンケート結果②（２/３）

利用の意向 利用頻度の変化



便利と感じるポートのロケーション(MA)

(n=70)

55

9

22
18

26

4

12

5
0

0

10

20

30

40

50

60

50.7%

29.6%

16.9%

1.4% 1.4%

200円未満 200円～299円 300円～399円

400円～499円 500円以上

日常的に利用する場合の金額感(SA)
※15～20分(2～3km)の移動想定

• 便利と感じるポートのロケーションは「駅前」が１位、次いで「住宅地」・「公共施設」・「商業施設」が
上位である。

• 日常的に利用する場合の金額としては、300円未満が全体の８割を占める。
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（３） 電動キックボード・アンケート結果③ （３/３）



• 南大沢駅周辺エリアにデジタルサイネージを設置し、生活や地域・学校、店舗や各種イベント・キャンペー
ン情報を提供することで住民・学生・買物客らに利便性の向上やコミュニティ・イベント参加、消費喚起等
を提供する。
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（４） デジタルサイネージ・概要（１/２）

設置先企業・団体台数見込み 筐体サイズ設置場所

都立大2台
S10

（小型）
• 図書館（入口）、学生ホール（生
協店舗前）にそれぞれ１台設置

京王電鉄２台
LL

（大型）
• フレンテ南大沢の２階・５階に設
置

UR5台

S10(小型)
が2台、
S5(小型)
が3台

• URの団地内に２台とURのフレン
テ南大沢内の賃貸ショップに３台
を設置

JKK９台
S10

（小型）

• トミンハイム南大沢（４台）と
コーシャハイム下柚木（５台）の
２団地に設置

多摩ニュータウン
開発センター

２台
LL

（大型）

• パオレ南大沢（４階エントラン
ス）とガレリア・ユギ（１階入
口）に設置

アウトレット
パーク

2台
LL

（大型）
• A街区の２階に２台設置

パオレ南大沢

フレンテ南大沢アウトレットモール

フレスコ南大沢

トミンハイム南大沢

コーシャハイム上柚木

都立大

＜デジタルサイネージの設置状況＞



• 行政情報、防災情報、地域のイベント・コミュニティに関する情報、商業施設のイベント情報を放映した。
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（４） デジタルサイネージ・概要（２/２）

スムーズビズワクチン接種

地下への浸水（行動編）

HTTポスター

地下への浸水（全体編） 防災セミナー

地震体験会 平日ちょこっと観察会

南大沢地域のイベント・コミュニティに関するコンテンツ例行政情報に関するコンテンツ例

商業施設でのイベント・セールに関するコンテンツ例防災情報に関するコンテンツ例

ビアホール 駐車場優待キャッシュレス

いきいき交流の集い

＜情報提供コンテンツ＞



• 地域の生活情報等を住民や買い物客らの導線上に設置したデジタルサイネージから提供することによる利便
性の向上や商業施設の集客・回遊性向上を検証した。
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（５） デジタルサイネージ・効果検証の考え方

利便性

地域適合性

持続可能性

評
価

検
証
方
法

利便性

地域適合性

持続可能性

被験者

目的

日程・場所

What

How

Why

Who

When

Where

• 住民や商業施設利用者のそれぞれに必要な情報を提供出来ていたか？
• バッテリーの貸し出しや防災情報等の付加価値を提供出来ていたか？

• 地域での生活に求められる情報を提供出来ていたか？
• 対象者への効果的な情報発信の在り方における示唆が得られたか？

• サービス維持・拡大のコストや、収益はバランスしているか？

• アンケート・ヒアリング調査：利便性・提供情報に関する確認

• アンケート・ヒアリング調査：提供された情報に関する確認

• サービスプラットフォームからのデータ収集：バッテリーの貸し出し状況
• アンケート・ヒアリング調査広告掲出のニーズ有無の確認

南大沢エリアの住民、都立大学学生、商業施設利用者（住民/エリア外からの来訪者）

①デジタルサイネージを用いた各種情報の効果的な提供を通じた地域課題解決に関する検証
②災害時の情報/電源供給の有効性に関する検証

①団地エリア、②都立大エリア、③駅前エリアにて実施

持続可能性とりわけビジネスとしての継続余地については、筐体の設置先（施設管理者）へ個別にニーズやデジタルサイネージへのコ
ンテンツ掲出を有料化した場合の価格設定などについて、アンケートとは別に、ヒアリングを実施

＜効果検証の考え方＞



• アンケート・ヒアリングにおいて、252名から有効回答を得た。
• 男性72名、女性180名と女性が２倍以上多く、年代については男女とも50代が多い。
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（５） デジタルサイネージ・アンケート/ヒアリング結果（１/３）

40
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38
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0 100

その他

東京23区

神奈川県相模原市

八王子市（南大沢地域以外）

東京都（23区、八王子市を除く）

八王子市南大沢地域

居住地別回答者内訳（総計252）

0

2

3

15

29

19

4

2

3

19

45

67

40

4

(100) (50) 0 50

(100)(50)050

10代以下

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

年代別・性別回答者内訳

（男性72、女性180）

男性 女性

居住者

（人）

（人）



5名,17%

10名, 

33%

12名, 

40%

3名, 10%

サイネージ回答者

サイネージへの関心有無

とても興味関心のある情報だった

概ね興味関心のある情報だった

どちらでもない

あまり興味関心のある情報ではなかった

19名, 

70%

11名, 

41%

サイネージ回答者

閲覧後の行動意欲有無

特に行動に変化はない。

行動しようと思った

• アンケート回答者のうち、サイネージを閲覧した人は全体の12%にとどまるものの、閲覧した人のうち、関
心を示した人は50%で行動を決意した方は41%に上った。

• 今後の実装に向けた課題としては、より閲覧しそうな設置場所への設置が挙げられる。
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184名, 

74%

38名, 
15%

30名, 
12%

サイネージ回答者

サイネージの閲覧有無

見た

デジタルサイネージは見たが、ChargeSpotの
ものではない（または、わからない）

デジタルサイネージを見ていない

閲覧した方への
ヒアリング結果

• 筐体に気づきにくい。病院や行列ができる店舗など、順番を待っている人がいる場所に筐体を設
置した方がより閲覧してもらえるのではないか。

• 行政情報などの従来であれば自らHPや広報誌などに目を通さないと得られない情報が、筐体にふ
と目を落とすことで得られるのが良い。

（５） デジタルサイネージ・アンケート/ヒアリング結果（２/３）



• 今後筐体を設置してほしい場所として、バス停・駅構内・車内などの交通施設関連及び商業施設が多数を占
めた。

• 今後放映してほしいコンテンツとして、商業施設の情報が多数を占めた。
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閲覧した方への
ヒアリング結果

• 毎週、南大沢駅前で何かしらイベントをしていることから、そうしたイベント情報を掲出するのがよいの
ではないか。

• 商業施設の情報、終電情報、天気に関する情報があると生活はより便利になると思う。

• サイネージは一定間隔で変化するので、コンテンツによっては、表示されている情報の全てを読み取る前
に別のコンテンツに代わってしまう場合があった。

• エコを考慮すると、サイネージは不要。

9

8

32

59

125

128

146

その他

サイネージ不要

集合住宅

公共施設

商業施設

公共交通機関の車内

バス停、駅構内

設置してほしい場所（複数選択可）

＜その他内訳＞

病院、スーパー、映画館、駐車場、美容院

10

42

78

102

114

131

214

その他

都や市の行政情報

天候情報

防災情報

地域のイベント・コミュニティ

交通機関の運行情報

商業施設でのイベント・セール情報

放映してほしいコンテンツ（複数選択可）

＜その他内訳＞

災害情報、防犯情報、紫外線・花粉情報、音楽情報、売上ランキング、
商業施設のクーポン

（人）（人）

（５） デジタルサイネージ・アンケート/ヒアリング結果（３/３）



• デジタルサイネージの筐体を設置した事業者・団体との振り返りを実施した。
• タイムリーなコンテンツの掲出や設置場所の工夫等が今後の本格実装に向けた主な論点として識別された。
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（５） デジタルサイネージ・ヒアリング結果（施設管理者）

団地管理
事業者

• 今回は15秒の枠８個という制限があったが、そ
うした時間の制限/枠の制限は無い方が事業者と
しては利用しやすい。

• 筐体の耐久性や防犯の面で不安があった。

• 実証実験の期間が短いのではないか。

• 住居者様は存在は気づいていたが関心がある反
応はあまり無かったのではないか。

商業施設
事業者

大学

実証の振り返り 本格実装に向けた意見

＜既存掲示板での掲示内容の電子化について＞

• 風が強い丘陵地である南大沢では、既存掲示板（風で紙が飛
ばされる等）と比較してサイネージのニーズはある。

• 機械の耐久性、１度に見られるコンテンツが１種類のみ、高
齢者が見慣れない液晶画面という点で、既存掲示板のほうが
優れている印象である。

＜地域情報のデジタルサイネージ掲示について＞

• 団地管理業者側への直接的な受益がない中での費用負担をど
うするのか検討が必要である。

• 掲示するコンテンツの検討を実施した後、設置場所を検討し
調整する必要がある。

• デジタルサイネージで回遊性を図るには期間が
短く、また回遊性向上のためにはほかの施策も
実施する必要がある。

• 自社でサイネージを実施しているため、コンテ
ンツ選定はスムーズであった。

• バッテリー貸出サービスは他事業者も展開して
いる関係上、需要に対する供給過多であった印
象である。

• 食事施設利用と合わせたバッテリーの需要が期待されるた
め、今回の実証で用いたデジタルサイネージサービスの当面
の継続設置を決定した。

• 自社のサイネージ同様に、タイムリーにコンテンツを掲出で
きる仕組みが必要である。

• サイネージを見る人の数を増やすためには、屋外も含めた設
置場所の検討が必要である。

• 設置や管理に係る費用負担先について調整が必要である。

• 実証実験の期間が短いのではないか。学生から
も、短いことに対する問い合わせがあった。

• 節電や電源設置場所等の制約があったが、大き
な画面だとより訴求力が高かったのではない
か。

• 訴求力をあげるために配置場所については検討する必要であ
る。

• 若年層はスマートフォンを持っており、デジタルサイネージ
をわざわざ見ないのではないか。学内掲示も自身の端末から
学内者専用ポータルサイトにより情報を取得する学生が増え
ている。



• 住民および来訪者に対し、想定シーンや対象者にマッチした移動ルートを、南大沢エリアの3D都市データを
用いたARナビを用いて提供することで、容易かつ安全な移動を実現する。
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（６）3Dデジタルマップを活用したARナビ・概要（１/３）

実証内容

南大沢駅 ➡ フレスコ南大沢 南大沢駅 ➡ 三井アウトレットパーク多摩南大沢

想定シーン
平常時

（ルート①ーA）
災害発生時

（ルート①ーB）
平常時

（ルート②）

 公共施設等への来訪を目
的としたルート案内

（通常/バリアフリールート）

 避難所までのルート案内
（バリアフリールート）

 避難所の満空情報
（プリセット）を表示

 三井アウトレットパーク多摩南大沢での買い物を目的とした来
訪者に対する、施設内目的地までのルート案内
（実証では案内所やステージ等を目的地として設定予定）

実証目的

 ARナビを通じてバリアフリールートを表示・誘導することで、交
通弱者が従来の地図やナビよりも容易・安全に移動可能に
なるかを検証

 ARナビで目的地まで誘導することで、従来の地図やナビより
容易に移動可能になるかを検証

 ARナビを通じて目的まで誘導することで、従来の地図やナビ
より容易に移動可能になるかを検証

＜ARナビのルート＞
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（６）3Dデジタルマップを活用したARナビ・概要（２/３）

フレスコ南大沢

南大沢駅

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

1

2

3

4

5

6
7

89
1011

12

階段ではなくスロープ
を案内

手前のスロープを案内手前のスロープを案内

実証でナビするルート

フレスコ南大沢に到着

南大沢駅前を出発

• 駅前エリアからフレスコ南大沢へのルート案内を、平常時/非常時のシーンごとに、3D都市データを活用し
たARナビによるバリアフリールートにも着目して実施した。

ルート①ーA/B

＜ ARナビのルート①（詳細）＞
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（６）3Dデジタルマップを活用したARナビ・概要（３/３）

南大沢駅

案内所

実証でナビするルート

1

2

3

4

5

1

南大沢駅前を出発

5

アウトレットパーク
案内所前に到着

2 3

4

ルート②

• 三井アウトレットパーク多摩南大沢での買い物を目的とした来訪者に対する、施設内目的地までのルート案
内を実施した。

＜ ARナビのルート②（詳細）＞



• 利用者の属性に応じた容易・安全な移動の実現ならびに従来の地図・ナビと比較した優位性・課題を検証す
べく、利便性・地域適合性・持続可能性の3つの観点から実証事業を検証した。
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（７）3Dデジタルマップを活用したARナビ・効果検証の考え方

利便性

地域適合性

持続可能性

評
価

検
証
方
法

利便性

地域適合性

持続可能性

被験者

目的※

日程・場所

What

How

Why

Who

When

Where

ARナビの利用が円滑に行えたか？利用に際して何らかの障壁があったか？

ARナビを利用することで利用者の属性（交通弱者等）に応じて移動が快適になったか？
利用に際して安全性が担保されたか？
南大沢エリアにおいてARナビを活用するにあたって今後どういった利用シーンやルートが望まれるか？

サービス維持・拡大のコストや収益はバランスしているか？

体験会（後述）を開催し、参加者に対してアンケート・ヒアリング調査を実施 ※体験会以外でARナビを利用
した方々へはウェブ上でのアンケート回答を依頼

本項目は事業者・団体とのヒアリング等で確認

居住者（交通弱者を含む）、通勤・通学者、南大沢駅周辺への来訪者

ARナビによる体験を通じ、利用者の属性に応じた①容易・安全な移動を実現し、②従来の地図・ナビと比較し
た優位性・課題も検証
※将来的には南大沢スマートシティの基本方針である地域資源の最大限活用（ARナビを使って施設や公園等に
利用者を呼び込み回遊させる）や既存交通の補完（複数の交通手段をわかりやすく表示・ナビする）の実現に
向けた活用も視野に入る

2022年11月後半～2023年３月までで複数回 南大沢駅前にて

＜効果検証の考え方＞



• ARナビは体験会やデジタルサイネージ表示を実施し、25名が体験した。
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（７）3Dデジタルマップを活用したARナビ・アンケート/ヒアリング結果（１/５）

3

3

7

2

5

0

0

2

2

1

60代

50代

40代

30代

20代

男女年代別利用者

女 男

1

4

6

12

3

観光

通勤・通学

買い物等

出張・業務等

居住者

居住者・来訪者別回答者（複数選択可：計25）

来
訪
者

0

11

12

18

体験していない

フレスコ南大沢/バリアフリー

フレスコ南大沢/歩行者

アウトレット

体験したルート（複数選択可）
（人）

（人）

（人）



１名, 4%

６名, 

24%

５名, 20%

12名, 

48%

１名, 4%

満足度

満足した

概ね満足した

どちらでもない

あまり満足感はなかった

満足感はなかった

• アンケート・ヒアリング回答者の過半数の方が満足した。また、ARナビ利用によりこれまで行ったことない
場所へ行く意欲が向上すると答えた方は７割程度となった。

• しかし、ARナビ利用により安全性が向上したと感じた方は全体の25%にとどまった。
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満足・概ね満足し
た方が52%

１名, 

4%

８名, 

32%

10名, 

40%

５名, 

20%

１名, 4%

安全性評価

安全になった

概ね安全になった

どちらでもない

あまり安全性はなかった

安全になっていない

概ね以上に
安全性を感じた方
25%

１名, 4%
１名, 4%

６名, 24%

９名, 

36%

８名, 

32%

行動変容の有無
（行ったことない場所への来訪意欲が向上するか）

そう思わない

あまりそう思わない

どちらでもない

概ねそう思う

そう思う

行動変容に前向きな
回答をした方
68%

（７）3Dデジタルマップを活用したARナビ・アンケート/ヒアリング結果（２/５）



• ARナビは６割の方が快適に利用できたと回答した一方、操作、表示や通信量などが課題となる。
• 今後活用できそうなルートについては、イベントや災害時の避難場所への案内を回答する方が多い。
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3

3

5

10

10

13

その他

駅や自宅等から公園への案内

駅や自宅等から商業施設・店舗への案内

駅や自宅等から公共施設（市役所、出張所など）への案内

商業施設・自宅等からの災害時の避難場所への案内

駅からイベント開催場所への案内

＜その他内訳＞

• 店ごとの混雑状況の表示があるとよい

• 細かい店舗名（XX寿司など）の表示があるとよい

• トイレやエレベーターがあるとよい

快適, 15, 60%

快適ではなかった, 

10, 40% 開始までのアプリの操作が難しい 3

ダウンロードが難しい 2

案内表示がわかりにくい 2

通信量が気になった 2

スマートフォンによっては起動できなかった 1

快適ではなかったと回答された方の内訳

ARナビの利用に関する快適性について

今後活用できそうなARナビのルートについて（複数回答可）

（人）

（人）

（人）

（７）3Dデジタルマップを活用したARナビ・アンケート/ヒアリング結果（３/５）



• 車いすの方向け体験会を社会福祉法人の協力により開催し、ARナビを２ルート体験いただき、アンケート・
ヒアリングを実施した。概ね満足との声を頂いた。
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ARナビ体験会の模様

A

B C

A）体験会では車椅子をお使いの方に、実際に南大沢駅からフレ
スコ南大沢/アウトレットパークまでの2ルートを実際に体験
いただいた

B）参加者のスマートフォンにアプリをダウンロード頂き、実際
に操作頂いている模様

C）実際にARナビによるルート案内を実施している画面

参加者の声（主なものを抜粋）

総
評

• 『ARナビの有用性を感じた。改善点はあるものの今後、ルートの種類や
表示方法、表示される情報が充実していけばよりよいサービスになる思う
し、生活の中で利用してみたい』との声を頂き、ARナビは「概ね満足」
との回答を得た。`

良
か
っ
た
点

改
善
点

• 実際の風景に重なる形で矢印が表示されることから、ナビ開始時（初動）
に自分がどちらに向かえばいいのか迷わずに済むのがよい。

• 初めて訪れようとする施設の場合、あらかじめ施設の設備（エレベーター
やトイレなど）を調べてから出かける場合が多い。一方でARナビでこう
した情報が表示されるのであれば、事前に調べずとも気軽に出かけること
ができてよい。

• 今回は施設の満空情報が表示されていたが、こうした施設情報は有用。災
害時にも役立つと思う。

• ARを使ったルート案内は有用なだけでなく面白かった。また使ってみた
くなる。

《ARを活用したルート案内に関して》

• 例えば①屋根がある（雨に濡れない）、②エレベーターを利用する、③距
離は長くなるが上りの傾斜が少ないなど、様々なルートを出しわけられる
とよい。

《スマートフォンを用いる利用形態について》

• ARナビに集中するが故に、視野が狭くなり道路のちょっとした凹みやゴ
ミに気づかず進んでしまう可能性もあるので注意したい。

• スマートフォンを持ち続けるのは大変。今後ARグラスのようなデバイス
があると使い勝手がよくなると感じる。

《今回の実証向けアプリの機能や使い勝手について》

• 目的地までの距離に加え、行程のうち自分が今どこにいるかわかるとよい

• 文字を大きくして、かつ音声案内があるとよい。

• 車椅子を利用している場合、青い道筋を見失った際に「その場で振り向
く」等の行為が難しい人もいらっしゃる。

（７）3Dデジタルマップを活用したARナビ・アンケート/ヒアリング結果（４/５）



• 歩行者向けに開催したARナビ体験会では、行動範囲の広がりと建物設備情報の提供について有用であるとの
声をいただいた。
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ARナビ体験会の様子模様 参加者の声（主なものを抜粋）

• 「ARナビがあると行動範囲が広がる、満空情報などの情報表示は価値的
ではないか」との声を頂いた。

• 画面が見やすくわかりやすい。

• 地図を読み解くのは苦手なので、地図を見なくても目的地まで迷わずに到
達できるのがよい。

• 混雑情報が表示されるのはよい。今後、店舗情報や混雑情報が詳細にある
とよりよい。また、ベビーカー利用時にはエレベーターの混雑予測がある
と施設をより快適に利用できる。

• 初めて訪れようとする施設の場合、ARナビがあると来訪に対する心理的
ハードルは下がる。

《今回の実証向けアプリの機能や使い勝手について》

• 通信量やバッテリー残量が気になる。通信量やバッテリーへの負荷が低い
アプリだとより良い。

• Google Mapと連携することでより利用されるのではないか。

• ARナビ上の施設名をタップすると、現在地からの案内が開始される機能
があるとよい。

• スマートフォンでのは、画面に集中するため移動の安全性は下がる。AR
グラスのようなデバイスで利用体験すると改善されると考えられる。

• リアルタイムで凹凸を認識しルートを構築することで、災害時の利用がで
きるのではないか。

《ARの利活用が見込まれる利用シーンやイベントについて》

• 南大沢は迷わないので、道案内よりも施設混雑情報・店舗情報等の表示や
プロジェクトマッピングなどのエンタメを実施するほうが価値的ではない
かと感じた。（なお、新宿等は迷うのでナビがあるとありがたい）

体験会では、実際に南大沢
駅からフレスコ南大沢/ア
ウトレットパークまでの2
ルートを実際に体験いただ
いた

総
評

良
か
っ
た
点

改
善
点

（７）3Dデジタルマップを活用したARナビ・アンケート/ヒアリング結果（５/５）



10 実施運用・体制

10-１ 実施運用・体制の分類(例)
10-２ 実施運用・体制の役割(例)
10-３ 実施運用・体制
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10-１ 実施運用・体制の分類(例)

主導団体

①民間企業

②公益法人等 ③大学 ④自治体
民間

（商業）
民間

（交通事業）

事業体
概要

• 自社事業の顧客
サービスや地域
サービスの一環
として事業実施

• 既存事業の一部
としての運用又
は関連組織を設
置し対応

• 自社単独又は外
部企業等と任意
団体構成

• 交通事業に係る
取組を中心とし
つつ、他団体や
業態と連携し実
施

• 自社単独又は外
部企業等と任意
団体構成

• まちづくり関連社
団法人やまちづく
り会社が公益事業
の一環として実施

• 複数企業参画等で
法人設置や維持

• スマートシティに
係る学内研究セン
ターや研究室が常
設の事務局等を担
当

• 自治体や外部団体
は協働して対応や
支援

• 自治体が協議会や
コンソーシアム等
を規約に基づき設
置し、民間企業や
大学等が参加し実
証

※本内容は、他地域のスマートシティの事例を基に整理・分類した一例である。

• スマートシティの実装に向けた取組を進める団体等は多様にあるが、大学の参画や商業施設又は関連する不
動産会社、交通事業者等が参画する団体の例では、現状次のような主導団体が取り組んでいる。
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（１） 実施・運用体制の分類（例）



任意団体
協議会、コンソーシアム等

例）交通事業者や不動産会社等によるMaaS取組等

研究・調査
各種事業（実証実験、社会実験）
各種広報（ホームページ、SNS）

自治体
・各種支援

大学
・研究協力等

民間企業主導型（任意団体設置 又は 自社完結）

C メリット・デメリット
〇メリット
• 民間事業として柔軟な事業対応収益

事業等における価格設定等の自由度
〇デメリット
• 公的資源活用時の制約
• 採算困難時の事業継続の困難

A 体制の構築
• 自社事業の一環として実施
• 協力企業、大学等とは任意団体の協

議会、コンソーシアム等形成で参画

主体民間企業
・事業費負担
・事務局設置
・事業サービスの提供

B 運営費等
• 自社事業予算、公的団体からの実証

実験費、調査委託費等
• 公的団体の補助事業等の活用には自

治体等を含む協議会等の結成の条件

国・都道府県
・実証事業費
等

その他民間企業等
・参画
・事業サービス提供

まちづくり公益法人等
・事業サービスの
提供・協力

〇その他
• 取得情報、個人情報の複数企業間や

りとりのルールや保護確立
• 地権者等の場合は賃料等からの間接

収益で運営や実施
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（２） 民間企業主導型

①体制と運用の検討



清水建設株式会社、三井不動産株式会社
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②-１他地域事例(豊洲)

・地域の大規模商業施設等の三井不動産（株）、都市型道の駅を整備する清水建設（株）、他に地区民間企業が主体と
なりスマートシティ協議会を設置し、職住商が隣接する同エリアにおけるスマートシティ化の取組

豊洲スマートシティ
推進協議会

東京都

江東区

東京大学
交通・都市・国土学

研究室

IHI 、NTTデータ、清水建
設、TIS、東京ガス不動産、
東京地下鉄、日本総合研究
所、日本電気、日立製作所、
三井住友銀行、三井住友カー
ド、三井不動産、三菱地所

研究成果の提
供・共有

国等の
モデル事業費

＜事務局＞
清水建設、三井不動産

出典）清水建設「清水建設 HP」

出典）豊洲スマートシティ推進協議会「豊洲スマートシティ実行計画」（2020）等を基に作成



５G最先端通信インフラ
サービスインフラ（都市

OS）
２者で構築

東日本旅客鉄道株式会社/KDDI株式会社/西武ホールディングス

出典）東日本旅客「東日本旅客 HP」、西武ホールディングス「西武ホールディングス HP」

・東日本旅客鉄道株式会社はKDDI株式会社と、２社の事業としてスマートシティにつながる働く人・住む人・訪れる
人のくらしと都市機能が連携し、アップデートし続けるまちづくりを目指しコアシティ品川開発プロジェクトの共同
推進、分散拠点としてのサテライトシティ (日本各地) の開発、コアシティとその周辺におけるモビリティサービス
の開発を検討し、共同事業化に向け基本合意

・また西武ホールディングスとは都市型MaaS、地域型MaaSで提携し新しい都市サービスに取組開始
・個別企業間の連携を進めつつ、スマートシティとしての街形成に向け対応

KDDI株式会社

モビリティサービスの開発
高輪ゲートウェイ駅から周辺エリア
を結ぶ、ラストワンマイルモビリ

ティサービスの提供検討

■品川開発プロジェクトイメージ

■品川開発プロジェクト

MaaSを活用した
モビリティサービス

周辺ホテルとの提携等

西武
ホールディングス

品川開発
プロジェクト

地区

東日本旅客株式会社

品川・高輪
ホテル地区
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②-２他地域事例(品川・高輪)



（３） 公益法人主導型

公益法人等
※公益法人、一般社団、まちづく
り株式会社等

例）まちづくり社団法人、まちづくり株式会社関連取組

研究・調査
各種事業（実証実験、社会実験）
各種広報（ホームページ、SNS）

自治体
・各種支援

大学
・各種調整
・研究協力等

公益法人等主導型

C メリット・デメリット
〇メリット
• 常設団体としての事業持続性
• 公設施設の管理や運営受託による収

益の多様化可能性
〇デメリット
• 公益法人の場合は収支相償の範囲で

の事業制約
• 団体維持のための一定負担をできる

会員企業等の存在が不可欠

A 体制の構築
• 複数の地域企業等が参画又は出資し

法人を形成、維持

・事業費負担
・事務局設置
・事業サービスの提供

B 運営費等
• 社団法人等の場合

会員企業会費や各種共同管理事業の
委託費

• 公的団体からの実証実験費、調査委
託費等（事例：柏の葉）
（スマートシティモデル事業等）

国・都道府県
・実証事業費
等

その他民間企業等
・参画
・事業サービス提供

社団法人会員等の民間
企業
・会費負担
・事業サービス提供

各種まちづくり関連施設
・管理や運用事業

管理委託等

事業収益

〇その他
• 個人情報の取得、管理は同法人
• 法人収益事業として公道上広告等を

活用又は構想の場合もあり
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①体制と運用の検討



主導大学内組織

研究団体組織（研究センター等）

例）UDC等の一部

連携調整
研究・調査
各種事業（実証実験、社会実験）
各種広報（ホームページ、SNS）自治体

・共同事務局

他大学
・研究協力等

大学主導型（又は自治体と共同）

まちづくり協議会等
（任意団体）

寄付

Ｃ メリット、デメリット
〇メリット
• 大学内の知見の多面的活用
• 中立性
〇デメリット
• 大学内組織の継続設置に関わる資

金確保
• 専任スタッフ等の配置負担

まちづくり関係公益法人
・収益事業等

A 体制の構築
• 大学内に常設の研究センター等を

設置し対応
• 同センターが事務局機能、調整機

能を有し事業運営
• 収益事業は並列設置公益法人等で

機動的に実施

B 運営費等
• 大学外の企業等からの寄付による

設置、維持（事例：つくば市）
• 国、都道府県からの実証実験、モ

デル事業委託費等

地域内外民間企業等
・参画国・都道府県

・実証事業費
等

民間企業
・研究協力
・運営協力等
（人材派遣等）

〇その他
• 個人情報の取得、管理は大学又は

関係公益法人
• キャンパス、研究施設の活用
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（４） 大学主導型

①体制と運用の検討



②他地域事例(つくば市)

・大学、自治体が先導しながら民間企業や交通事業者、地域に立地する多数の研究機関等とも連携しながらキャンパスを
実証、実装の先導としつつ地域課題に取り組む。つくば駅と大学付属病院等を通り大学内を循環するバスを中心とする
通学、学内路線を活用しながら、付属病院と地域交通機関との個人情報連携等、大学資産を活用した先端の対応

・大学のコアとなる研究センターはトヨタ自動車株式会社と共同設置

筑波大学／茨城県・つくば市

つくば
スマートシティ協議会

茨城県

つくば市

筑波大学
未来社会工学開発研究センター

鹿島建設㈱
KDDI㈱
日本電気㈱
㈱日立製作所
三菱電機㈱
関東鉄道㈱

サイバーダイン㈱、等

＜事務局＞
茨城県、つくば市、

筑波大学

事業費
負担金

事業費
負担金

事業費
負担金

国等の
モデル事業費

民間企業

事業費
負担金

トヨタ自動車

キャンパスMaaS
顔認証による学内バス

キャッシュレス乗降の実装

交通弱者の乗降支援
アプリにより、乗車待ち情報を運
行中のバスに通知し、乗降を支援

筑波大学と
センタ-共同設置

実証・実装■駅と大学内の循環バス

つくばモデルアプリ
バス運行情報、許諾済み
利用者移動情報による

サービス等
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出典）つくばスマートシティ協議会「つくばスマートシティ実行計画」（2020.3）等を基に作成



（５） 自治体主導型

任意団体
協議会、コンソーシアム等

研究・調査
各種事業（実証実験、社会実験）
各種広報・教育活動
（ホームページ、SNS）

自治体
・事業費負担
・事務局・設置

大学
・研究協力等

自治体主導型

Ｃ メリット・デメリット
〇メリット
• 大学等との密な連携
〇デメリット
• 収益事業実施の困難性
• 資産保有の煩雑さ
• 自治体負担の継続

A 体制の構築
• 推進協議会、コンソーシアム等を

規約に基づき設置

民間企業
・事業サービスの
提供・協力

B 運営費等
• 自治体予算
• 国、都道府県からの実証実験、モ

デル事業委託費等

まちづくり公益法人等
・事業サービスの
提供・協力

国・都道府県
・実証事業費 等

〇その他
• 個人情報の蓄積、分析による市民

生活利便の向上活用
• 自治体業務として受益者負担の範

囲で事業
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①体制と運用の検討



・まち・ひと・しごと創生包括協議会において全体戦略を策定、会津地域スマートシティ推進協議会において事業企画・
協議を行い、一般社団法人スマートシティ会津が事業実施・運営を担う

会津若松市
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②他地域事例(会津若松市)

ICTオフィスビル整備（ハード事業）

ICTオフィスビル運営会社
（AiYUMU)

スマートシティ事業推進（ソフト事業）

連携

運営
事業
収入

会津若松市
まち・ひと・しごと創生包括協議会

会津地域スマートシティ推進協議会

• 会長 竹田病院
• 副会長 本田屋本店有限会社
• 事務局 会津若松市
• 構成員 会津大学、ナディス、アクセンチュア、くつろぎ宿、

グリーン発電会津、東邦銀行、若松ガス、リオンドール、会津バス
富士通、AWH、NEC、JEKI、AAA、NSC、TIS

• 本田屋＊、アクセンチュア、会津若松市、喜多方市、会津美里町、西会津町、北塩
原村、湯川村、下郷町

幹事会（スマートシティ推進）

デジタルDMOプロジェクト組織（観光分野）

一
社

オ
ー

プ
ン

ガ
バ

メ
ン

ト
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

（
Ｏ

Ｇ
Ｃ

）

事業誘致・提案

事業参加・支援

政策支援・負担金など

プロジェクト推進体制

国・自治体

推進事業に合わせて
特化プロジェクト組織
を組成

一般社団法人スマートシティ会津
• 代表理事 竹田病院
• 専務理事 本田屋本店有限会社
• 監事 ナディス
• 顧問 会津大学・アクセンチュア
• 会員 くつろぎ宿、グリーン発電会津、若松ガス、リオンドール、会津バス

AWH、NEC、AAA、NSC、TIS

全体戦略

事業企画・
協議

事業実施
運営

出典）株式会社インプレス「デジタルクロス HP」



10-２ 実施運用・体制の役割(例)

• 他都市のまちづくりやスマートシティにおいて、事業体やそれに類する組織の役割について整理した。

役割 事例①柏の葉 事例②つくば市 事例③某地方自治体

議論・決議

個別サービス

データ連携PF等
共通機能

民間/行政

戦略

実行

実行支援 （未定）

民間/行政

事業体

民間/行政

柏の葉
スマートシティ
コンソーシアム

協議会 協議会

：スマートシティ組織

：まちづくり組織

：その他個別組織

*補足 日本国内においては、従来型のまちづくり事業体の運営は複数のエリアで展開されている一方、スマートシティは
議論の場としての協議会段階が多く、事業体の構築は目下検討段階となっている。

任意団体
UDCK

+
一般社団法
人UDCK・
一般社団法
人UDCKタウ
ンマネジメ
ント
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（１） 代表事例



• 柏の葉においては、公民学のプレーヤーから構成される柏の葉スマートシティコンソーシアムにて、スマー
トシティの取組みを推進している。

• スマートシティの運営には、市及び代表企業の負担金のほか、事業者・利用者によるサービスの提供料・利
用料等による仕組みづくりに取り組んでいる。

デベロッパー
（三井不動産）柏市

組織体制とビジネスモデル

市民・利用者

組織の位置付け

：スマートシティ組織

：まちづくり組織

：その他個別組織

出典）柏の葉スマートシティコンソーシアム「柏の葉スマートシティ
実行計画」（2020.3）等を基に作成

三井不動産 柏市

柏の葉
スマートシティ
コンソーシアム

 柏の葉スマートシティコンソーシアム内にてスマートシティに関する
議論をし、分野別のモデル事業と、モデル事業を横断するデータプ
ラットフォームの運営を行っている。

任意団体UDCK

事務局

分野別
モデル事業

データプラット
フォーム

民間型プラットフォーム及び公共型プラット
フォームを構築・運営

モビリティ、エネルギー、パブリックスペー
ス、ウェルネスごとに公民学のプレーヤーが
モデル事業を推進

サービス提供
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①柏の葉



• つくば市は、産学公から構成される協議会においてスマートシティに関する事項の協議を推進している。協議
会内のプレーヤーが個別サービスの実証実験を実施し、共通データ基盤は今後のスーパーシティの取組みと連
携して構築予定である。

• スマートシティの運営には、県・市、大学、民間企業の負担金等を活用した仕組みづくりに取り組んでいる。

組織の位置付け 組織体制とビジネスモデル

民間事業者

市民・来街者

大学
（筑波大学）

 協議会内でスマートシティに関する事項を協議し実証実験を実施
※任意団体の協議会においては個別サービスの権利は個社に帰属

 共通データ基盤は今後スーパーシティ会議体と連携し構築予定

事務局

モビリティ関連
サービス提供

つくば
スマートシティ

協議会

茨城県

つくば
市

筑波大学
未来社会工学開発
研究センター鹿島建設㈱

ＫＤＤＩ㈱
日本電気㈱
㈱日立製作所
三菱電機㈱
関東鉄道㈱

サイバーダイン㈱
等

＜事務局＞
茨城県、つくば

市、
筑波大学

事
業
費
負
担
金

事
業
費
負
担
金

事
業
費
負
担
金

国等の
モデル
事業費

民間企業

事
業
費
負
担
金

トヨタ自動車

つくばスマート
シティ協議会

：スマートシティ組織

：まちづくり組織

：その他個別組織

出典）つくばスマートシティ協議会「つくばスマートシティ実行計画」
（2020.3）等を基に作成

行政
（茨城県、つくば市）

事務局
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②つくば市



• 先行実施エリアでは、協議会等の任意団体が戦略の決議・議論の機能を担っており、実行支援は、任意団体
内にて検討・構築中のエリアが多い。加えて、実行の役割は、全エリアにおいて民間が担っている。

大丸有 豊洲

民間

大丸有地区
スマートシティ

推進コンソーシアム

大丸有協議会
スマートシティ
推進委員会

民間

豊洲スマートシティ
連絡会

豊洲スマートシティ
推進協議会

竹芝

民間

竹芝Marine-
Gateway Minato

協議会

西新宿

民間

西新宿スマートシ
ティ協議会

新宿副都心エリア
環境改善委員会

/東京都

協議会や推進委員会の個別の
取組として検討・構築中

役割

決議

個別サービス

データ連携PF等
共通機能

戦略

実行

実行支援

議論

：スマートシティ組織

：まちづくり組織

：その他個別組織
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（２） 先行実施エリア



• 大丸有では、大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会（スマートシティ推進委員会）において、官民
連携及びエリマネ連携の体制構築により推進している。

• スマートシティの運営には、街として得た様々な収益や、エリア付加価値向上分を勘案した税等を還元・活
用する仕組みづくりに取り組んでいる。

組織体制とビジネスモデル組織の位置付け

出典）大手町・丸の内・有楽町地区 スマートシティ推進コンソーシアム「 大手町・丸の内・有楽町地区スマートシティ ビジョン・実行計画」（2020）
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①大丸有



• 豊洲では、民間企業を中心とした豊洲スマートシティ推進協議会において、公共及び大学と連携しながら推
進している。

• スマートシティの運営には、様々な受益者負担（サイネージによる広告収入、パーソナルモビリティ利用
料、データプラットフォーム利用料等）による仕組みづくりに取り組んでいる。

組織の位置付け 組織体制とビジネスモデル
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②豊洲

豊洲スマートシティ
推進協議会

東京都

江東区

東京大学
交通・都市・国土学

研究室

IHI 、NTTデータ、清水建設、
TIS、東京ガス不動産、東京地下
鉄、日本総合研究所、日本電気、
日立製作所、三井住友銀行、

三井住友カード、
三井不動産、三菱地所

研究成果の
提供・共有

国等の
モデル事業費

＜事務局＞
清水建設、三井不動産

出典）豊洲スマートシティ推進協議会「豊洲スマートシティ実行計画」（2020）

※社会実装後のビジネスモデル予定

出典）豊洲スマートシティ推進協議会「豊洲スマートシティ実行計画」（2020）
等を基に作成



10-３ 実施運用・体制
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令和５年度以降の新たな体制・運用（１/２）

【ステップ１】

Ｒ５～７年度 （１）「株式会社多摩ニュータウン開発センター」を事務局とする、新たな運営体制で実施

（２）Ｒ８年度以降の体制について、引き続き検討

（３）Ｒ５年度以降に、新たな実証事業を進めるための制度を創設

【ステップ２】

Ｒ８年度～ 新たな運営体制で実施

【新たな実証事業を進めるための制度（例）】

〇実証プロジェクト毎に、実施負担の協力を募集

〇負担は、実証フィールドの無償提供など金銭以外の協力も可能

〇負担者には、実証データ等の供与、協議会広報への企業宣伝を提供

※本制度は、協議会において、引き続き検討・具体化を行う。

• 令和５年度以降の本協議会は、以下の段階的なステップ及び実施内容で推進していく。
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＜令和５年度以降の新たな運用・体制（２/２）＞

スマートシティ協議会

（事務局）

株式会社多摩ニュータウン
開発センター

（事務局）

東京都 変更

【現在】

（２～４年度）

【ステップ１】

（Ｒ５～７年度）

【ステップ２】

（Ｒ８年度～）

新
た
な
運
営
体
制

モビリティ部会

まちの賑わい部会

情報その他部会
社会実装化
を目指した
部会構成に
変更 (予定)

〇〇部会

△△部会

□□部会



11 今後の展開と課題
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11-１ 今後の展開
11-２ 今後の課題
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・ 先端技術をまちの象徴とすることで、まちの利便性や魅力を更に高めていく。
・ 駅前を「先端技術のコアエリア」とし、まち全体が「先端技術のショーケース」となるように、

大学、事業者、行政・公的機関が率先して取組を進めていく。
・ 先端技術を実施する事業者に対し、各団体は、フィールドを提供していく。

先端技術の

ショーケースエリア

先端技術

コアエリア

11-１ 今後の展開



11-２ 今後の課題
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Ⅰ 先端技術の
社会実装化

Ⅱ ICTインフラ
の整備

Ⅲ 新たな事業体
制の構築

（１）持続可能な先端技
術サービスの構築

（３）必要なオープン
データ・データプ
ラットフォームの
整備

（６）必要な運営資金の
確保

（４）5Gの利用環境の
整備

（５）新たな組織形態の
構築

（２）認知度の向上 • スマートシティの各取組の参加を増やすための広報等の対策

• 社会実装に向けて、事業性や採算性確保のためのスキーム検討及
び関係者巻き込み

• 多様な事業者が参画しやすいフィールドの提供と規制緩和の体制

• 必要なオープンデータやデータプラットフォームの整理とデータ
（個人情報含む）の安全な管理・運営方法の検討

• 産学公による適切な役割分担をもとに、必要な事業負担スキーム
を構築

• 都立大ローカル5Gの利活用の拡大

• 通信事業者等による5Gアンテナの設置促進

• 産学公の適切な連携体制の構築

• 令和８年度以降の組織体の主体・構成員及び組織形態

• 新たな先端技術を取込むことができる柔軟な体制の整備

今後の課題 対応の方向性



補足 実施計画への意見と対応
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補足１ 実施計画（Ver１）への意見と対応
補足２ 実施計画（Ver２）への意見と対応



補足１ 実施計画（Ver１）への意見と対応

■公表時期： 令和３年10月15日 ～11月15日（１カ月）

■公表方法： 都・都市整備局（協議会）ホームページに掲載 ※都プレス発表・都Twitter、市広報誌で案内

■意見人数： 30人

実施計画（Ver１）への主な意見 実施計画（Ver２）への反映

(１)計画全般 〇2050年カーボンニュートラルの具体的施策、超高齢者

社会の具体的ソリューションを実証が必要

○目指すべき将来像が不明確

○リニア開通の橋本駅と南大沢の差別化の検討が必要

○コロナ禍を経たpost‐new normalの視点をが必要

○若い世代が住みたいと思う支援策（子育て環境、職住近

接、女性の就労機会拡大）を計画に組み込むことを希望

●カーボンニュートラルの具体施策（再生可能エネルギー・

地域エネルギーマネジメント等）の検討、高齢者社会の具

体施策（自動運転車いす・サービス付帯タクシー等）の実

証を実施、今後も引き続き、具体的な検討・多様な実証

●リニア開通等の周辺地区の将来動向を把握、南大沢の独自

性を考慮した将来像として、ビジョンとコンセプトを検討、

計画に位置付け、今後、効果的な具体施策を検討

●コロナ渦における新たな施策（混雑情報サービス、サテラ

イトオフィス等）も検討・計画に位置付け

●若い世代に対する施策（買物案内サービス・運搬ロボット、

電動キックボード、地域SNS等）を検討・計画に位置付け

(２)モビリティ ○駅と公園を密につなぐ施策（循環バス、ドローン活用

等）の実施を希望

○シェアサイクル・電動車いすを活用しやすい環境整備・

機会提供が必要

○ZEV・燃料電池車の普及に向けて、現状では地区内にEV

充電設備や水素供給設備が殆どない駅前商業施設周辺等

への早急な整備が必要

●駅と公園をつなぐ施策として、今年度、電動シェアサイク

ル等の実証を実施。今後、新たなモビリティも含む最適な

移動サービス等を検討・実施

●これまで、電動シェアサイクや自動運転車いすの実証を実

施。今後の評価・検証を踏まえ、活用しやすい機会提供や

環境設備について検討

●ZEV等の導入は実施施策に位置付け。今後、関係者と連携

により、具体的な検討・整備を推進

＜実施計画（Ver１）への主な意見①＞
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実施計画（Ver１）への主な意見 実施計画（Ver２）への反映

(３)地域コミュ

ニティ

○地域コミュニティを意識した計画への要望

〇小規模店舗の巻き込みが必要

●今年度、地域コミュニティの形成や活性化に関する具体施

策を検討・企画し、計画に反映

●まちの賑わいに関する実験を地元店舗等と協力して実施、

今後も小規模店舗等とも協力した取組を検討

(４)まちづくり

への参画

○スマートシティのまちづくりへの参画機会を希望

○障害者等のまちづくりへの参画機会の希望

●これまで、住民等へのアンケート調査やワークショップ、

先端技術の実証・体験、オンラインイベント、パブリック

コメント等を実施し、本取組への参画機会を創出。今後も

障害者等を含む、多様な方が参加できる機会を検討・実施

(５)先端技術 ○都市OS等のデジタルインフラ整備方策について、計

画の中で具体化が必要

●社会実装が可能な施策を中心に、必要なICTインフラの方

向性について検討し、計画に反映。今後も具体的な検討や

関係者との調整を継続して実施

＜実施計画（Ver１）への主な意見②＞
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補足２ 実施計画（Ver２）への意見と対応
201

■公表時期： 令和４年５月31日 ～ 令和４年７月15日（約１.５カ月）

■公表方法： 都・都市整備局（協議会）ホームページに掲載 ※都プレス発表・都Twitter、市広報誌で案内

■意見件数： ６人 ※複数意見あり

(１)計画全般 〇将来的な実現可能性を踏まえた選択と集中が必要

〇地域の課題解決や生活レベル向上等の具体的な成果指

標が必要

○地域の強み・可能性や住民の想念・行動分析を踏まえ

た新たな発想が必要

(２ )モビリ
ティ

〇移動の自由度を向上させるライドシェアの導入が必要

〇遊歩道への自動運転電気自動車の導入による歩行困難

者への外出・移動支援が必要

(３)まちの賑
わい

〇高齢者のための複合型コミュニティ施設が必要

●必要性・実現性が高い短期施策（社会実装施策）のス
キームの提示（①オンライン・オフライン融合のコ
ミュニティ形成 ②駐車場満空情報等の提供サービス
③MaaS ④地域ポイント）

●地域の課題等に資する実証事業においてKPIを設定
し、効果を検証

●地域の特性や将来ビジョン、住民の行動様式やニーズ
の変化等を踏まえ、新たなサービス等を引き続き検討

●ライドシェアや自動運転車等の新たなモビリティサー

ビスについては、「中長期施策」として、引き続き

検討

●複合型コミュニティ施設は「オンライン・オフライン
融合のコミュニティ形成におけるコミュニティスペー
ス」において具体的に検討

＜実施計画（Ver２）への主な意見①＞

実施計画（Ver３）への反映実施計画（Ver２）への主な意見



＜実施計画（Ver２）への主な意見②＞
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( ４ ) エ ネ ル
ギー

〇都立大学を中核に「再生可能エネルギータウン」の

実現、再エネ開発・利用で世界有数の大学としてス

タートアップ創出の場

〇カーボンニュートラルの実現に向けて、車両の電動

化のほか、火力発電や原発も必要

(５)先端技術 〇3D点群データを活用した坂道・階段の無いルート案

内、建物内の３Dデータの活用に期待

〇ロボットやカメラ等を活用した先端介護サービスの

提供が必要

〇行政手続きのDX化として、ワンストップ納税サービ

スの提供が必要

〇希望する店舗は、キャッシュレス決済への対応が必

要

(６)その他 〇リニア新駅予定地（橋本駅）との関連で、将来的な

MICE機能の整備も必要

〇わかりやすい表記・説明が必要

●基本方針の中で「再生可能エネルギー」位置づけ

●都立大学等とも連携しながら、スタートアップへの実
証フールドの提供等

●3Dデータの活用は、今年度の「ARナビを活用したバ
リアフリールート」等の実証を実施

●リニア新駅の予定は、将来計画等で整理、MICE機能
については今後の参考

●専門用語等は、丁寧かつ具体的に説明するとともに、
イメージ図や注釈等を追加

●ご意見として、今後の参考

実施計画（Ver３）への反映実施計画（Ver２）への主な意見


